








































異世界の悪魔がぐーたらすぎるので俺がお城を作ります。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○序章




　薄暗い坑道で俺は独り、ピッケルの柄をぎゅっと握り込む。これが最後の一振りだ。松明たいまつの明かりで闇やみを切り取るようにしながら、孤独を忘れるように黙々と掘り進んだ。

　目指すは鉱脈に眠る秘宝──ダイヤモンド。宝石の王様とも言うべきそれは、地中深くにほんのわずかな量だけ存在した。使い道なんて今はわからない。見てみたい、手にしてみたい。ただそれだけでこんな地下の暗がりまでやってきた。

　黙々と掘り続ける。時折どこからか聞こえてくる亡者の声にビクつきながら、目の前の石壁を砕くと……足下に輝く鉱石が顔を覗のぞかせた。

　まばゆい光をちりばめたかのような、今までに見たことのない白色の鉱石だ。

　ピッケルはもう、いつ折れてもおかしくない。祈るような気持ちでそれを振るう。

　ザクザクザクザク……ガキン！

　間一髪。ピッケルが破断したのと同時に、鉱石が砕けて中からダイヤモンドが跳ねるように飛びだした。そして──ピッケルで掘り崩した足下が、ぽっかりと口を開ける。

　その下には赤熱した溶岩の海が広がっていた。俺は反射的に身を乗り出す。

　足下から死の熱風が吹き上がった。それでもダイヤに手を伸ばす。空中でキャッチしてぎりぎり、身を翻し戻る……はずだった。

　伸ばした手をすり抜けて、ダイヤはボチャンと溶岩の底へと落ちて消えた。

　一緒に俺も溶岩の海へと足を滑らせる。全身が「シュボッ！」と、燃え上がった。

（──うわああああああああああああああああああッ!?　死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ!!）

　火だるまになりながら、俺は持ってきたステーキを食べる。

　って、しまった！　ステーキで回復するのは空腹だ！　体力は見る間に底をついた。




〝ダイヤに目がくらんで溶岩に落ちて死亡しました〟

　ダイアログに詳細な死因が表示され、俺の〝分身〟は拠点のベッドの上で目を覚ました。

　持っていった資材のなにもかもが、持ち物欄インベントリから消えている。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　思わず変な声が出て、教室中のクラスメートたちに一斉に白い目で見られた。

　俺は上うえ杉すぎ鷹たか治はる。十五歳。高校生。ワールドクリエーターズ歴は三日。

　たった三日でこのゲームにどっぷりはまりこみ、昼休みに飯も食わずにプレイした結果、高校に入学したばかりで友達作りのスタートダッシュに見事に失敗。

　すっかりワークリホリックを患ってしまい、現在軽く〝ぼっち〟である。








○いざ創造の世界へ




　悲鳴を上げて固まった俺に、クラスメートの女の子が話しかけてきた。

「いきなり大きな声だして、なにやってるの？」

　そのルックスと人当たりの良さから、クラスで男女ともに人気のある木きの下したさんだ。

「え、ええと、ゲームだよゲーム！」

　彼女は俺の隣に来ると、スマホの画面を横からのぞき込んできた。

　急に肩を寄せ合うような感じになって……ちょっと距離が近すぎる気が……。

「どれどれ？　あっ！　ワークリじゃない！」

　木下さんは嬉うれしそうに笑った。

「知ってるの？　画面を見ただけでわかっちゃうなんて、木下さんってゲームに詳しい？」

「そんなことないよ。えっと……上杉くん……だよね？　もしかして、このゲーム得意だったりする？」

「得意ってほどじゃ……。まだ始めて三日だし」

　彼女は驚いたように目をまん丸くさせた。高たか嶺ねの花はなと遠くから眺めていた時には気付かなかったけど、こんな無邪気で可愛かわいい表情をするんだな。

「わっ！　すごい偶然。じゃあ、わたしと同じ初心者だね」

　人気のゲームだけにそれほど驚くような一致でもないんだが……いやいや、それでも三日前に始めた俺、グッジョブ。

「あれ？　どうしたの上うえ杉すぎくん？　ぼーっとしちゃって？」

　大きな瞳ひとみで俺の顔をのぞき込むようにして、彼女は小さく首を傾かしげさせた。

「いやその、木きの下したさんがプレイしてたなんて知らなかったから、ちょっと驚いちゃって」

「わたし、結構ゲームは好きだよ？　変かな？」

「変じゃないよ！　ゲーム好きな女の子って、すっごくいいと思う！」

　彼女は俺から離れると、その場でシャドーボクシング（？）的なパンチを繰り出した。

「やったね！　実はこれでもアクションゲームとか得意なんだよ！　……そうだ！　初心者同士で競争しよっか？」

「きょ、競争？」

「あっ！　競争って言い方は変かな。うんとね、作った建物とかの見せ合いっこってどうかな？　って思って。何か作ったら誰だれかに自慢とかしたいじゃない？」

　ぼっちは前言撤回だ。プレイして友達ができるなんて、ありがとうワークリ。

「それいいかも！　俺も始めたはいいものの、目標らしい目標も無かったし」

　木下さんはうんと頷うなずく。

「そーなんだよねぇ。色々できてすごいんだけど、自由度が高すぎ？　みたいな感じがして……普通のゲームって、クリアする目標がある程度決められてるでしょ？」

「かといって、必ずしも目的を決めなきゃいけないってこともないんだよな」

「自由について深く考えさせられる、ワークリって哲学的なゲームかもしれないわ？」

「それはさすがに考えすぎじゃないかな」

　木下さんは「あはは！　そうだよね！」と、明るく笑った。

「じゃあ作成期限は週末の金曜日。第一回目の課題は……うん！　ここは一つ王道の『お城』でどう？　小さなものでいいから、お城っぽい建物を作るの！」

「お、おう。わかった！　挑戦しがいがありそうだ！」

　昼休み終了のチャイムが鳴る。彼女は「といっても、私も全然素人だからすごい建物は期待しないでね？」と茶ちや目めっ気けたっぷりに言い残すと、自分の席に戻っていった。

　窓の外に満開の桜並木を眺めつつ、しみじみ思う。

　春が来たなぁ。








○出会い




　放課後、木きの下したさんと教室で別れた俺は、独り空き教室に向かった。

　とっとと家に帰ってゲームを進めればいいんだが、あいにく我が家には悪魔のごとき妹がいる。やれ勉強を教えろだの、高いところにあるものを取ってだの、ジャムの瓶の蓋ふたがカッチカチだからなんとかしてだの……すぐに俺に頼ってコキ使おうとするあいつのおかげで、ゆっくりゲームもできないというのが我が家の現状だ。

　というわけで、誰だれの邪魔も入らない学校で、バッテリー切れぎりぎりまでプレイしていこう。がらんとした空き教室の真ん中で、俺がスマホを取り出したその時……。




『呼びかけに応こたえ出いでよぉ。我の望みを叶かなえるに相応ふさわしき者よぉ』




　どこからか女の子の声が聞こえた。

　スマホの画面に落とした視線を上げて、空き教室の中を見回す。

「……誰かいるのか？」

　空耳か？　そう思った瞬間──地面がうねるように歪ゆがみ激しく震動した。

「うお！　うおおおおお！　地震だ！　めっちゃ揺れてるし！」

　足の裏から床の感触が無くなり、身体からだが浮遊感に包まれて──落ちる。

　教室の風景は闇やみに飲まれて流れ去った。

「なっ!?　なんだああああああああああああああああああああああああああ!?」

　落ちる落ちる落ちる落ちる落下する。

　あっという間に闇を抜け、いきなり足下に大地が広がった。

「ああああああああああああああああああってどこだよここはあああああああ!?」

　学校の地下とは到底思えない。顔を上げると水平線が視界に入った。とてつもなく広い〝世界〟が広がっている。建物らしい建物がほとんどなく、木々が生い茂る山があり、砂浜があり海が広がり、険しい岩場に湖に草原が見える。

　めぼしい人工物といえば、その草原の真ん中にぽつんと建つ小屋だけだ。

「えっ!?　やだ噓うそまじでやめてえええええええええええええええええええええ！」

　俺はぐんぐん加速し、その小屋の屋根が目前に迫った。




　ぐわっしゃああああああああああああああああああああああああああん！




　死んだ。そのわりに……痛みは感じられなかった。

　いや待てよ？　死んだのに意識があるってどういうことだ？

　目を開けると、ふかっとしたベッドのマットレスに万歳したままうつぶせていた。

「死ん……でない。つーか、なんだかぷにっとしてる……？」

　掌てのひらに水風船のような弾力のある何かを感じた。ちょうど人肌くらいでほんのり温かい。

「ん、んあ……誰だれぇ？　今、お昼寝で超いそがしいんですけどぉ」

　突然聞こえた女の子の声にドキッとした。

　ゆっくり頭をあげると……。大きなベッドの上に、自分の他に女の子が寝そべっていた──全裸で。

　彼女は胸を隠そうともせず、ぐったりと仰あお向むけのままだ。気だるそうな寝ぼけ眼でじーっと俺を見つめてくる。透き通るような肌にアメジスト色の瞳ひとみ。長い黒髪が天から射さす光を受けて、天使の輪のような光沢をたたえていた。

　ほっそりとした四肢は、ちょっと強く抱きしめただけで折れてしまいそうだ。

　そんな彼女のやや小ぶりで控えめな胸の頂点には、小さな桜色の蕾つぼみのようなものが……思い切り手で触れていた俺は、慌てて腕を引っ込めてベッドから飛とび退のいた。

「揉もんでない！　偶然触れただけだから！」

　女の子は身体からだを起こすと、ベッドの上でアヒル座りをする。

「うん……それでぇ……？」












　気だるげな口振りで首を傾かしげた。その小動物的なしぐさの愛らしさに、一瞬ドキッとしてしまう。しかしそのなんというか、直視できない。つい顔を背けてしまった。美しいものを見たいという欲求より、いけないと己を律する理性がほんの少しだけ上回った。

「こっちむいて？」

「いや、それはその……見たらまずいだろ」

「…………なんで？　別に気にしないし」

「気にしないのかよ！」

　他の部分は見ないように心がけつつ、向き直って顔だけを見つめる。

　アメジスト色の瞳ひとみが、時が止まったようにじっと俺を見据えていた。

「お名前は？」

「え、ええと……俺の名前は上うえ杉すぎ鷹たか治はる！　決して怪しい者ではありません！」

「あたしはぁ……ベルフィーだよ。それでタカハルはなんでここにいるのかなぁ？」

　少女──ベルフィーは目を細めてから、首を傾げた。なんでと言われても……ともかく起こった出来事をそのまま、正直に話そう。

「学校の空き教室でゲームをしようとした途端、変な声が聞こえて地震が起こって、床が抜けたかと思ったらここに落ちてきた……って、言っても信じてもらえないか」

「ゲームってなぁに？」

「ゲームはゲームだ。お前、ゲームも知らないのか？」

　ベルフィーは困り顔だ。

「あれぇ。言葉の壁は壊したはずなんだけどなぁ。わからない言葉が出てきちゃうのは仕方ないのかぁ。召喚のマナ能力って案外不便かも」

　今さらりと〝召喚〟って言わなかったか？　微笑ほほえむ少女に俺は確認する。

「もしかして召喚されたのか……俺？」

「そーだよぉ。あたしの野望を叶かなえるために、異世界から召喚したんだぁ」

「野望？　いや、召喚ってちょっと……あり得ないだろ……」

「あり得なくないってばぁ。それなりにちゃんと儀式したし。召喚で使うアイテムが足りなくて、竜の爪つめの代わりに鷹たかの爪使ったけど。あとねー、土よりも綺き麗れいな空色の絵の具を使ったの。そしたら空から落ちて来て、超かっこいい登場シーン……みたいな？」

「ふっざけんなよ！　着地大失敗で死ぬかと思ったろ！　ショックで心停止した俺が部屋に落ちて来てたかもしれないんだぞ。かっこいいっていうかホラーすぎるから!!」

「きゃああああ。こわーい」

　全然怖がっていない口振りだった。そんな彼女のぷりっとした可愛かわいらしい小ぶりなお尻しりあたりから、黒くて長いものが伸びて揺れる。びたんびたんと、だるそうにベッドを叩たたくそれは、まるで尻尾のようだった。それによくよく見てみれば、ベルフィーの頭には小さな角がぴょこっと二本、左右に生えているのだ。

「……もしかして、その尻尾しつぽと角は本物なのか？」

「本物の悪魔だから尻尾も角もとーぜん本物だよ？　ほーら、ふりふり」

　こちらにお尻しりを向けると愉快そうに尻尾を踊らせる。彼女の意のままに動くそれは作り物には思えない。まさか本当に本物の悪魔なのか!?　急に寒気がして変な声が出た。

「あ、あああ悪魔がいったいなんの用だ!?」

「あのね、あたしは怠惰の大悪魔だから堕落したいんだぁ」

　怠惰だと？　おのれ悪魔め。さては俺を堕落させ……ってあれ？　なんか違うぞ。

「人間を誘惑して堕落させるのが悪魔であって、悪魔自身が堕落してどうするんだ？」

「えー？　そうなの？　知らなかったそんなの……」

　尻尾がうなだれ、アメジストの瞳ひとみが曇る。彼女はぼそぼそと呟つぶやきだした。

「あちゃぁ……困ったなぁ。けどもう、めんどくさいし今から生き方とか変えられないし……そっかぁ。怠惰の悪魔って自分が堕落するんじゃなかったのかぁ。どうしよう？」

「俺に聞くなよ」

「タカハルは悪魔のしもべになるの嫌？」

「嫌という以前に……なんで俺が見ず知らずの悪魔のために働かなきゃならないんだ？」

「うう、タカハルのいじわる。そういうこと言うと、タカハルを堕落させちゃうし」

　再びベルフィーのほっぺたがぷっくり膨らんだ。

「待て待て。お前の望みは俺をしもべにして働かせることだろ？　なのに、俺が堕落したら誰だれがお前をちやほやするんだ？」

「そっかぁ。タカハルって意外に切れ者だね」

　彼女の尻尾が上機嫌に振れる。というか、いい加減服を着てもらわないと、目のやり場に困るぞ。

「それよりも……男の前でその……恥ずかしくないのか？　いくらぐーたら悪魔でも、もう少し女の子らしい恥じらいってものをだな……」

「別にぃ？　もしかしてタカハル、興奮してんの？　キャー。かわいいね」

　立てた尻尾をブンブンと左右に振って、ベルフィーは両手をグーにすると脇わきをしめるようにした。やめろ大悪魔。ちっぱいが寄せられて谷間ができるそのポーズはやばい。

「か……からかうなよ。ともかくお断りだ。帰らせてもらう！」

　ベルフィーが不思議そうに呟いた。

「どうやって帰るの？」

　言われてみれば……この危機的状況から帰宅……もとい、無事に元の世界に帰還するには、いったいどうすればいいんだ？

「ど、どうやったら帰れるのでしょうか大悪魔様？」

「んーとね、たぶんだけど、あたしが満足するまでタカハルは帰れませーん。そういうルールで召喚したからねぇ」

　取り付く島が無い。

「そもそも……なんで俺なんだ？　何か特別な力を持ってるわけでもないし、悪魔かどうかってことはぬきにしても、俺に女の子を幸せにするなんて……ただの男子高校生だぞ」

　ベルフィーは目を細めて笑った。

「そんなことないよぉ。できる人間だからタカハルが召喚されたの。あたしを堕落させられるかどうかは、タカハルのがんばりにかかってるし」

「そう言われても、どうがんばればいいんだよ」

　ぱちっと目を開いて、彼女は視線を自身の胸元に落とした。

「おっぱい揉もんでおいて諦あきらめちゃうなんて、ひどくなーい？　タダ揉みだし」

「あれは事故だってば！」

「事故とかって……あたしって魅力ないかなぁ……タカハルはおっきい方が好き？」

　上腕で圧おしてあげるようにしながら、ベルフィーは首を傾かしげる。寄せたりあげたり意識してやってたのかよ！　くそッ！　認めたくないけど……ご褒美です。

「頼むから冗談はこれくらいで勘弁してくれ」

「わりと真剣に聞いてるのにぃ」

　彼女の瞳ひとみはまっすぐだった。それにほだされた……とは言わないが、このまま押し問答を続けていてもらちが明かない。

「わかった。言う通りにしよう。ただし条件がある！」

「なぁに？　タカハルやっぱりおっぱ……」

「違うから！　何をするにしてもその前にだな……服を着てくれないか？」

「どうしても服着なきゃだめぇ？　めんどくさいなぁ」

「そこは面倒に思うなよ。きちんと向き合うためにも、着てくださいお願いします」

　彼女は「普通に向き合って話せてるじゃん」と言いつつも、小さく頷うなずいた。

「タカハルはどんな服がいい？」

「どんなって言われても……」

「じゃあ、やっぱりこのままでいいよねぇ？」

「よ、よくない！　今考えるから……そうだな……」

　悪魔少女なら、黒や紫にゴールドをあしらったフリフリっとした服が似合いそうだ。

「ゴスでロリっぽい服装がいいな」

「よくわかんないし。うーん、タカハルちょっとこっちきて」

　呼ばれて俺がベッドの脇わきまでやってくると、彼女はベッドの上に立った。同じ目の高さになったかと思うと、彼女はおでこを俺のひたいにくっつけてくる。

「えーと、ふむふむ、だいたいわかったし」

　吐息がかかる距離じゃないか。俺の心臓は早鐘を打った。一方、ベルフィーはベッドから飛び降りる。着地と同時に彼女の身体からだを黒い霧が覆おおって……一瞬でそれらが衣類へと早変わりした。まるで魔法だ。

「こういうのって、タカハルの世界で言う『女子力』ってやつ？　見直したでしょ？」

「あ、ああ。見直したというか見違えたな。凄すごく似合ってるぞ。さすがベルフィー！　よっ！　この大悪魔！　俺を元の世界に戻してください！」

「だーめ。あたしがちゃんと堕落するまで、タカハルはがんばるの」

「……それさ、さっきから堕落堕落というけど、なにをもって『堕落した』とするんだ？」

「うーんと、えーと……あたしを幸せにしてくれたら堕落しちゃうと思うなぁ」

「それはまたふわっとしてるな。じゃあベルフィーの幸せってなんなんだ？」

「毎日だらだらおもしろおかしく、賑にぎやかに楽しいこといーっぱいで過ごすことかなぁ」

「マジかよ……もう少し具体的にはならんのか」

　──こうして俺は大悪魔の下僕にさせられてしまった。が、悲観的に考えていても仕方ない。どうすれば彼女が堕落──満足するのかはわからないが、元の世界に帰るためにも、やれるだけやってみよう。








○屋根の修理




　見上げれば俺が激突して出来た穴が、屋根にぽっかりと口を開けている。

「さすがにこれはどうにかしなきゃな」

　ベルフィーも俺と同じように天井を見上げた。

「タカハルなんとかしてぇ」

「ダメ元で聞くんだが、魔法でちょちょいとなんとかできないのか？」

「魔法？　なにそれー？」

　ベルフィーはムムムっと眉み間けんに小さく皺しわを刻んでみせた。

「お前、魔法も知らないで悪魔をしてるのかよ。ほら、手から炎を出したり空を飛んだりするやつ。さっきの服を着るのも魔法かそれに近い特別な力だろ？」

　服になった黒い霧なんてまさに魔法だ。彼女は「あっ」と小さく声を出した。

「タカハルの言う魔法って、マナ能力のことかなぁ」

　ベルフィーはスカートの裾すそをつまんで見せた。

「そうそうそれそれ！　ちょちょいっとそのマナ能力で穴を塞ふさいでくれよ」

「ええぇ……無理だよぉ。やったことないしい。慣れないことすると超疲れるんだからね。あたしが疲れてもいいのタカハルは？」

　尻尾しつぽを上下にビタンビタンと振って、腰に手を当てベルフィーはムスッとした顔になる。いちいち仕草が可愛かわいいな。

「雨が降ってきた時に困るぞ。それに夜になって変質者が入ってくるかもしれないし」

「いいよべつにー。もうどうでもいいじゃん」

「よくないって。雨が降って部屋がびしょびしょになったところに、ずぶ濡ぬれの変質者まで入ってきたら怖すぎるだろ」

「うーん、それは嫌かも。そうだなー。じゃあこうすればいいし」

　ベルフィーの手に黒い霧が集まると、それは「ぽんっ！」と音を立てるように、白い笛になった。おお！　修理できるのか。すごいぞマナ能力。

　ぺぺろぽぽろぽ♪

　彼女が笛を吹いた途端、遠くからバッサバッサと羽音が聞こえ、天井が暗くなる。

「え？　いったいどうやって修理を……っていうかなんだよこれッ!?」

　屋根の穴が毛皮で塞ふさがれていた。

　なにやら毛け艶づやの良い生き物がやってきて、天井の穴を塞ぐように屋根の上に乗っかった……とでも言うのだろうか。

「はい、修理できたー。これでタカハルは安心して、あたしを堕落させられるね」

「これは応急処置にしたってひどすぎるだろ」

　外に出て、何がどうなったのかきちんと確認しよう。俺はベルフィーの部屋の扉を開いた。すぐに外に出るのかと思ったら、そこはシンクや食器棚のあるキッチンだった。室内にはテーブルに椅い子すが一脚と……白い巨大な箱が鎮座している。冷蔵庫だろうか。

　そんなものがあるのかと思いながら、さらに先のドアを開いて玄関を抜けた。

　外に出て屋根の上を確認すると、そこには──鷲わしの頭と翼に、獅し子しの身体からだを持つグリフォンのような巨大生物が鎮座していた。

「あれは……なんだ？」

　肉食獣と肉食獣を合わせた肉食系の化け物だ。目を合わせたら殺やられる!?　食われるかもしれないという根源的な恐怖がわき起こった。膝ひざがガクガク笑い出す。拳こぶしを握って自分の太もも辺りを叩たたく。しっかりしろ。気付かれる前にまず家に逃げ込むんだ。

　顔をあげると、玄関のドアの前にベルフィーが立っていた。彼女は肩で息をする。

「ちょっとぉ。いきなり出てかないでよぉ……ハァ……ハァ……十歩も走っちゃったじゃないの。こんなに走ったの初めてだし」

　たった十歩で息を切らすなよ！

「な、なあ……上のアレ……どう見ても危険な生物だろ？　生粋の肉食系肉食獣だろ？」

　俺が屋根の上の生き物を指差すと、彼女はあくび混じりに言った。

「あれはしもべのグリペンだよぉ」

「じゃ、じゃあ、あれはお前が呼んだ仲間なんだな？」

　ベルフィーは外に出て俺の隣に立つと、胸を張って屋根の上の肉食獣を指差した。

「この方法をグリペン式屋根修理法と名付けるし」

　声に反応して遠くを見ていた猛もう禽きん類るいな顔が、こちらにくるりと向き直る。

　こ、怖ッ！　ライオンサイズの猛禽類って威圧感がはんぱない。

「…………クルウウウ？」

　と思ったら、見た目に反する、どことなく甘えたような甲高い鳴き声で肉食系肉食獣──グリペンは首を傾かしげた。

「屋根の上から家の警備もしてくれるし、これで一安心だねぇ」

　まったりとした口振りでベルフィーは言う。

「いやいや安心じゃないって。雨の日も台風が来ても、あいつにずっと穴を塞ふさがせておくのか？　それじゃあ、あいつがかわいそうだろ」

　気の毒というか、俺自身の境遇にグリペンが自然と重なってしまった。

　ベルフィーの無む茶ちやなお願いに、グリペンも振り回されているに違いない。

「クルルルル！」

　俺の言葉が通じたのか、どことなく機嫌良さそうにグリペンはさえずった。

　俺の具申にベルフィーはといえば──

「そっかぁ。じゃあどうしよ？」

　素直に困ってみせた。そしてじーっと、俺を見つめてくる。俺にどうにかしろという、無言の圧力だ。

「わかったわかった。やったことはないけど、とりあえず大工道具と木材があればなんとかなるだろ。ちょっと貸してくれないか？」

「どっちもないし」

「ないって……じゃあどうやってこの家を建てたんだ？」

「マナ能力かなぁ」

「そのマナ能力で修理したらいいんじゃないか？」

「慣れない力の使い方すると疲れるからやなのぉ」

「なんだよそれ……そもそも修理道具も資材も無いんじゃ、俺だってお手上げだっての」

　俺は草原の周囲を一望した。遠くの方に鬱うつ蒼そうと茂った森が見える。

　これがゲームなら、あの木はただの背景の一部じゃなくて立派な資源なんだけどな。

「とりあえず木があるみたいだし、あれを切って板にして……って無理だ。斧おのもノコギリもないんだろ!?　無理ゲーすぎるッ！　ワールドクリエーターズなら簡単なのに！」

　ベルフィーがきょとんとした顔になった。

「わー……わーるど……なにそれ？」

「世界の色んなものを採集してアイテムにできる能力を使って、色々作るゲームだよ」

　ベルフィーが眠そうな目で俺を見据えた。

「へー。その能力ってすごいの？　なんか全然だめそうじゃん」

　ドラゴンも倒せないし、勇者みたいにはなれないけれど、俺にとっちゃワークリの主人公こそヒーローだ。

「城でも街でもなんでも作っちゃうんだぜ。実際に見せてやりた……あっ！　スマホ！」

　俺はスマホを取り出した。落ちる前に、無意識のうちにポケットにしまっていたらしい。電源ボタンを押してみると、無事起動した。ワークリのアプリも問題無く起たち上がったが、さすがに通信圏外だ。さっそくワークリのゲーム画面をベルフィーに見せる。

「なにこのちっちゃい石板？」

「これはスマホという俺の世界の便利アイテムだ。ゲームだってできるんだぜ」

　画面の中のアバターを動かして見せる。キャラクターがぴょんぴょん跳ねる姿に、ベルフィーは興味津々だ。

「こうやってキャラを操作して家なんかを作れるんだ。すごいだろ？」

「えー。別にすごくないし、なんか……みんなカクカクしてるし」

「そういうゲームなの。じゃあ実際にやってみせるぞ。木を切ると……こうなるんだ」

　伐採すると樹木が木のブロックに変わった。それに触れると自動的にアイテムゲットだ。空っぽだったインベントリが次々と埋まっていった。

「ちょっと貸してぇ」

　不意にベルフィーが俺の手からスマホを抜き取った。さては文明の利器が珍しいんだな。どうせこの世界じゃ使い物にならないし、バッテリーが切れるまで遊ばせてあげよう。

「これを媒体にして……えい！」

　突然、黒い霧が少女の手中にあったスマホを包み込んだ。スマホは俺の目の前で分解され凝縮され、紫色の球体に変へん貌ぼうする。小さなあめ玉くらいの大きさだ。って──

「お、おいいい！　なにしてくれやがるんだ！　俺のスマホ！　スマホは俺の！　消えた！　スマホ消えた！　なにこの紫色のなになんなの!?　バカなの!?」

　焦って口がうまく回らない。

「いただきまーす！」

　いきなり彼女は紫色の球体を口に放ほうり込むと……ごくりと吞のみ込こんだ。

　吞んだ時の喉のどの動きが妙に艶なまめかしい……って、それどころじゃない。

「食うんかい！」

「食べるだけじゃないし」

　詰め寄った俺をベルフィーは抱擁すると、背伸びをして俺の頰ほおに唇を添えた。

　チュッ──ぷにっと柔らかな感触に背筋がぞくりとなる。

　えっとこれって……キス!?　瞬間──俺の体内に強烈な〝何か〟が流れ込んできた。抗あらがえない。視界がぐにゃりと歪ゆがんで、力の奔流に意識をもっていかれそうになる。

　やばい……溺おぼれそうだ……耐えろ……こらえろ……踏みとどまれッ！

　俺の中で──〝何か〟が弾はじける感覚がした。

「はい、これでタカハルもマナ能力が使えるようになったし」

　吹き飛びかけた意識の向こう側で、ベルフィーがニッコリ微笑ほほえんだ。

　歪んだ視界がゆっくりと元の状態に戻っていく。ふらつきながら俺は聞き返す。

「ハァ……ハァ……え？　マナ能力が……なん……だって？」

「だーかーらー。タカハルも力を使えるようにしたし」

「……う、噓うそだろ？　っていうかキスって……他に方法は無かったのか!?」

「ほっぺじゃ物足りない？　おでこ？　それとも……こ・こ？」

　ベルフィーは悪戯いたずらっぽく笑いながら、俺の唇にそっと指を添えた。

「というかスマホ！　高校入学祝いなのに……ああっ……どうしてこうなった」

　嘆きながら、玉になって食われて消えたスマホの勇姿を思い浮かべると……俺の手の中に黒い霧が生まれた。まるでベルフィーがマナ能力を使った時みたいに。

　いや、みたいにじゃない。霧を生み出した瞬間、心臓が早鐘を打った。軽く運動をしているような疲労感を覚える。これは……これって……もしかしてこれがマナ能力なのか？

　黒い霧は俺の手の中でスマホを形作った。だが、シルバーだったはずのボディーがブラックに変わっている。ロゴも梨なしのシルエットから……黒丸に蝙こうもりのような羽根と、ベルフィーのような矢や印じるし尻尾しつぽがくっついた悪魔っぽいものに変わっていた。

「な、なんだよこれ……ははは……異世界向けの機種変かよ」

　自分でも何を言っているのかわからないが、まさか二年縛りとか無いよな。画面を見ると中身も別物になっていた。アプリアイコンは二つ。一つはブラウザソフト風だ。なんて読むんだこれ。あ、アークマ？　でいいのか。そしてもう一つは「ワールドクリエイターVer.異世界tester」ってなんだよ。長いよ！　せめて製品版にしてくれ！

「どう？　気に入った？」

「あ……えーと……はい」

　ベルフィーは得意満面だ。彼女は良かれと思ってこうしてくれたんだろう。ふと画面右上を確認すると、電池マークではなく人間のシルエットになっていた。

「…………なあベルフィー。もしかしてコレの動作に必要なのって……」

「当然、タカハルのマナだよぉ」

「マジかよ……」

　目眩めまいを覚えながらも、俺はワークリ異世界バージョンのアプリをタップした。ゲーム画面ではなく、出てきたのはインベントリ画面だ。

「あれ？　おいこのアプリ、バグってるぞ？」

　開発者は不思議そうに首を傾かしげる。どうやら彼女からのサポートは得られないらしい。

　とりあえず俺はゲーム内の持ち物を確認してみる。すると伐採用の斧おのや採掘用のピッケルなどなど、一通り最初からツールが揃そろっていた。使い方がよくわからないので、試しに斧のアイコンをタップしてみると……俺の右手に黒い霧が集まって、それが斧へと姿を変える。握ってみればずっしり重かった。金属製の刃が陽光を反射して眩まぶしい。

「うおぉっ、なんだこりゃ！　すげぇ！」

　どうやらスマホの画面に出ているアイコンをタップすると、この道具を出したり仕し舞まったりできるらしい。まるでゲームのようだった。

「うは、本当に能力出たし」

「ってお前！　確証もないのに俺のスマホをあんな風にしたのか！」

「ある意味賭かけだったよねぇ」

「危険な賭けを俺の同意も無しに実行に移すんじゃない！　とはいえ、この力があればなんとかできそうだな。というか無敵かもしれないぞ！」

「む、無敵とか言い過ぎだし」

「ふふ、見てろよベルフィー。これから死ぬほどがっつり働いてお前を満足させてやる！」

　そうして俺は草原の向こうに見える森へと駆け出した。不思議と足取りも軽い。これもマナ能力に目覚めたからか、大悪魔様の加護（？）なのか──

「あ！　待って……！　うう……あたしを堕落させなきゃいけないんだから、タカハル死んだらだめだし。いなくなったら……困るし」

　そんな俺の背中にベルフィーが何か言ったみたいだが、気にしなかった。




　マナ能力で具現化した斧を手に、巨木の前に立ってその幹を見上げる。

「一丁、やってみますか！」

　斧の刃を打ち込む。ザクザクザクザクと、苦も無く大木の伐採ができてしまった。しかも大木は倒れるのではなく、丸太のブロックに早変わりした。

「こんなところまでゲームみたいだな……」

　すると丸太のブロックは、スマホのインベントリに吸い込まれてしまった。

　た、楽しい！　切った木が次々とブロックになってインベントリを埋めていく。

「よーし！　伐採祭りだぜ！　オラオラオラオラ！」

　木漏れ日の射さす森の片隅で小鳥の歌声を聞きながら、俺は手近なところから木を切り倒していった。99個の木材ブロックでインベントリの一つがいっぱいになった。

　とりあえず、これだけあれば屋根の修理には十分だろう。




　素材を集めて小屋に戻ると、ベルフィーが玄関先でムッとした顔で俺を待っていた。

「ただいまベルフィー」

　尻尾しつぽを激しく上下に揺らして、すっかりご立腹のようだ。

「いきなりどっか行っちゃうなんてやだよぉ」

「そう言われても……俺を働かせるために召喚したんだろ？」

「それはそうだけどそうじゃなくてぇ……説明すんのもめんどくさいし。ぶーぶーぶー」

　豚の鳴なき真ま似ねにしてもブーイングにしても、なんだか可愛かわいらしい。って、ほっこりしている場合じゃなかった。

「お前に授けてもらったマナ能力で木を切ってきたんだ。これで修理ができるぜ」

　俺は採取した丸太のブロックをインベントリから取り出してみた。

「こいつを加工して埋めていけば、屋根に空いた穴なんてあっという間だ。さあ、この能力を褒ほめ称たたえよ！」

　ベルフィーは「ぶー！」と鳴きながらそっぽを向いた。

「材料があっても屋根に登れなきゃ修理できないし」

　クッ……そこに気付くとは、ただのグータラ悪魔じゃないようだな。さてと、どうするべきかと思案していると、屋根の上で鎮座していたグリペンがすっくと立ち上がった。

　バッサバッサと翼を羽ばたかせ、ゆっくりと俺とベルフィーの前に降り立つ。

「クルルル？」

　俺に顔を向けると、グリペンは首を小さく傾かしげた。声は可愛いけど、ライオンサイズの猛もう禽きん類るいに見つめられたら、死を覚悟するのは人間のＤＮＡに刻み込まれた本能です。

　グリペンは首を自分の背中側に向けて、くちばしの先で指差すようにした。

「もしかして……乗れっていうのか？」

「クルルクルル！」

　グリペンは頷うなずく。なんて話のわかる御仁だ。思わず恐怖も和らぐ。

「どうやらこいつは俺の味方みたいだな」

　グリペンに近づこうとすると、服の袖そでをベルフィーにきゅっと摑つかまれた。

「だ、だめぇ。タカハル乗っちゃやだぁ」

「けど、グリペンはいいって言ってるっぽいぜ？」

　困ったように「クルウ」と鳴いて、グリペンはすっくと立ち上がった。

「あっ！　せっかく協力してくれそうだったのに」

「グリペンはあたしのだからだめなの。浮気よくないし」

　浮気って……悪魔なのに謎なぞの貞操観念の持ち主だなベルフィーは。

「いいだろちょっとくらい」

「べ、別に意地悪で言ってるんじゃないからね。けど、だめなものはだめなのぉ」

　途端にベルフィーが瞳ひとみを潤ませた。本当に何か都合が悪いのかもしれない。

　まあいい。それなら自力で屋根の上に行くだけだ。

　俺はインベントリを開くと丸太のブロックをマナ能力で板状に加工した。さらに板を分割して角材へと変え……それらを組み合わせて叫ぶ。

「クリエイションラダー!!」

　声に出すのは気分の問題だ。無事アイテムクリエイションに成功し、黒い霧が手元に集まると、それは一メートルほどの高さのはしごになった。

「どうだ！　誰だれかさんがダメっぽいと言った能力だが、こんなにも有能なんだぞ」

「ええぇ……なんか、すっごく短くない？」

「ふっはっは。そこはそれ。もう一つはしごをつくって連結し、さらに連結ッ！」

　俺は小屋の壁に沿うようにしてはしごを延長する。あっという間に屋根の上まで届く長ばしごが完成した。足をかけひょいひょいと上る。足下からベルフィーの声が響いた。

「気をつけないと危ないし」

「大丈夫大丈夫！　高いところは結構平気なんだ」

　俺は屋根の上に無事到着した。屋根を伝って修理箇所の部屋の屋上に向かう。

「うわぁ、思ってたよりも重傷だったな」

　穴はかなり大きい。確認していると、バッサバッサという羽音とともに、地上からベルフィーを背中に乗せたグリペンがゆっくりと浮かんできた。彼女はぴょんっと飛び降りて俺の隣にやってくる。意外にも軽い身のこなしだ。ベルフィーもぽっかり空いた穴を見下ろすようにした。穴の真下は寝室で、ちょうど彼女のベッドがある。

「本当にタカハルに直せるの？　ちょっと信じらんないし」

「まあ見てろって。こういうのは習うより慣れろってやつだ」

　俺はインベントリから、先ほどはしごを作る際にできた木材の板を選び、屋根の穴の縁に沿わせるように配置した。縁のぎりぎりのところにくっつけるように板を乗せると……それは水泳競技の高飛び込みの踏切板よろしく、まっすぐ固定された。板に乗り先端に向かって歩いてみる。ジャンプしても板はしなるどころかまっすぐだった。

「おっ！　こりゃあ元の屋根より頑丈になるかも……」

　もう一度、板の上でジャンプする。びくともしない。

「なにしてんのタカハル？　そんなとこで暴れたらあぶないし」

「別に暴れてないって平気平気！　さっき、ここに来るまでに一生分落ちたし、こんなところで足を滑らせるわけが……うおわ！」

　調子に乗った俺は着地でしくじって、ものの見事に足を踏み外すと、ベルフィーの部屋に落下し華麗に着地……することもできず今回はベッドではなく床に激突した。

「痛ってええええええ！」

　うぅっ、足首が曲がっちゃ行けない方向を向いている……骨とか逝いってるかもしれん。

「ぐあああああああああああああああああ！」

　悶もん絶ぜつする俺に、スカートの中身の白い布地を見せつけながら、少女が穴から部屋の中にふわりと降りてきた。

「もうーしょうがないなぁ。怪け我がするならするって言ってよねぇ」

　彼女の手がそっと俺の足に触れる。その手に黒い霧が集まり、浸透するように俺の足に吸い込まれていった。途端に、痛みが消える。

「え？　ええッ!?　どうなってんの？」

「マナ能力で治してるのぉ。あんまりしたことないから、疲れるし」

　それでも治してくれるなんて、もしかしてベルフィーって良い子なのか？

　痛みが消えたので、恐る恐る立ち上がる。くじいた右足の調子は、落下前となんら変わらなかった。

「おお！　ホントに治ってる！　こんなこともできるのか。すごいなベルフィーは！」

「え、えへへ……でしょー？」

　少し疲れたような顔の彼女に、俺は頭を下げる。

「次からはちゃんと気をつけて作業するよ。調子にのってごめんな」

「本当に次から気をつけてよねぇ。あんまり何度も怪我されると、治すのめんどいから」

　高所作業は要注意。これはゲームとも同じだな。

「さてと、じゃあ修理の続きといきますか」

　俺はもう一度玄関から外に出ると、はしごを伝って屋根の上に向かい、今度こそ調子に乗ることもなく、慎重に黙々と木の板で天井の穴を塞ふさいでいった。




　応急処置的に板をかぶせて固定しただけなので、その部分だけ元の屋根と色味も違うし、色々と素人感丸出しなんだが……それでも、なんとか屋根の穴はふさがった。

　小屋の外で修理の出来映えを確認しつつ、俺は一息吐つく。

「ちょっと不格好になっちまったな。けど、これでグリペンがずっと屋根の上に乗ってなくても大丈夫そうだ」

　地上に降りた巨大な獣が、嬉うれしそうに声をあげた。

「クルルル！」

　すかさず、グリペンの首に抱きつくようにしてベルフィーが俺を睨にらむ。

「あー。もう。あんまりグリペンと馴なれ馴なれしくしないでぇ」

「仲が悪いよりはよっぽどいいじゃないか。なあ？」

「クルルクルル」

　グリペンも小さく頷うなずく。ベルフィーは溜ため息いき混じりに首から腕を離した。

「そ、そんなに優しくして……どーなっても知んないからね」

　俺がグリペンと仲良くするのに、まさか嫉しつ妬とでもしてるんだろうか？

　もう一度、俺は修理した屋根を見上げる。なんだかんだ言いつつも、初めてやったにしては、出来映えはまずまずだ。

「よし！　ベルフィーの願いを叶かなえたぞ！　これで帰してもらえたりは……」

「ええー。全然足りないし。タカハルが来る前と、何も変わってないじゃん。タカハルが来てくれてよかったぁ……って、思えるくらいのことをしてもらわなきゃだし」

　うっ、確かに……マイナスの状況をなんとかゼロに戻したっていうだけだもんな。ベルフィーを満足させるためには、もっとプラスにしないとダメってことか。

　しかし、一仕事終えたら……なんだか腹が減った。ゲームなら拾った林りん檎ごでも小麦からパンでも作るところなんだが、さてとどうしたものか……。

　そういえばキッチンらしき部屋に、冷蔵庫があった気がするけど……。

　思い出したら余計に空腹感が増した気がした。








○買い出し




　小屋に戻ると俺はキッチンの白い巨大な箱の前に立つ。

　置いてある場所と雰囲気からして、これが衣装ダンスとは思えない。

「働いたら腹が減ったんだけど……ベルフィー、何か作っていいか？　食材はこの中？」

「ああっ……だめぇ。冷蔵庫開けないでぇ」

　やっぱり冷蔵庫か。だが、ベルフィーは俺の腕を両手で引っ張るようにして、なんとか阻止しようと必死だ。

「なんで開けちゃいけないんだ？」

「人の家の冷蔵庫を開けるなんて、野蛮人のすることだからぁ」

　……そりゃごもっとも。なんだか、本当にベルフィーが悪魔なのか疑いたくなる。

「残念だったな。ここはベルフィーの家だが、俺は今日から同居人になる。つまり俺の家でもあるんだ。俺には冷蔵庫を開ける権利がある！」

「ええぇ。なにそれひどい」

「というわけでご開帳……っと」

「開けちゃいやああぁ」

　ガチャっとドアを開くと──庫内はひんやりと心地よい冷気でいっぱいに満たされていた。というか……空っぽだった。

「……あれ？　食べ物は？」

「あうぅ……切らしちゃってて空っぽなの見られると恥ずかしいしぃ。本当はいつもなら、もっとちゃんと冷蔵庫の中身充実してるんだから」

　じっと上目遣い気味にベルフィーは俺を睨にらみつつ、告げる。

「だから……お買い物行こ？　人間の街に行けば食材も買えるし。こう見えても街にある美お味いしいお店のこととか、結構詳しいんだよぉ」

　顔を上げ尻尾しつぽをピンっと立てて、ベルフィーはエヘンと胸を張り自慢げだ。

　グウウウウウウウウウウウウウウウっと、俺の腹が鳴った。迷っている間に餓死しては元も子もない。

「よし！　行こう！」

　そう同意すると、ベルフィーはすぐに「じゃあその格好は目立つし、着替えだぁ」と、マナ能力で着替えを用意した。

　俺は「ＲＰＧの村人Ａっぽい服」に着替えさせられ、一方のベルフィーは修道女風のローブに身を包んだ。純白のローブには品の良い金の刺し繡しゆうが施されていた。その刺繡で描かれた紋様は、位の高さも表しているらしい。悪魔なのにそんな格好してていいのか……？




　街への移動はグリペンだ。さっきまで俺を乗せるのに否定的だったベルフィーだが「今回は特別だから」と、同乗を許してくれた。ベルフィーたちの住むここは、〝大悪魔島〟という島なので、空路じゃないと街へ行けないらしい。

　そしてグリペンの背中に揺られること三十分。巨大な城壁に囲まれた人間の街──王城都が見えてくる。中央の高台に白い石壁の堅けん牢ろうそうな城がそびえ立ち、囲むように円形の壁が築かれ、人の住む街並みがその中にあった。グリペンで直接乗り付けると目立ってしまうため、一いつ旦たん街の近くの森に降りたって、そこからは徒歩で王城都を目指す。

　見上げるほどの巨大な門は開かれていた。城壁南門の番兵が、往来する人々や荷馬車に監視の目を光らせる。そんな中、ベルフィーは姿勢を正して凜りんとした表情を浮かべた。しゃなりしゃなりと歩く姿は百ゆ合りの花のようだ。ぐーたらな姿はどこにも見られない。驚きだ……。むしろ俺の方が心配でオドオドして番兵ににらまれた。

「タカハルってば、しゃきっとするし」

　小声でベルフィーに言われて、俺も背筋をピンと伸ばす。

「そこのお前！」

　番兵に呼び止められて肩がビクついた。

「は、はい？　なんでしょうか？」

　やばい……バレたのか？

「修道女様の護衛だな。くれぐれも失礼の無いように」

「わ、わかりました！」

　口から心臓が飛び出すかと思った。が、それきり番兵に咎とがめられることもなく、俺とベルフィーは無事、街に入った。




「ヒヤヒヤしたけど、本当にこんなので入れるんだな……ベルフィー、これからどうするんだ？」

　ベルフィー曰いわく、彼女は人間の街の勝手を知り尽くしている。見ているとベルフィーは、手持ちの宝石を換金し、色々な店で買い物を始めた。店から店のはしごを繰り返す。

　香辛料をはじめとした調味料や、俺が知らない様々な食材を次々と買っていく。俺はそれらの荷物をインベントリにしまっていった。両手いっぱいに荷物を抱えずに済んでマナ能力様々だ。

　一段落したところで、ベルフィーが菓子店で紙袋入りのクッキーを買い求める。

「ここのクッキーって美お味いしいんだよぉ。超お気に入りなの。王城都で一番かも。帰ったらお茶請けにしようねぇ」

「それもインベントリにしまっておこうか？」

「これはいいのぉ。あたしが持ってあげるから。他の荷物はよろしくねぇ」

　紙袋を軽く抱くようにしてベルフィーはニヘヘェっと表情を緩ませた……かと思うと突然、キョロキョロし始める。

「どうした、ベルフィー？　何か買い忘れか？」

「べ、別にないし。だいじょーぶだし」

　彼女が応こたえると同時に町中の鐘楼で鐘が鳴った。

「そ、そうだ！　いっぱい歩いて、いっぱいお買い物したからお腹なかすいたし。お肉を買うのはお昼ご飯のあとかなぁ」

「実はさっきから俺、腹ぺこでやばかったんだ」

　買い物の最中からずっと腹の虫が鳴りっぱなしだった。

「じゃあご飯食べに行こっか。今日はタカハルにとっておきのお店を紹介するねぇ。優雅なお昼のひとときだよぉ」

「それはありがたいんだけど、今さら言うのもなんだが……人間の街に長居してて大丈夫なのか？　さっと買って、持ち帰りで食べてもいいんだぞ？」

　小声で耳打ちする俺にベルフィーは胸を張った。

「ふっふっふー。まさか大悪魔が街でゆっくりお昼ご飯を食べてるなんて、普通なら誰だれも思わないし。美味しいモノを食べるため、敵対する神の信徒の姿という恥辱にも耐えてきたのだぁ。それじゃあ行こっかタカハル？」

　クッキーの紙袋を片手に、鼻歌交じりでスキップするベルフィーの姿が、街の人混みの中に消える。

「ごっはんごっはん。おいしいご飯だよぉ」

　それにしても、ものすごく機敏な動きだ。人の流れに逆らわず、すいすいと縫うようにベルフィーは進む。島にいるときのベルフィーとは本当に別人じゃなかろうか……そう思いながら俺は、その背中を見失わないよう急いだ。




　店は通り沿いのオープンカフェという雰囲気だった。正午過ぎ、客で賑にぎわうカフェのテラス席に通される。ひさしで日差しもやわらいで、穏やかな風が頰ほおを気持ち良く撫なでていった。歩き疲れて少し火照った体に心地よい。

　さっそくベルフィーが従業員のお姉さんを呼んだ。

「数量限定の特製サーモンタルタルサンドイッチのセットを二つねぇ」

　メニューも見ずに彼女は俺の分まで勝手に決めた。

　俺としては、メニューにあったハニーマスタードチキンサンドが気になるんだが、ここは任せよう。わざわざ〝数量限定の〟なんて言うくらいだから、きっとプレミアムな逸品に違い無い。と、思ったら──

「申し訳ございません。そちらはつい先ほど、本日分が売り切れてしまいまして」

　店員のお姉さんが申し訳なさそうな顔で、ぺこりと頭を下げた。

「ええええぇ。これが楽しみで今まで生きてきたのにぃ……つらい」

　今まで生きてきたとは大げさな……お姉さんは困り顔だ。

「売り切れちゃったものはしょうがないだろ？」

　クッキーの入った紙袋を手の中で軽くくしゅくしゅとさせて、彼女はうつむき気味に俺を睨にらむ。

「また今度一緒に来てやるから、今日は別のメニューにしような？」

　ベルフィーが「ほ、本当に？　約束だからねぇ」と、笑顔で念押しした。

　頷うなずいて返しつつ「それじゃあ俺はこのハニーマスタードチキンサンドにするよ」と、店員のお姉さんに言ったところで、ベルフィーがメニューから視線を俺の背後に向けて……固まる。まるでフリーズしたスマホアプリか、蛇に睨まれた蛙かえるのようだ。

「おい、どうしたんだベルフィー？」

　振り返るとそこには、銀髪の美少年（？）が立っていた。

「やぁ……奇遇だね」

　いや、よく見てみれば胸に膨らみがある。女の子だ。髪は肩に掛かるかという長さで、羽の髪飾りをしていた。首に巻かれたマフラーが、そよ風に揺れる。

　ラフなシャツにズボン姿だが、鎧よろいからその部分だけ外してきたようなレッグガードで足下を固め、腰のベルトにはポーチと鞘さやに収まった剣を下げている。

　少女はベルフィーの顔を指差した。

「ふっふっふ。さすがだよ。キミもこの店の特製サーモンタルタルサンドイッチがお目当てだったんだね？　今日の最後の一個はボクのモノさ」

　テーブルをガタリと言わせてベルフィーが立ち上がる。

「うえぇ……面倒なのが来たぁ」

「知り合いか？」

　座ったまま俺が聞くと、銀髪の美少女は俺に握手を求めてきた。

「初めまして。ボクはカプリコ・アルゲディ。彼女とは深い仲だよ」

　いい人のようにも見えるけど、ベルフィーの反応を参考にして考えると……このまま握手をしてしまっていいんだろうか。

「深いって、友達……とか？」

　俺の警戒を気け取どったのか、銀髪の美少女──カプリコは眉まゆ尻じりを下げながら腕を降ろす。

「宿敵と書いて友と読む。そんな関係かな。キミは？」

「俺はタカハル。ある理由でベル……彼女の面倒をみることになった」

　一瞬名前を出しかけて、吞のみ込こんだ。ベルフィーも顔見知りみたいな反応だけど……大悪魔ベルフィーと知らないかもしれない。

「そ、それはうらやま……すばらしいね。けど大丈夫？」

　身を乗り出してきたカプリコに、思わず俺も席から立ち上がり、ベルフィーの方にじりじり下がる。

「だ、大丈夫って何がだ？」

「彼女は……ベルフィーは怠惰な悪魔だから、大変じゃないかなって思うんだよ」

　こいつ本当にベルフィーの正体を知ってるのか？　その割に驚いたり怖がったりもしていない。むしろベルフィーの方が怯おびえているように思えた。話を合わせつつ様子を見よう。

「ああ、まあそれなりに大変だけど……ところでベルフィー……お前、友達いたんだな」

「騙だまされちゃだめだよタカハル。コレは友達じゃないし」

　ベルフィーがカプリコをびしっと指差した。しかしコレ扱いとはちょっとひどいな。

「友達でないなら、彼女はいったいお前のなんなんだ？」

「カプリコは大悪魔あたしを倒すために人間たちに選ばれた、救世主なのぉ」

　な、なんだって──!?

　カプリコは特にドヤ顔するでもなく、普通に俺に返す。

「そうだよ。最初に言ったじゃない？　宿敵と書いて友と読むって。ベルフィーはこの世界の人間たちが畏い怖ふする大悪魔で、ボクはその脅威から人々を守る存在なんだ」

　大悪魔って……ベルフィーは世界中の人たちから恐れられるような存在なのか？　信じられない。

「じゃあお前はベルフィーを倒すつもりなのか？」

「立場上、そういうこともあるかもしれないね」

　少し歯切れが悪い感じでカプリコは言う。ともあれこんな人通りの多い街中で、ドンパチなんてことになったら大事だ。悠長に昼飯を食ってる場合じゃない。俺はベルフィーに向き直ってその手を取った。

「逃げるぞベルフィー！」

　オープンカフェテラスから表通りに飛び出すと、高台の城を背にして街の外へと走る。

「走るのつらいよぉ。お腹なかも減ったよぉ。おやつにするつもりだったけど、やっぱりクッキー食べていい？」

「マイペースだなおい!?　こんな状況でわがまま言うなよ！」

　二人並んで表通りから市場の雑踏に飛び込んだ。

「ごめんな！　通らせてもらうぜ！」

　スマホを具現化するとインベントリを開き、斧おのを具現化した。

　果物屋の林りん檎ごが入った木箱を斧で破壊する。箱がパッと消えて林檎が地面に転がった。

　お店の人の悲鳴が怒声になって俺の背中に飛んでくる。

　心の中で土下座しつつ、他の店の商品の入った箱も壊して、壊して、壊しまくった。

　市場は大混乱だ。欲しかったのは箱の中身ではなく、それを包む木箱──木材だ。

「一気に駆け上がるぞ！」

「ええぇ？　走るのもう嫌ぁ」

　俺は木箱類から得た木材で即席の階段を作った。階段を作って登りきると、カプリコが追ってこれないよう斧で一気に叩たたき壊こわす。

　宿屋の屋根の上まで逃げ切って、大きく息を吐ついた。

「ハァ……ハァ……これで時間は稼げただろ」

　建物は二階建てだ。その屋上ならすぐには追ってこれ──

「いきなり逃げなくてもいいじゃない？」

「うわあああ！」

　カプリコが先ほどのオープンカフェの辺りから、跳躍一つで屋根の上までやってくる。

　化け物だ。悪魔と戦う救世主っていうんだから、これくらい朝飯前ってことかよ!?

「タカハルお昼ご飯はぁ？」

「今はそれどころじゃないだろ！　刺客が目の前にいるっていうのに！」

「面倒な相手だけど、刺客っていうほどでもないかなぁ」

「それでもここは逃げの一手だ！」

　本気を出せばベルフィーにはカプリコに勝つ算段があるのだろう。だからきっと、こんなにマイペースなのだ。ただ、もしそうなった時に戦いに巻き込まれる街の人たちが、気が気でない。カプリコが笑った。

「そうだ！　これから三人でお昼をいっしょに食べない？　ボクがごちそうするから」

　俺は提案を聞き流しつつ、目の前に木材で〝壁〟を作った。カプリコの視界を塞ふさぐと、再びベルフィーの手を引いて隣の建物を目指す。といっても、ジャンプでひとっ飛びとはいかないので、はしごのように板をかけた。

「ええと……えい！」

　振り返るとカプリコが俺の作った木の壁をパンチで突き破っていた。

「びっくりした。さっきの階段もだけど、キミのマナ能力って個性的だね？」

　微笑ほほえみながら屋根の上をゆっくりと、こちらに向かって歩いてくる救世主。

「なあベルフィー。戦って勝算はあるのか？」

「こんなとこで戦ったら、みんなに迷惑かかるし。っていうか、べ、別にカプリコには負けないけど苦手っていうかぁ……押しが強くて性格的に暑苦しいかなぁって……あと、いっつもなんだけど、美お味いしいお店を見つけると必ずいて限定メニューとか、新作とか……あたしが食べるはずだった最後の一皿をさらっていくの。これってたまにしか街にこられないあたしにとっては、死活問題なのぉ」

　ベルフィーはじわっと目に涙を溜ためた。街の被害を考えてるなんて、やっぱり良い子なんじゃないかベルフィーって。でも苦手な理由がものすごく残念な感じだ……。

「わかった。ともかく逃げることには変わりないな」

　ベルフィーと一緒に板の橋を渡りきり、それを斧おので壊して次の建物の屋根を目指す。

　後ろから「よっ！」と、かけ声一つでジャンプして追ってくるカプリコに、追い詰められるのは時間の問題だ。

　ご飯を目指していた時の機敏さが今も発揮されてくれればいいのだが、ベルフィーの足取りはずっとおぼつかなかった。好きと苦手がはっきりしてるな……本当に。

「タカハル速いよぉ……あっ」

　俺が手を強く引きすぎて、ベルフィーはつんのめると手の中の紙袋を宙に放ほうり出した。

　しっかり封がしてあったわけではない紙袋から、クッキーが空中にばらまかれる。

「あぶない！」

　カプリコの姿がかき消えた。彼女は落下しながらばらまかれたクッキーをすべて空中でキャッチして、地面にシュタッ！と、着地を決める。

「危うくクッキーが台無しになるところだったね。ボクが救っておいたよ。なぜならボクは救世主だから！」

　ビシッとポーズを決める地上のカプリコをスルーして、俺はベルフィーに告げた。

「こうなったら……グリペンを呼ぼう」

　そうでもしなければ逃げ切れない。今が絶好のチャンスだ。ベルフィーはしょんぼり肩を落とす。

「ああぁ……あたしのクッキー」

「クッキーはまた今度だ」

「しょうがないなぁ」

　ベルフィーは黒い霧を生み出すと、白い笛を取り出した。

　ぺぺろぽぽろぽ♪　と吹くやいなや、頭上に影が疾風はやての如ごとく現れた。

　バッサバッサと翼をはためかせ、建物の屋根にグリペンが降りる。街の住人たちが騒然とし始めた。俺はベルフィーの身体からだを抱き上げて先にグリペンに乗せる。

　地上でカプリコが「あー！　待って！　今日こそ勝負しよう！　グルメ王決定戦！」と声を上げていた。どんな勝負か想像もつかないが、世界の命運を分けるような戦いを、こんな街中でさせるわけにはいかない。

「クルルルルウ！」

　甲高い声を上げたグリペンの背に跨またがり、俺はぎゅっと抱きついた。

「やってくれグリペン」

　ふわりと巨獣が宙を舞う。あっという間に街並みが模型のように小さくなった。

　ベルフィーがぷっくりほっぺたを膨らませる。

「クッキーもサンドイッチも食べ損ねたし。これだから救世主はけしからん」

　王城都の上空を抜けて俺は安あん堵どしつつ返した。

「けしからん……って、おいおい」

「おい！　待ってええええ！」

　聞きこえてきた少女の声に振り返ると、俺は絶句した。

　空飛ぶ翼の生えた白い馬──ペガサスに颯さつ爽そうと跨がって、救世主が追ってくるのだ。

　噓うそだろ……。ベルフィーが俺に寄りかかるように、背中を預けながら言う。

「救世主だからねぇ。空くらい飛ぶよねぇ」

「救世主自身に翼が生えて飛んでるわけじゃないだろ！　つうか……追ってくるのかよ」

　ペガサスの猛追に反応してグリペンは加速した。王城都の城壁があっという間に遠のく。かなりの速度だが……振り切れない。それどころか徐々に距離が詰まりつつある。

　ベルフィーが不思議そうに首を傾かしげた。

「あれぇ？　おかしいなぁ。いつもならグリペンの方が速いから追いつけないのに」

「クルルルルルウ！」

「どしたのグリペン？」

　グリペンが首を後ろに向けて俺を見つめる。

「あっ……もしかして俺の重さの分だけ遅くなってるんじゃ」

「二人とも待ってよー！　ボクの話を聞いてくれてもいいじゃないか！」

　陸の西端から海に出て飛び続けるグリペンだが、だんだんとその速度は落ちていく。

　カプリコが諦あきらめる様子もなく……しまいに俺たちは大悪魔島に到着してしまった。

「これってやばくないか？」

　島の砂浜によれよれとグリペンが着陸する。それに合わせてスピードを緩めると、カプリコもペガサスを砂浜に降ろした。鞍くらから跳ねるように下馬すると、グリペンの背から降りた俺とベルフィーのもとに一直線にやってくる。俺は思わず身構えた。

「よかったぁ追いついて。はい！　クッキーだよ」

　想像とは違ったセリフに、思わず気が抜ける。

　彼女の手には、先ほどベルフィーがばらまいたクッキーが元通り収められた紙袋があった。カプリコは微笑ほほえみとともにそっとそれを差し出す。

「なんのつもりだし？」

「なんのって……その……あ、あのね……ベルフィーって友達……いたんだ」

　カプリコの視線がこちらに向いた。

「友達じゃないよ。タカハルはえーっと……家政夫さん」

「違うだろ！　俺はベルフィーに召喚された……そう、大工さん的な存在だ」

　なぜかカプリコが悲しそうな顔をした。

「二人って、やっぱり仕事上だけのお付き合いなの？」

　ベルフィーが首を傾かしげた。

「そうでもないかなぁ、タカハルとは働いてないときも一緒にいるよぉ。っていうか、同じ家に住むことになったし……って、何聞いてるし。大悪魔軍団の秘密なのに」

　ベルフィーはムッとした顔でカプリコを睨にらみ続ける。

　それにしてもいつから俺は軍団の一員になったんだろう。そもそも、その軍団……所属しているのは俺とグリペンだけじゃないか。軍団を名乗るには小規模すぎだろ。

　だが、カプリコは睨まれても気にした様子も見せず、ほんのりほっぺたを赤く染めた。

「わああ……一緒に住んでるなんて楽しそうだなぁ……うらやましいなぁ」

　もじもじと膝ひざをすりあわせるカプリコ。そして彼女を警戒するようにじっと見つめながらも、ちゃっかりクッキーの紙袋を回収するベルフィー。

　手にした袋を開けて、ベルフィーはクッキーをぽりぽり食べる。

「あ、あのね……ボク、と、ととと」

「クッキー美お味いしいし。あーあー。きこえなーい」

　聞いてやれよベルフィー！　そのクッキーが今、お前の手元に戻ったのも救世主が救ったからだろうに。

　しかし、この救世主……街で俺やベルフィーを攻撃しようと思えばできたのに、してこなかったところをみると、ベルフィーと同じで街の人たちを巻き込みたくなかったのかもしれない。でも、今は周囲に他には誰だれもいない。それなのに剣を抜きもせず、救世主はなぜかもじもじしっぱなしだ。

「と、ととととととととととととととととととととととととととととととととととと」

「って落ち着け救世主！　と、なんだって？　落ち着いてゆっくり言ってみてくれ」

　俺がそう聞くと、カプリコは顔を耳まで真っ赤にさせたまま砂浜で声をあげた。

「ボクと友達になってほしいんだ！」

「はああああ!?」

　ベルフィーはどこ吹く風でクッキーを食べ続け、むしろ俺の方が声を上げてしまった。

　二人は宿敵って話だろ？　救世主と大悪魔が友達になるって、普通じゃないぞ!?

　ベルフィーが溜ため息いきをついた。

「しょうがないなぁ。とりあえず立ち話もなんだし、お腹なか空いてるし、おうちに帰ろっ」

　平然と言う大悪魔に俺は小声で耳打ちした。

「いいのかよアジトに招待なんてして」

「島まで来ちゃったんだし、もうしょうがないじゃん」

　それでお前がいいならいいんだが……。












　大悪魔にお許しをもらったカプリコは「い、いいの!?　遊びに行っていいの？」と、嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かせるのだった。

　宿敵と友達になりたいだなんて、ちょっと変わった救世主だけど……本当にこのまま信用して大丈夫なんだろうか？








○憧れの島ぐらし




　ベルフィーはカプリコをダイニングに招待した。俺も含めて三人もいると手狭な感じがする。

「わああ！　素敵なおうちだね！」

「べ、別にこれくらい普通だし。お茶飲んだら帰って」

　紅茶を淹いれながらベルフィーがほんのり頰ほおを赤らめる。照れてるのか？

「綺き麗れいなティーカップ！　センスいいなぁ」

「ま、まぁねぇ」

　自慢のティーセットを褒ほめられて大悪魔は鼻を高くした。

「いただきまーす！　ん♪　良い香り」

　帰れと言われたことを気にもせず、カプリコは紅茶に口をつける。

「俺が言うのもなんだけど……ここは敵地なんだし、飲み物に毒が入ってると疑ったりしないのか？」

「えっ!?　入ってるの？」

「いや、俺は入れてないけど……」

　ベルフィーが同じポットから注いだカップの紅茶に口をつけつつ、俺に言う。

「救世主のカプリコには光の加護があるから、大抵の事じゃ死なないし」

　まじか。すごいな救世主。だから余裕があるんだろうか。

　カプリコがカップをソーサーの上に戻して微笑ほほえんだ。

「街で偶然出くわしても、ベルフィーはいつも逃げちゃうから、こうしてゆっくりお話できて嬉うれしいよ」

「は、話すことなんてないし。暗くなる前に、とっとと帰って。大悪魔島は怖いんだからね。どうなっても知らないし」

　ベルフィーはふくれっ面でぶっきらぼうに言う。

　気にするような素振りもみせずにカプリコは笑った。

「あのね！　せっかくだからボクもここに住まわせてよ！　タカハルが住んでるんなら、あと一人くらい人間が増えても大丈夫でしょ？」

「「はあ!?」」

　俺とベルフィーの声がシンクロした。その家主が帰れと言っているのに人の話を聞いてないのか……ベルフィーとはまた違った意味で変な子かもしれないぞ。

「そんなにびっくりすることかな？」

「いやするだろ。ゲームで言えば勇者が魔王城に住まわせてくれって、お願いしてるようなもんなんだし？」

　言ってから「ゲーム」という単語が通じるか心配になったのだが、カプリコは意を汲くんでくれた。そのうえで光の救世主は真剣に俺に訴える。

「立場が違うだけで、敵同士っていうほど憎しみあってもいないし……ダメかな？」

　ダメなような気がするんだが……ベルフィーがプルプル小刻みに震えながら反論する。

「なんでそんなことしなきゃいけないし？　殺し屋と一緒に住む標的とかおかしいし」

「殺し屋!?　ベルフィー誰だれかに狙ねらわれてるの？　ボクって強いから、ボディーガードにぴったりだよ！　ベルフィーを狙う悪いやつから守ってあげる」

　それはお前だ救世主！　人類を救済する前に悪魔を救済してどうする!?

「うーん、守ってもらえるのはちょっと魅力的かも。タカハル弱いもんねぇ」

　そして乗っかるなよ大悪魔……。

「って、なに魅力を感じてるんだよ？　まあ俺が弱いのは認めるけど……」

　俺に出来ることは作ったり直したりだもんな。

　ちょっとだけ落ち込みつつ、少し気になることがあるのでカプリコに聞いてみる。

「なあカプリコ。お前の家族とかは……どうなんだ？　勝手に飛び出して来たら心配するだろ？」

「え？　家族？　いないよ。ボクってば孤児だからね」

　明るい口振りで言ってからカプリコはうつむき気味になった。

「救世主は身寄りの無い子供の中から、才能のある者が一人だけ選ばれるんだ。お世話をしてくれる王宮の人たちはいるけど、それってボクが救世主だからそうしてくれるだけだし……家族って言えるのかな……」

「そうなのか。なんか……ごめん」

「いいって。うじうじ気にしても仕方の無いことだもの」

　顔を上げると笑顔で救世主は言う。気まずいことを聞いてしまった罪悪感が中和されて、なんだか救われた気持ちだ。

　ベルフィーはゆっくり頷うなずくと、カプリコをじっと見据えた。

「やっぱり不採用だし」

「ええ!?　なんで？　ほ、ほら！　こういうこともできるよ？」

　カプリコは立ち上がると手のひらに光を集めた。小さな光球が彼女の手の中にぽっと灯ともって浮かぶ。

「うわ。眩まぶしいし。目がぁあああ」

「この光には邪悪を祓はらう力があるんだ。これを使えば悪いやつが近づけないんだよ？」

「すぐにしまってくれ！　ベルフィーがやばいから！」

　ことごとく大悪魔軍団への入団試験で墓穴を掘る救世主だった。

　光球をひっこめてカプリコは瞳ひとみを潤ませた。

「ご、ごめんねベルフィー。けど、ほかにボクにできそうなことって……子供の頃ころから剣を振るってばかりだったから、あんまり女の子らしいことはできないんだ」

　泣き出しそうなカプリコが少し不ふ憫びんに思えた。ベルフィーを倒すつもりなら、何度もチャンスはあったのに……それをしないのはなぜだろう？

　もしかしてカプリコは、本当にベルフィーと仲良くなりたいだけなんじゃないか？

「な、なあベルフィー。救世主っていっても悪いやつじゃなさそうだよな」

「うーん、あたしもだんだんそんな気がしてきたし」

　うすうすベルフィーも、カプリコに敵意が無いことに感づいていたのかもしれない。

「だったら、何か採用試験をしてあげたらどうだ？」

「試験？」

「そうそう。大悪魔軍団採用試験だ」

　カプリコは「試験！　なんでもやるよ！　チャンスをくれてありがとうタカハル！　ボクがんばるね！」とやる気満々だ。

　ベルフィーが溜ため息いきをついた。

「カプリコはどーしてもここに居たいの？」

「うん！　どうしても！　どうしてもっ！」

　カプリコはベルフィーに詰め寄って両手を万歳させた。

「うえぇ……押しが強いよぉ……圧がすごいよぉ……人なつこい大型犬みたいだよぉ」

　言いながら涙目になって大悪魔は俺に命じる。

「タカハルが試験考えてぇ」

「えっ!?　俺が考えるのかよ？」

「うん。試験って言い出したのタカハルだし」

「いいのか俺が試験官で？」

　カプリコが頷うなずいた。

「どんな試験でも乗り越えてみせるよ！」

　受かってもいないのに、表情が希望に満ちてキラキラ眩まぶしい。

　しかしまあ、試験といったって運動能力や戦闘力は、先ほどまでの追撃っぷりから推して知るべし。身体能力を試しても合格は見えている。となるとそうだな……。

「じゃあ、二人とも今、食べたいものを思い浮かべてくれ」

「「サーモンタルタルサンドイッチ」」

　聞いてもいないのに息ぴったりの答えが返ってきた。カプリコは瞳ひとみをキラキラさせて「一緒だね！」と喜んだ。ベルフィーは「うええぇ……今のは無しだし」と呟つぶやく。

　俺は一つせき払いを挟んでから仕切り直した。

「さっき食べるつもりでいた、サーモンタルタルサンドイッチは無しにしよう。もしそれ以外で思い浮かべた『食べたいもの』が一緒だったら、二人の相性はぴったり。一緒に暮らしていける。違ったら今回はご縁が無かったってことで」

　カプリコはうんうんと二回頷いた。

「いいよ！　ベルフィーとはいつも美お味いしいお店でばったりだもんね。サーモンタルタルサンドイッチ以外ならなんだろうなぁ。ちょっと運動してお腹なかもペコペコだし」

　ベルフィーはといえば「どうせ当たるわけないしぃ。食べ物の好みが似てるからって、今、いきなり言ってみてもあたるわけないじゃん」と言うのだが、サーモンタルタルサンドイッチが見事にかぶったためか、その表情は少し不安げだ。

「二人とも、目を閉じて食べたいものを思い浮かべて」

　俺の言葉に素直に二人は目を閉じる。

「じゃあ、今二人が食べたいのは……せーの！　はい！」

「「ステーキ」」

　ばっちりシンクロしてカプリコは笑顔になり、一方ベルフィーはというと「ええぇ……なんでぇ？」と、声を上げたのだった。




　かくして救世主は、大悪魔の同居人になる権利を得たのである。

「どーしても住むのぉ？」

「うん！　住むよ！　住み込みで一生懸命働くから、二人ともこれからよろしくね？」

　この小さなダイニングキッチンに世界を二分する光と闇やみの力が結集した……とは言い過ぎか。期せずして俺は二人の間に架け橋を渡してしまった。

「よろしくな、カプリコ」

「がんばろうねタカハル！　二人でベルフィーをもり立てていこう！」

　差し出された手を握り返す。剣を振るってばかりというけど、女の子らしい柔らかな手だった。というか、お前が大悪魔をもり立てちゃっていいのかよ救世主!?

「もー。二人で意気投合してるし」

　来る者は拒まずの精神なのか、単に追い返すのが面倒なのか、試験をパスしたことを律りち儀ぎに認めているのかわからないが、ベルフィーも諦あきらめたらしい。そして──

「あうぅ……お腹なか空いたし。タカハルお肉食べたい。ステーキのお口になっちゃったし」

「ボクもボクも！　厚切りのを豪快にいきたいよね！」

「おいおいちょっと待て。急にステーキなんて言われても……肉、買ってないぞ」

　改めてインベントリを確認したが、今日、王城都の市場で買ったのは香辛料や調味料と野菜類だけだ。肉の買い出しは昼食後の予定だったのだが、カプリコに追い回されて買い逃し……今に至る。ベルフィーが涙目になった。

「やだやだやだやだお肉お肉お肉お肉ぅ！」

「じゃあ、もう一度、王城都まで行くか？」

「それもやだよぉ面倒くさいし、グリペンも休ませてあげなきゃだし」

　俺がカプリコに視線を送ると「ごめんね。ペガサスはもう王城都に帰しちゃったから」と、拝むように手を合わせてウインクする。

「じゃあどうするんだよ？」

　ベルフィーがほっぺたをぷくっとさせて呟つぶやく。

「森の先に牛がいっぱいいるから……タカハル狩ってきてぇ」

「マジかよ……」

　市場で食材を買うのとは訳が違う。牛を狩るって……無理だろ。

「よーし！　ボクも手伝うよ！　さっそく行こうタカハル！」

「ちょっ……！」

　俺の手をぐいっと摑つかむとカプリコは玄関に引っ張っていこうとする。ものすごい馬ば鹿か力ぢからだ。抵抗しようという気持ちが一瞬で打ち砕かれた。俺がカプリコに連行されかけたその時──

「あっ……ちょっと待って」

　ベルフィーが呼び止めた。

「もしかして一緒に来て、手伝ってくれるのか？」

「行かないよぉ。けどね、えーとね……夕日が落ちる前に帰ってきてね。でないと大変なことに……」

　ベルフィーが言い終える前にカプリコが「うん！　わかったよ。ベルフィーに寂しい思いはさせないから！」と、爽さわやかな笑顔で返した。

　ベルフィーはティーカップを片手に「う、うん……それじゃあ、いってらっしゃぁい」と、笑顔で俺たちに手を振るのだった。




　ベルフィーの小屋を出ると屋根の上で翼を休めているグリペンに手を振って、俺とカプリコは森の先を目指した。日差しがポカポカと暖かい。草原をゆったり散歩するように進んでゆく。森が近づいたところで、不意にカプリコが聞いてきた。

「ところでタカハルはどうやってこの島にやってきたんだい？」

　どう答えていいか悩んで言葉にできないでいると、カプリコは目をまん丸くさせた。

「もしかして元々住んでたりしたの？」

「そうじゃないけど、話すとちょっと長くなるかな……」

「もしよかったら教えてよ！」

　屈託の無い笑みのカプリコに、俺は自分がこの世界にやってきた経緯を伝えた。諸もろ々もろ聞き終えると、救世主はうんうんと深く頷うなずいた。

「大変だったんだねタカハル。ベルフィーを満足させなきゃ元の世界に帰れないなんて」

　カプリコって妙なところで素直というか……もし俺なら、突然「異世界から来ました。よろしく！」なんて言われても、すんなり信じられないぞ。

「けど、ボクは……こうして友達になれたのに、タカハルが帰っちゃうのは寂しいな。もちろんタカハルが帰りたいっていう気持ちは尊重するけど」

　ほんのり頰ほおを赤らめさせて彼女は伏し目がちになった。少し男の子っぽい、さっぱりとした性格なだけに、憂えるような表情を急にされるとギャップにドキッとさせられる。

「俺がいなくなったって……カプリコなら友達くらい、いっぱいいるんじゃないか？」

　前向きで明るい性格で、相手が異世界人だろうと大悪魔だろうと、分け隔て無く接する彼女に友達がいないわけがない。まあ、押しの強さがすごいっていうのはあるけれど、それだって人なつこさの裏返しだ。

「それがいないんだよ。ボクって、ずっと救世主になるように育てられてきたから……友達って二人が初めてなんだ」

「救世主ってのは友達を作っちゃいけないのか？」

「ええとね……救世主に選ばれてからは、孤児院にいたみんなとは離ればなれで……そのあとは、ずっと大人の人たちと過ごしてきたんだけど……同じくらいの年齢の友達っていなくって。友達をつくる時間も機会も、与えてもらえなかったんだ」

　なにやらカプリコも色々と背負ってるみたいだな。彼女に関かかわる大人たちというのは、あまり親身になってくれるタイプじゃないらしい。

　カプリコは足を止めると、唐突に俺の手を両手で包み、ぎゅっと握った。

「ええと、帰らないでとは言えないけど、なんでも協力するからボクにも頼ってよね！」

　やっぱり柔らかい手だなぁ。ぷにぷにとか、ふっくらって感じじゃないんだけど、女の子らしい手だ。とても腰の剣を振り回してるようには思えない。

　そんな感じでドキドキしていると、急に彼女が耳をピクピクとさせた。

「ねえタカハル。あっちから牛の鳴き声が聞こえるよ！」

「えっ!?　鳴き声なんて聞こえたか……っておい！」

　俺の手を握ったまま引っ張るようにカプリコは走り出す。それに半ば引きずられるように俺は駆け足を強制された。

　森の先に広がっていたのは天然の牧草地だ。近くに泉も湧わいていて、牛の群が平和に草を食はんでいた。

「タカハル！　牛がいっぱいいるよ！」

　嬉うれしそうにカプリコは群を指差した。そして腰の剣を抜くと「タカハルもボクに続いて！」と声を上げる。

「ちょ、ちょっと待てって！　こういう時は牛の動きを観察して、はぐれた一頭を狙ねら……」

「聖せい剣けん斬ざん！」

　まだ牛の群まで五十メートルはあるのに、カプリコは振り上げた剣をまっすぐに振り下ろす。すると金色の波が刃から勢いよく放たれて、群の一部を吞のみ込こみ……吹き飛ばした。

「おおおいッ！　ぶっ飛ばしてどうするんだよ！」

　まるで竜巻に巻き込まれたみたいだ。ダイナミックキャトルミューティレーションを実行した張本人は、剣を手にしたまま空を仰いで棒立ちだ。

「あっ……ごめんねタカハル。こういうの初めてだからちょっと加減がわからなくて」

　いや、お前が啞あ然ぜんとするなよ。

「次こそはがんばるね！　聖剣……」

　もう一度剣を振り上げたカプリコの前に俺は立ちはだかった。

「待った！　早まるな！　というか、その技を使うんじゃない！」

　慌ててカプリコが剣を振り下ろす方角をズラす。

「斬……って！」

　二発目の聖剣斬は牛たちの群を逸それて、近くの森に着弾すると……跡形も無くそれを吹き飛ばした。全然加減ができていない。

「いきなり前に飛び出したら危ないよタカハル！　必殺技は急に止められないんだから」

「お前はここで待っててくれ。俺がなんとかするから」

　せっかくの牛の群が救世主によって全滅させられかねない。俺は覚悟を決めるとインベントリから剣を取り出した。

「わああ！　タカハルも剣を使えるんだ！」

「こうやって出せるだけで、実際に使ったことはないけどな」

　ワールドクリエイターなら、剣で倒した敵から肉をゲットできたりするんだが……。

　俺はカプリコをその場に残して牛の群にじりじりと近づいた。群の一部が吹き飛ばされたわりに、他の牛たちはモッチャモッチャと野草に夢中なようである。

　そのうちの一頭が水を飲みに群から離れた。チャンス到来だ。

「うおりゃああああああ！」

　背後から牛の尻しりめがけて剣を叩たたきつけた。

「ンモオオオ」

　ザクッとした手て応ごたえだ。が、しかし牛に出血はない。伐採している時のそれに近い感覚だった。逆上して突進してくるかと思いきや、俺の攻撃に怯ひるんだ牛は逃げようとした。

　行ける！　これは行けるぞ！　追いかけてもう一発喰くらわせる。

「ンモオオオオ！」

　このまま叩き込む！　逃げる牛にトドメの一撃を喰らわせると、俺の目の前で驚くべき変化が起こった。牛の肉体がスーッと消えてしまったのだ。

「って、おい待てどうなって……」

　もしかして……と思い、スマホを具現化して画面を確認すると、案の定、インベントリに見慣れない〝肉〟のアイコンが追加されていた。恐るべしマナ能力。

　インベントリから肉を取り出してみると、それは……あの牛一頭と等価交換とはとても言いがたい、肉の塊──およそ４００グラムほど──になっていた。

　すぐにカプリコが駆け寄ってくる。

「どうなってるのタカハル？　それお肉だよね？　牛が消えてお肉になるなんて……」

「実はこれも俺のマナ能力の一つでさ。牛を倒すと肉にできるみたいなんだ」

「そ、それって……すごいよ！　ベルフィーがタカハルを召喚したのにも納得だよ！」

　興奮したようにカプリコは顔を赤らめながら俺に告げる。褒ほめられるとなんだかこそばゆい。そもそもマナ能力は俺が努力して得たものじゃなくて、ベルフィーに与えてもらったものだしな。

「ねえねえタカハル！　食べ盛りが三人もいるんだし、それだけじゃきっとお肉が足りないと思うんだ！　ボクが牛を追いこんでタカハルの方に誘ゆう導どうするよ！」

　追いかけるだけならさすがに吹き飛ばしたりはしないよな。たぶん。

「良い作戦だな。採用だ。どんどん牛を俺の方に誘導してくれ！」

「了解だよ！　いっくぞおおお！」

　カプリコが牛の群に突撃した。

「ンモオオオオオ！」

　ストライクされたボーリングのピンみたいに、群がちりぢりになる。全然追い込めていないのだが、こちらに向かってちょうど一頭逃げてきた。結果オーライだ。

「来いやああステーキ!!」

　そいつを剣で斬きって斬って……肉をゲットする。

　カプリコが牛の尻しりを追い回し、俺が追い立てられた牛を次々に仕し留とめていった。

　不思議と、最初は何度も剣で攻撃しなければ倒せなかった牛が、倒せば倒すほど少ない回数で撃破できるようになっていく。一頭倒した時に手に入る肉も、いつの間にか増えていた。もしかして、レベルアップしてるのか……俺？

　だとすれば、食糧確保とレベルアップで一石二鳥じゃないか！

　カプリコとの連携もだんだん慣れてきた。こういう地味にこつこつやる作業……大好きです。




　カプリコが草原の先へ先へと進撃し、それを追いかけてはあぶれた牛を倒す──を、繰り返しているうちに、陽ひも傾いてすっかり夕焼け空が広がっていた。

「そろそろ帰るぞカプリコ！」

「そうだね！　なんだか一杯働いて楽しかったなぁ」

　子犬のように俺のもとに駆け戻ると彼女は心底楽しげに笑った。夕日に目を細めてからカプリコは首を傾かしげる。

「そういえばベルフィーの家って、どっちだったかな？」

「太陽が落ちるあっちが西だろ。それで俺が今いるのは……わからん。まいったなぁ」

　やばい。調子に乗って進みすぎたらしい。このまま暗くなるとやっかいだ。そういえばベルフィーも夕日が落ちる前に帰ってこいって言ってたっけ。

　大きくて真っ赤に焼けた太陽が山際に落ちて、夕ゆう闇やみが静かに草原を満たしていく。

　不意に背後に気配を感じた。それと同時にカプリコが声を上げる。

「危ないタカハル！」

　カプリコが俺に抱きつくように押し倒した。密着して彼女の胸の柔らかい感触が俺の胸に押し当てられる。

「う、うわあああ！　いきなりなにするんだよ」

「立ってタカハル！」

　有無を言わさずカプリコに腕を引っ張られ、俺は立ち上がらされた。太陽が山の向こうに完全に隠れたその時。

「グルウウウアアアアアアアアア！」

　雄お叫たけびのように、うなり声が草原に響き渡った。真っ黒な人影が俺とカプリコの前に立ちはだかる。

　いったいどこから湧わいて出たんだ？　こんなやつ、さっきまでいなかったぞ!?

「な、なんだ!?　お前はッ！」

　全身真っ黒く塗りつぶされたような見た目に、禍まが々まがしいモノを感じた。服を着たマネキンのようだが、その輪郭が曖あい昧まいではっきりしない。実体はあるのに存在感が薄ぼんやりとしていて、この世のものとは思えなかった。顔も不定形というか形がわからない。気のせいかも知れないが、苦く悶もんしているようにも見えた。

　その見た目は、まるで影が凝縮して実体を持ったような〝影人間〟だった。

「人間……なのか？」

　俺の問いにカプリコが首を左右に振る。

「人間じゃないよ。こいつはモンスター……ううん、それよりももっとやっかいだ。まるで人間への憎悪や敵意や殺意といったものが具現化した、呪のろいのような存在だよ」

　彼女の眼まな差ざしは今までに無く厳しい。彼女は剣を抜き身構える。

「ウーアー…………グルアアアアアアアアア！」

　影は両腕を前に出すと俺たちに向けて迫った。とても友好的なハグとは思えない。

「具現化した呪いって……」

「うまく説明できないけど、そう言うしかないんだ。来るよ!!」

「グルアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　カプリコめがけてそいつは襲いかかった。

「せいやあああ！」

　カプリコの剣が影人間をなぎ払う。その動きがぴたりと止まった。だが、

「グルウアアアアアアアアアアアアア！」

　影人間がその身体からだをビクンビクンと痙けい攣れんさせたかと思うと、次の瞬間──

　ドッゴオオオオオオン！

　爆風に吹き飛ばされた。耳をつんざく爆音に頭がくらくらする。

　地面を尻しりで擦るように尻しり餅もちをつきながら、目の前にぽっかり空いたクレーター状の穴を見つめた。影人間は消滅していた。って、カプリコは!?

「うわぁびっくりしたぁ……爆発するなんて想定外だよタカハル。大丈夫かい？」

　彼女は左手を前に差し出すようにして、光の魔法陣を空中に描いていた。たぶん防御のマナ能力なんだろう。

「あ、ああ。なんとか……というか、カプリコが守ってくれたんだよな？」

「人間を守るのは得意だからね」

　魔法陣を描いていた左手を引っ込めて、彼女は微笑ほほえむ。もしカプリコが守ってくれなかったら、尻しり餅もちじゃ済まなかったろうな。剣を収めて救世主は頷うなずいた。

「一体くらいなら大丈夫だけど、これが何体もいたらちょっと大変かも」

「おいおい怖いこと言うなよ」

「大丈夫だよ。もう倒したんだから」

　カプリコがそう言った途端、そこかしこからまるで鬼火のようにボウッ……ボウッと影人間が湧わき始めた。

「う……噓うそだろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?　逃げるぞカプリコ！」

「あっ！　ちょっと待ってよタカハル！」

　俺は全力で走った。その隣をカプリコが併走する。振り返ると影人間の群は俺たちを捕ほ捉そくし、追いかけてきていた。その数が二十……いや、三十体近くにまでふくれ上がる。こんな連中がいるなら先に言っておいてくれよベルフィー！

　って、いや待てよ。俺たちが牛狩りに行く時にベルフィーのやつ、何か言ってたような……。




　──行かないよぉ。けどね、えーとね……夕日が落ちる前に帰ってきてね。でないと大変なことに……




　あれはこういうことだったのか！

「タカハル！　ベルフィーのおうちが見えたよ！」

　夜目が利くらしくカプリコが前方を指差した。確かにベルフィーの小屋らしき影が見えるのだが、家の窓は暗く屋根の上で休んでいたグリペンの姿も無い。

　そして、ここまで影人間を引き連れて俺はようやく気付いた……ベルフィーの小屋にこいつらを招待してしまったことに！

　うなり声は後方からだけでなく、四方八方から聞こえだしていた。

「タカハル！　ここで食い止めるよ！　ボクのそばを離れないで」

　カプリコが左手で俺の手をギュッと握って足を止めさせた。右手で剣を抜くと振り返り、追って来た影人間の一群めがけてそれを振り下ろす。

「聖せい剣けん斬ざん！」

　金色の大波が影人間に触れると──

　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　十数体がその場で爆はぜた。それに巻き込まれて一群全体が連鎖的に爆発し続ける。地面がえぐれ穴だらけになり、まるで空爆でもされたかのような惨状だ。

「カプリコ！　右からも来るぞ！」

「聖せい剣けん斬ざん！」

　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

「今度は左からだ！」

「聖剣斬！」

　ドゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　左右から迫る影人間の集団を救世主はあっさりと撃退した。俺は周囲を見回し確認する。まだ影人間の群は残っていた。

「やばい今度は背後から来て……ああッ！　カプリコ！」

　言いかけて俺は口に手を当てたが、遅かった。

「振り返ってからーのー……聖剣斬！　って、ああああッ！」

　振り向きざまに技を放ったカプリコが青ざめる。影人間たちの湧わいている向こう側に、ベルフィーの小屋があったのだ。

　金色の波が、影人間とともにベルフィーの小屋も吞のみ込こみ、吹き飛ばす。同時に影人間の爆発も連鎖的に起こり、ベルフィーの小屋は跡形も無く消滅した。

「ベルフィーッ！」

　まさかこんな形で救世主が大悪魔を倒してしまうなんて……というか、半分は俺の責任だ。あいつはわがままでぐーたらなだけで、悪い悪魔じゃなかったのに……。

「ぼ、ボクはなんてことを……」

　カプリコが地面に膝ひざをつく。泣き顔だ。救世主としての務めを果たしたというような、達成感は微み塵じんも感じられない。

　その時、呆ぼう然ぜんとする俺たちの頭上で、バッサバッサと羽が風を切るような音がした。

「あーあ。おうち無くなったし」

「「ベルフィー！」」

　俺とカプリコは同時に声を上げた。

　降りてきたのはグリペンだった。その背中にはベルフィーが騎乗しており、着陸したグリペンの背中からベルフィーが地上に降り立つ。

「このままだと、またあの子たちが集まってきちゃうかも。困ったねぇ」

「あの子って、爆発する影人間たちのことか？」

「影人間？　あっ……そういえば名前とか無かったけど、それぴったりかも」

　確認する俺にベルフィーは感心したような顔をしてみせた。

　カプリコが申し訳なさそうに頭を下げる。立ったままなのに額が地面につくかのような勢いだ。

「ごめんねベルフィー……おうちを壊しちゃって……もしかしたらベルフィーのことも……ボクは……」

　うっ……うっ……と、今にも泣き出しそうなカプリコだが「別に無事だったんだし、いいよぉ。まじめだなぁ」と、ベルフィーはあくび混じりに返した。

「許してくれるの？」

「おうちはまた作ればいいんだし、えっと……一応、カプリコも大悪魔軍団の仲間だから。あたしは失敗には寛容なのだぁ」

「あ、あ、ありがとうベルフィー！　キミっていい人だね！」

　駆け寄ってカプリコはベルフィーを抱き寄せた。一瞬、グリペンが警戒したのだがベルフィーがそっと視線でそれを制する。

「人じゃなくて悪魔だし」

　あきれ顔のベルフィーに俺は改めて聞く。

「ところでどうして空から舞い降りてきたんだ？」

「二人が遅いから探しに行こうってグリペンが言うからぁ……準備して出かけて、そしたら爆発音がして、引き返してきたらタカハルたちが囲まれてたんだよねぇ」

「クルルクルル！」

　グリペングッジョブ！　なかなかに間一髪な状況だったんだな。ベルフィーは再びグリペンに騎乗した。

「とりあえず、ここはあの子たちの目に付きやすいと思うからぁ……ちょっと場所移動かなぁ。二人とも乗って」

　カプリコが眉まゆ尻じりを下げた。

「えっ？　でも三人も乗ったら……」

「グリペンは結構力持ちだから大丈夫だよねぇ」

「クルルルウ」

　グリペンは力強く頷うなずいてみせた。俺もカプリコの手をとって引く。

「行こうぜカプリコ」

　まだもじもじしている彼女に、俺は草原の向こうを指差した。

「でないと、あいつらともう一戦交えることになるだろうし」

　影人間の群が再び発生しだしている。こちらに気付くのは時間の問題だ。

「わあああ！　乗るよ！　乗ります！　けど、タカハルお先にどうぞ！　軍団ではボクより先輩だもんね」

　カプリコは空元気を出して俺に騎乗を進めた。この分だとベルフィーの小屋を壊したことを、しばらく引きずりそうだな。ちょっと気の毒だ。

「お、おう。それじゃあ遠慮なく。ちょっと前に詰めてくれベルフィー」

「ええぇ……しょうがないなぁ」

　グリペンの首につかまるような感じでベルフィーが前に詰め、その後ろに俺が座り、さらにカプリコが乗った。

「ク、クルウ！」

　少し大変そうだが、がんばってくれよグリペン。立ち上がると肉食獣はタメを作るように一度屈かがんでから、ジャンプと同時に翼を羽ばたかせた。影人間が集まってくる前に空中に離脱する。

　高度を上げて、グリペンが安定飛行に入った所でベルフィーが俺に向き直った。

「タカハルってば、あたしとカプリコに挟まれてサンドイッチの具みたいだねぇ」

　前にはベルフィーの小さな背中。後ろにはカプリコの胸がくっついて……。

　背後からカプリコが声を上げた。

「サンドイッチといえば、そういえばお腹なかペコペコだね」

「そうだねぇ……あの子たちに見つからなそうなところで、今夜は一泊かなぁ」

　ベルフィーがグリペンに「あの山の頂上あたりでおろしてぇ」と指示を出す。

　グリペンは岩山のてっぺんまで俺たちを運んでくれた。

　降り立ったのは荒涼とした台地だ。火山のようにくぼんだ噴火口があるわけでもなく、広さも直径十メートルほどしかなかった。

「なあベルフィー。なんでこんな場所なんだ？　身を隠せそうな場所じゃないぞ」

「あの子たち……えっと、タカハルの言い方だと、影人間だっけ。あれはあたしのご先祖様が、島を人間から守るためにかけたマナ能力なんだよねぇ」

　そういえばカプリコは影人間を〝具現化した呪のろい〟なんて言っていたけど、あながち間違ってもいなかったみたいだな。人間にとっては呪いでも、ベルフィーにとっては彼女を守る加護や祝福の類たぐいなのかもしれない。

　ベルフィーは溜ため息いき混じりに続けた。

「夜や暗いとこだと、どこでも湧わいて出ちゃうけど、あたしのすぐ近くには出ないし。ちょっと離れたところで生まれるようになってるから。ここならたぶん、生まれた瞬間に崖がけをコロコロしてくと思うし」

　頂上部分は平地だが、下を覗のぞくとほとんど垂直みたいな尾根が続いている。

「じゃあこの先、毎晩俺やカプリコは狙ねらわれるのか？」

「そうでもないよぉ。実はあの子たちにも弱点があるからぁ。明るいところには出てこられないし、近づいてこないみたいなんだよねぇ。あっ……でも見つかっちゃったらおっかけてくるんだけどねぇ」

　そういえばワールドクリエイターの敵も、明るくして湧かないよう対策ができたけど……偶然の一致だろうか。それとも大悪魔によるマナ能力だから、闇やみに生きるのだろうか。

「ということは、火を焚たき続けていれば良いんだな？」

「そだよー。あとは家の中にいれば大丈夫だと思うし」

　ベルフィーの一言でカプリコがまた、気まずそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「その家をボクが壊しちゃったから……」

　俺は努めて明るく告げる。

「それなら心配するなって。明日になったら俺が家くらいドーンと建ててやるからさ！」

　ベルフィーも「タカハルだけじゃ心配なら、あたしもついてるから大丈夫だし」と胸を張った。どうせ何もしないだろお前！　とつっこみたい気持ちはあったが、抑えておいた。




　インベントリからピッケルを取り出すと、俺は崖がけの一部を崩して石材を手に入れた。この石材を組み合わせ、新たな道具を生み出す。

「クリエイト石窯！」

　山頂の広場の真ん中に石窯を設置すると、俺は屋根の修理の時に集めた木材を焚たき付つけにした。

　ぼうっ！　と、窯に火が入ってほんのり温かい。

「ううぅ……タカハルなにこれぇ？」

「窯みたいだけど……なにするんだい？」

「二人とも腹減ってるだろ。というか俺も腹ぺこだ」

「ふええぇ……言われてみればお昼ご飯も食べ損ねたし。クッキーしか食べてないし」

　ベルフィーが涙目になった。同時に「ボクが追い回したからだよねごめんね」と、カプリコが気落ちする。

「もう終わったことなんだから、カプリコは気にするなって。というわけで、ちょっと色々あって時間がかかったけど、夕飯にしようぜ」

　ベルフィーが首をフルフルと左右に振った。

「お料理なんて無理だよぉ。キッチンないし」

「そこはそれ。俺に任せてくれ。材料は全部インベントリに残ってるんだ」

　街でベルフィーと一緒に買った調味料に、島でカプリコと一緒に狩った肉がたっぷりある。俺は木材を加工して串くしを作り、その串に牛肉を一口サイズにして刺していった。

　最後に塩コショウで味付けをして、それを石窯に放ほうり込む。

　石窯から香ばしい匂においが立ち上った。

「「お肉だぁ」」

　二人の少女が目を丸くさせた。焼き上がったところで二人に一本ずつ渡す。

「良い感じに焼けたぞ。召し上がれ」

「いただきま～す」

「いっただっきまーす！」

　ベルフィーもカプリコも夢中で食べ始めた。俺も自分の牛ぎゆう串くしを手にして……不意にグリペンと目が合う。

「そうだ。今日はいっぱい飛んでくれたし、グリペンもお腹なかが減ったんじゃないか？」

「クルルウ！」

　グリペンが口を開けて瞳ひとみをキラキラさせる。と、ベルフィーが牛ぎゆう串くしを平らげて俺の腰の辺りを両手でぎゅっと摑つかんだ。

「だめぇ。グリペンはエメラルドから生まれた宝石モンスターだから、ご飯とかいらないのぉ」

「な、なんだよその宝石モンスターって」

「あたしのマナ能力だよぉ。ええと、ともかくグリペンは大丈夫だから。グリペンも興奮しないの」

「クルルルゥ」

　情けない声を出しつつも、グリペンは乗りだした身体からだを元の位置に戻した。

「本当に大丈夫なのか？」

「クルルクルル」

　グリペンは頷うなずく。なんだか釈然としないな。

　そしてふと振り返ると、カプリコがもじもじと膝ひざをすりあわせるようにしていた。

「あ、あのねタカハル……お、おかわりいいかな!?」












「あたしもぉ……もっといっぱいお肉焼くし」

　二人の熱い視線を受けて、俺は石窯に牛ぎゆう串くしを投入していく。二人の少女のハートを鷲わしづかみにした牛串を自分でも食べてみると……これがとろけるような美う味まさだった。こんなに美味い牛肉、生まれて初めてだ。こりゃ美味い！

「じゃんじゃん焼くし」

「わかったわかった。そうがっつくなって」

　こうして異世界での最初の夜は、牛串焼き肉パーティーで更けていったのだった。




　石窯で木炭を作って（マナ能力なのか、あっという間にできあがった）トーチを作り、それをいくつか集めて焚たき火びにして囲む。

　地べたに座ったまま見上げた夜空は、星で埋め尽くされていた。異世界でも星空は綺き麗れいなんだなぁ……。

　影人間の脅威もとりあえず去り、空腹からも解放されてようやく考える余裕ができてきた。ベルフィーがお腹なかを抱えたような仕草をしてみせる。

「満腹満腹ぅ……」

　幸せそうな表情を浮かべる大悪魔に、俺はとりあえず聞いてみた。

「もしかして満足してもらえたのか？」

「うーん、まだまだかなぁ。お腹はいっぱいになったけどねぇ」

　……どうやら元の世界に帰してもらえるのは、もう少し先のことになりそうだ。まあ、家も無くなったこんな状況のまま帰るのは、俺だって気がかりだしな……。

「ところで今更かもしれないけど、聞いておきたいことがある……ベルフィーの満足っていうのはなんなんだ？　この先、何をするにしても、まずはそこのところをはっきりさせないとって思うんだが。どうせやるならベルフィーの喜ぶことをしたいからな」

「ええぇ……考えるの面倒くさいぃ」

「いや普通は考えるようなことじゃない……っていうか、わからなくてもそこはきちんと考えてくれよ！」

「それならボクも一緒に考えるよ」

　カプリコがすっくと立ち上がり、握った拳こぶしを天に掲げてみせた。二足歩行する破壊神的な側面はあれど、なんとも頼もしい。彼女が救世主に選ばれたのも、きっとその心根の優しさが評価されたからに違いない。一方、ベルフィーがぐーたらなダメッ子なのは、そういう生い立ちなので、異世界生活一日目ながら諦あきらめ済みだ。カプリコが笑顔で告げる。

「ベルフィーは、もっと美お味いしいものを食べると満足するかもしれないね」

　カプリコの意見にベルフィーは「お腹減ったら元通りだし」と、身も蓋ふたもない返答だ。

「じゃあベルフィーの趣味はなんなんだ？」

「寝て食べてゴロゴロすることかなぁ」

「つまり、外にいるよりも家の中にいるのが好きってことか？」

　今はその拠点となる家が無くなっちゃったわけだけど……。

「おいしいモノを食べられるから街にも行くけど、やっぱり自宅が一番だよねぇ」

　職業は自宅警備員兼大悪魔ですか。しかしそうか……それならいっそ、消し飛んだ小さな家を再現するんじゃなく、もっと広くて快適な家を作るってのはどうだろう。

「じゃあ豪邸なんてどうだ？　もっと広い家だ」

「広いってどれくらいぃ？　お部屋百個くらいかなぁ」

　寝ぼけたような顔でベルフィーはあくび混じりに言った。

「十個でも百個でも部屋を作ってやるよ！」

「おぉ……なんかかっこいいかも」

　だが、それを聞いたカプリコが首を傾かしげる。

「いくら大きなお屋敷でも、百個も部屋があるなんて聞いたことないよ？　そんなに大きな建物なんて、王城とか……」

　何気なく救世主が口にした言葉に、ピンっと閃ひらめいた。

「「お城だ」」

　俺と一緒にベルフィーも呟つぶやいた。そうだ！　王城都で見たあの城みたいな、立派な悪魔城を作ればきっと満足してくれるんじゃないか。ベルフィーがじっと俺を見つめてきた。

「悪魔城……それいいよぉ～。というわけで、素敵なお城を作ってぇ」

　俺にこのマナ能力が備わったのも、そもそもベルフィーに召喚されたのも……もしかしたら運命だったのかもしれない。そう、思うことにした。この島にドデカイ城を築き上げて、ベルフィーにも満足してもらって、堂々と胸を張って元の世界に帰ろう。

　目的地ゴールがはっきり決まって、なんだかやる気も出てきたぞ。

「よし！　決まりだな！　カプリコも力を貸してくれよ？」

「うん！　一緒にがんばろうねタカハル」

　軽くハイタッチを交わすと、ベルフィーも両手をあげる。

「あたしもぉ……働きたくないけど、そういうのは参加するし」

　なんじゃそりゃ。俺とカプリコのハイタッチに触発されたのか？

　彼女のあげた両手に、俺とカプリコはそれぞれ手を「パアアアン！」と打った。

「クルルルルウッ！」

　外でグリペンまで声をあげる。やる気だけはある俺たちだが、しかしいきなり城作りとは……いや、尻しり込ごみしてる場合じゃあないな。やってやろうじゃないか！

　明日から色々と忙しくなりそうだから、まずは城作りに適した場所と、仮の住処すみかが必要そうだな。








○整地




　翌朝──三人でグリペンに乗って、上空から城作りに適した立地を探した。

　島はかなりの広さで山あり谷あり河川あり。

　花畑のように色とりどりの花々が咲き乱れる美しい場所もあれば、荒れた沼地のような地形や熱帯雨林のような場所、火山地帯なんかもあった。

　一番驚いたのは、砂漠の隣に雪原が並んでいたことだ。

「なあベルフィー。この大悪魔島の地形って、かなり無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか？　砂漠と雪原が隣りあってたりするしさ」

「それも侵入者を惑わせたり、過酷な環境で弱らせるためなんだよねぇ……たぶん」

　俺の背後でカプリコが「なるほどぉ」と唸うなる。

　雪原用の装備と砂漠越えの装備の両方が必要となれば、軍隊はまともに行軍できないかもしれない……とはカプリコの言葉だ。

「それでどこにおうちつくるの？　砂漠とか雪のところはやだよぉ」

「俺も暑かったり寒すぎるのは苦手だから……ええと、そうだな……」

「ボクはあそこがいいと思うよ！　すっごく綺き麗れいだし！」

　カプリコが指差したのは草花の群生地だ。確かに綺麗でいいんだが、目的はあくまで城作りだし、それなら手に入る素材のバランスが良い方がいい。

「花畑もいいんだけど、あっちの入り江の辺りの方が城作りには良いかもな」

　俺は花畑とは反対方向を指差した。近くに山があり、裾すそ野のから連なる平地も十分な広さだ。平野の先にある入り江付近には白い砂浜が伸び、遠浅の海も景観的に申し分ない。豊かな森と水源もあって動植物も多そうだ。そう、説明しようとすると……。

「じゃあそこでいいし」

「きっとタカハルには何か考えがあるんだよね！　ボクらは信じてついていくよ！」

　間かん髪はつを容いれず同意してくれた。俺を信頼してくれてるみたいで、それが少し嬉うれしかった。




　山の裾野に降り立つと、近場の森から木材を調達する。それを材料に仮の住処すみかを作った。外観はいわゆる豆腐建築というやつで、飾り気のないただの直方体みたいだ。その直方体の中を、それぞれの部屋とダイニングキッチン、それにバス、トイレに区切る。

　俺が作ることができるのは外箱と、せいぜい扉くらいだし、材料の都合で窓用に開けた穴には、ガラスもはまっていなかった。

　そんな殺風景な仮住まいの屋内で、ベルフィーがエヘンと胸を張る。

「内装は任せるし……よっこらしょっと」

　年配じみた口振りで彼女が力を解き放つと……ベルフィーを中心に彼女の足下から黒い霧が溢あふれて、次々と部屋の中が充実していった。

「おいベルフィー……な、なにをしたんだ？」

「お引っ越しのマナ能力だよぉ」

「すごいすごい！　ベルフィーってお引っ越しの天才の大悪魔なんだね！」

　相変わらずお気楽だなカプリコは。しかし……ベルフィーの力は本当にすごかった。

　見る間にダイニングキッチンに蛇口のついた水道とシンクが設置された。

　どこの水道と繫つながってるのかわからないけど、栓をひねれば水が出る。そして下水もどこかへと流れていくようだった。

　キッチンには、テーブルと椅い子すが三脚並んだ。食器棚も姿を現す。

　床にはラグが敷かれ、壁の穴には窓ガラスがはまり、みるみるうちにベルフィーの家が復元されていく。お風ふ呂ろとトイレもばっちりだ。

「さすが怠惰の悪魔。自分が住むための力は惜しまないんだな」

「ううぅ……けど、三人分の部屋はちょっと大変だし。あたしのお引っ越しのマナ能力って、基本的にお一人様用だからぁ……一部屋手抜きになったし」

「手抜きって……ちょっと待て」

　ベルフィーの部屋は豪華で大きなベッドにクローゼットのある、俺が最初に落ちて来たあの部屋が、そっくりそのまま移築されたようだった。

　カプリコの部屋も同じような感じだ。ただベッドのサイズがセミダブルになっていた。そして俺の部屋はというと……シングルベッドに簡素なクローゼットと小さな机に椅子があるだけで、カーテンすら無かった。

「タカハル……その、良かったらボクと部屋を交換するかい？」

　申し訳なさそうなカプリコに俺は首を左右に振った。

「カプリコは女の子なんだし、こんなカーテンも無い部屋には寝泊まりさせられないよ」

「ぼ、ボクのこと女の子として扱ってくれるなんて嬉うれしいな。じゃあ、ご厚意に甘えさせてもらうよ。ありがとうタカハル！」

　カプリコがぽっとほっぺたを赤らめた。その隣でベルフィーがむくれる。

「ぶーぶー。手抜きだけど部屋を用意してあげたのに、ひどいし」

「感謝してるぜベルフィー。むしろこのシンプルな部屋が気に入った！　豪華な城を造り上げてやろうっていう気持ちになったぜ！」

　あくまで仮住まいなんだし、安心して眠れる部屋があるだけで十分だ。ただ、この新居ですらギリギリみたいだし、城の方はできるだけベルフィーのマナ能力に頼らないよう、作っていかなきゃいけなそうだな。




　そして──仮住まいで生活するようになってから、あっという間に三日が過ぎた。

　毎朝「おっはよータカハル！」と、カプリコが俺の部屋に突撃してくれるおかげで、目覚まし時計いらずだ。

　起床、洗顔、歯磨き、朝食……そして、準備を終えると俺は一人、外に出て悪魔城建築に向けて、整地に精を出す。午後になれば山側を掘って作った坑道で石材の掘り出しだ。

　夜間は影人間の危険もあるので、作業ができるのは日が沈むまでだ。

　そうやって土地をならし続けるうち…………俺はふと気付いた。

「やっぱり人手が足りてねぇよ！　早起きしてフルタイムで働いても無理だろコレ！」

　実は一度カプリコが手伝いを申し出てくれたのだが、彼女に整地を頼むと、もれなくマナ能力由来の攻撃魔法で地形を吹き飛ばして、窪くぼ地ちを作ってしまうので、それを埋める方に時間がかかってしまった。

　本人に悪気が無いのは重々承知だが、坑道を崩すのもお手の物だ。

　ともかく救世主は不器用で、ベルフィーの料理の手伝いくらいしかできていない。

　やる気もあるし前向きなだけに、頼りにしてあげないと濡ぬれた子犬みたいに悲しい目をするんだ……見ているこっちもつらい。

　一方ベルフィーはといえば──ビーチパラソルで作った日陰にデッキチェアを置いて寝そべり、ゆったり読書を楽しんでいた。ミニテーブルの上のグラスはアイスティーで満たされている。優雅なひとときといったところか。

　役立たずさんめ！　ハァ……怠惰な悪魔とはいえ、もうちょっとだけ協力してほしい。そんな主人の代わりに、グリペンがタオルをくわえてもってきてくれた。

「ありがとうなグリペン」

「クルルルウ！」

　受け取ったタオルで汗をぬぐう……と、デッキチェアのベルフィーが本から視線を上げて俺に言った。

「タカハルお肉とってきてぇ。今日はチキンがいいなぁ」

　怠惰の悪魔、言いたい放題である。整地と採掘に加えて、お肉の調達も俺の仕事だった。ニワトリはすばしっこいから牛よりもやっかいなんだよなぁ……。

「いやいや、ボクが狩りに行くよ！　タカハルは疲れてるんだしね」

「いやいや、狩りは俺に任せてくれ！」

　俺はよっぽど面倒臭そうな表情をしてしまったようで、カプリコが剣を抜きながら手伝いを申し出てくれた。気持ちだけありがたく受け取ろう。仮に彼女に任せたなら、この島のニワトリが一羽残らず吹き飛ばされかねない。

　大悪魔を討伐するために鍛えられた彼女の剣にかかれば、野生の家畜（？）たちなどひとたまりもないのだ。

　一方、俺のマナ能力の剣で倒せば、そのまま調理できる食材になる。

　我ながらツッコミどころ満載な能力だが、島暮らしには大いに役立った。さらにインベントリの中にしまっておけば、材料が腐ったりすることがないのである。ベンリだ。

　俺は、デッキチェアに座ったままアイスティーで一服するベルフィーに向き直った。

「なぁ、ベルフィー。ずっとそこで見てたからわかるだろうけど、人手不足なんだ。少しはお前も手伝ってくれていいんじゃないか？」

「ええぇ……疲れるのやだしぃ」

「俺一人じゃ、完成まで何年かかるかわからないぞ」

「じゃあ、ずーっといっしょだねぇ」

　ベルフィーは嬉うれしそうに微笑ほほえんでから俺を見つめた。あんまりじーっと見つめられると、心臓に悪いというか……そんなストレートに感情向けられたら、ドキドキするだろ。

「それは困るぞ。つーか、マジでお願いします手伝ってください！」

　俺の真面目まじめな訴えに、気落ちしたように肩を落とす救世主が一人。

「ボクじゃ迷惑なんだよね……綺き麗れいにしてもすぐに穴ぼこだらけにしちゃうから」

「カプリコはその……人間、得手不得手があるからさ。今度俺に剣術を教えてくれよ」

　するとカプリコの表情がみるまに明るくなった。

「うん！　それならばっちり任せてよ！」

　救世主をフォローしつつ、俺はベルフィーに向き直りもう一押しする。

「頼む！　土木作業担当がこのまま俺一人じゃ、どう考えても過労死するから！」

「うーん、タカハルは甘えんぼうさんだなぁ。しかたないなぁ」

「おっ！　手伝ってくれる気になったのかベルフィー!?」

　さすがのぐーたら大悪魔も、俺の苦労をわかってくれたみたいだ。

　彼女が手を差し出すと、そこへ黒い霧のようなものが集まり、一冊の本になった。

「てれれれってれー。モンスター大事典」

　妙に間延びした声で彼女は言うと、その分厚い本を俺に手渡した。

　カプリコが俺の隣から本の表紙をのぞき込んでくる。

「うわあ！　本だねタカハル？」

「大悪魔がわざわざ満を持して出したからには、普通の本じゃないんだよな？」

　開いた瞬間に嚙かみついてくるような、魔法の本とかだったら危険きわまりない。

　恐る恐る表紙を開くと……さすがに嚙みついたりはしてこなかった。目次から始まり、ぺらぺらと適当にページをめくってみる。本には多種多様なモンスターの絵が描かれていた。図鑑だろうか？　それぞれの特徴や戦闘力などの情報がまとめられている。それに加えて、なぜか宝石の種類と名前が記されていた。なんで宝石が？

　そのままめくり続け、グリペンにそっくりなグリフォンの描かれたページを見て、俺は宝石の意味を理解した。グリフォンの宝石はエメラルドだった。たしかベルフィーは「グリペンはエメラルドから生まれた」って言ってたな。ベルフィーが溜ため息いき混じりに俺に言う。

「マナ能力使うと疲れるけど、お城は欲しいから、今回だけ特別なんだよぉ」

「ええと、つまり……なんなんだベルフィー？　ちゃんとわかるように言ってくれ」

　気だるそうな口振りのままベルフィーは続けた。

「その中から好きなのを一つ選んで、タカハルのしもべにすればいいし」

「しもべって……」

「この本自体が大悪魔のマナ能力で、宝石を媒介にモンスターを召喚できるからぁ。タカハルのために力を使ってあげるんだから、感謝してよねぇ」

　カプリコがキラキラと瞳ひとみを輝かせた。

「うわあ！　見てよタカハル！　空を飛んで火を吐くドラゴンもいるよ!?　強そうだなぁ……ちょっと戦ってみたいなぁ」

　こらこら救世主。お前の欲求を満たすためにドラゴンなんか頼めないぞ。しかし、強い敵と戦ってみたいっていう気持ちはあるのか。カプリコも根っこの部分はやっぱり救世主なのかもしれない。

「ドラゴンか……空を飛ぶならグリペンがいるしなぁ。火なんて吐かれても……」

　作った城に襲いかかる光景しか思い浮かばないぞドラゴンなんて。

　カプリコは「そっかー残念だね。見て見て！　このドラゴン大粒のダイヤモンドで召喚するみたい。ダイヤモンドから生み出すなんて贅ぜい沢たくだよね」と、あっけらかんと笑った。

　ちなみに、最弱モンスターのプリンというスライムチックなやつは、水晶の破片から生み出せるらしい。水晶の破片と大粒のダイヤモンドじゃ価値がまるで違うな。

　呼び出すなら高いやつがお得かもしれないが……欲しいのは戦闘力じゃないからなぁ。

「なあベルフィー。このプリンでもドラゴンでもいいのか？」

「いいけどぉ。どっちがいいのタカハル？」

「いや、どっちがいいというか……もうちょっと詳しく本を見せてくれ」

　俺は大事典をめくっていく。今、俺に最も必要なのは……。

「あった！　こいつだ！」

　目をつけたのはトパーズ一つで生み出すことができるドワーフだ。身長は一メートルにも満たず、小柄な妖よう精せいという感じだった。戦闘力こそ低いが、その特有の能力がすばらしい。鉱物資源の知識を持ち、鍛か冶じにも精通しているとのことである。それに暗い場所でも行動可能というのだから文句のつけようもない。

「よし！　俺はこのドワーフに決めた！」

　カプリコが「タカハルって遠慮とかするんだ。トパーズってダイヤモンドやエメラルドと比べると安い宝石だよね？」と驚いたような顔をした。いやいや俺はむしろガメツイぞ。

「いいよぉ。じゃあドワーフねぇ」

「待ったベルフィー！　ドワーフには決めたけど……百体だ！」

「ええぇ……？　そんなにぃ？」

「城の部屋を百個作ろうと思ったら人数がいるんだよ。それに大粒のダイヤでドラゴン一体出すよりも、ドワーフ百体の方が安上がりなんじゃないか？」

　通れ無理筋！　引っ込め道理！　俺はベルフィーをじっと見つめた。

「おー。なんだかわかんないけど、タカハルから凄すごみを感じるし」

　俺の言いたいことがきちんと伝わっていない気もするんだが、ベルフィーは興味深げな顔だ。

「というわけで百体のドワーフ軍団を俺に預けてくれないか？」

　ベルフィーはコクリと頷うなずいた。

「いいよぉ。じゃあ……えーと……これくらいかなぁ」

　どんぶり勘定で、彼女は闇やみの霧の中から手からこぼれるほどのトパーズを取りだした。

　そして──部屋がドワーフで埋まったのは、その数秒後のことだった。








○ドワーフ軍団




　ドワーフたちをぱっと見たところ、子供のようで性別も男か女かわかりづらい。

　その数──百人。新居はぎゅうぎゅうになり、ドワーフが外にまで溢あふれてしまった。

「ワッショイ！　ワッショイ！」

　一応人間型ではあるのだが、ドワーフたちの言葉はなんというか……不思議だ。ドワーフ語とでもいうんだろうか。はっきりいって意味がわからない。

　ドワーフたちは俺の身体からだを足下から持ち上げると、胴上げしながら外に運びだす。見た目こそ小さいが力持ちだ。というか止やめて！　担がないで！

「ちょ、ちょっとお前ら！」

「ラッセーラ！　ラッセーラ！」

　そのまま平野の方に運ばれた。まるで御み輿こしにでもなった気分だ。担ぎ上げた俺を中心に、ドワーフたちがずらりと円を描くように取り囲む。

　その中の一体がホイッスル（どこから取り出した？）を吹いた。ピピーッ！　という笛の音に合わせて、俺は地面に降ろされる。足下からドワーフたちが俺を見上げた。

「モーメモーメ！」

　ホイッスルを吹いたドワーフが俺の前に立つ。じっと俺の顔を見上げて黙り込んだ。

　他のドワーフたちも、しんと静かになる。なんか……待たれてるみたいな雰囲気だ。

　とりあえず挨あい拶さつをしておこう。

「え、ええと……みんなよろしくな」

「ワアアアアアアアアッショイ！」

　ドワーフたちは一斉に拍手をした。

　カプリコがベルフィーをお姫様抱っこして外に出てくる。

「一度に出てくるなんて、びっくりしたね」

「お、降ろすし……別になんともないのに、抱っことかしなくていいし」

「ベルフィーはちっちゃいから、あのまま立っていたらもみくちゃにされてたよ？」

　文句ありげに「ううっ」とうめくベルフィーを、カプリコはそっと地面に降ろす。

　ドワーフたちがベルフィーに向き直って、一斉に頭を下げた。

「ソイヤ！　ソイヤ！」

「あたしじゃなくて、タカハルの命令を聞くんだからねぇ」

「ワッショイ！」

　すかさずドワーフたちが俺の方に向き直った。

「ええと……じゃあさっそく作業を振り分けるか」

　この人数は心強いんだが、ちゃんと意思疎通ができるか不安だ。

「ええと、じゃあ半分は山で石材を掘ってくれ。残りの半分は整地作業だ」

「ドッコイ？　ドッコイ？」

　ドワーフたちがざわついた。ベルフィーが俺にジトっとした視線を向ける。

「指示がきちんと伝わってないし。誰だれがどの作業か、みんなわかってないっぽいよぉ」

「じゃ、じゃあ……男の子は石材掘りで、女の子は整地の手伝いでどうだ？」

「セイヤ？　ソイヤ？」

　再びドワーフたちがざわついた。ベルフィーが眉まゆ尻じりを下げて続ける。

「宝石モンスターには性別が無いから、みんな困惑してるし」

「うおお……まいったなぁ」

　俺が指示を出しあぐねていると、ドワーフたちがその場で円を描いて踊り始めた。

「エーライヤッチャ！　エーライヤッチャ！」

　陽気に舞い始めるドワーフ軍団に、俺は頭を抱えたくなった。ああ、どうすりゃいいんだ。そんな中、ホイッスルを紐ひもで首に提げていた個体だけが、踊りの輪に参加せず俺の顔を見上げていた。カプリコが微笑ほほえむ。

「タカハル、その子はずっと指示を待ってるみたいだよ」

「お、おぉ……そうだな。というか、なんでお前は踊らないんだ？」

「ワッショイ！」

　いかん、やっぱり何を言っているのかわからない。ベルフィーが目を丸くさせた。

「あっ……この子はレアっ子だねぇ」

「レアっていうと、何か普通の奴やつとは違うのか？」

「ちょっと変わってる子だよぉ」

　見た目も他のドワーフたちとほとんど変わらないし、ホイッスル以外特別とも思えない。

「よし。じゃあお前をこの軍団のリーダーに任命する」

「オイサ？」

　レアっ子ドワーフは首を傾かしげた。

「まずは踊りをやめさせてくれ。それから十人ずつ並ぶように言ってくれないか？」

「ワッショイ！」

　ピピーッ！　と笛を吹くと、踊っていたドワーフたちがあっという間に整列した。

　おお、この子にはどうやらリーダーの資質があるらしい。

「すごいや。まるで王城都の正規軍みたいだね」

　カプリコの例えは物騒な感じだが、列を乱さず並ぶ姿が軍隊っぽいとは言い得て妙だ。

「よし！　じゃあ五列目までは整地。ここから海岸線目指して作業を進めてくれ。六列目からはあの山で俺が掘った坑道の拡張作業をするように」

「「「「「ワッショイ！」」」」」

　ドワーフたちは二隊に別れて移動を始めた。その手に黒い霧が集まって、坑道組はピッケルを持ち、整地組はスコップを肩にかけ、歌うように「ラッセーラー！　ラッセーラー！」と声をあげて元気に行進する。そして、レアっ子も坑道に移動しようとしていた。

「ちょっと待った！」

　レアっ子をとどまらせると、俺はベルフィーにお願いした。

「なあベルフィー。この子に似合いそうなリボンか何か、持ってないか？」

「ええぇ。あんまりえこひいきとか、しない方がいいよぉ？」

「これだけの大所帯だ。リーダーはいた方がいいだろ。集団に混ざると見分けもつかなくなりそうだし、あくまで目印だよ」

「しょうがないなぁ」

　ベルフィーが、だんだん未来の猫型ロボット（とメガネの小学生を足して２で割った感じ）に思えてきた今日この頃ごろ。彼女は黒い霧をレアっ子の頭にまとわせた。それはクマの飾りがついた大きなリボンへと変わっていく。

　ぽんっとレアっ子の頭に、大きなリボンがヘッドドレスのように乗っかった。

　これなら他の子たちの中に紛れても、一発で見分けられそうだ。

「ワッショイ！　ワッショイ！」

　どうやら気に入ってくれたみたいで、レアっ子はその場でぴょんぴょん飛び跳ねた。

「ありがとうベルフィー」

「べ、別にこれくらいどーってことないし。似合ってるんじゃない？」

　カプリコが「あっ！　かわいいなぁ。いいなぁ」と、うらやましがった。それから「二人とも優しいんだね」と、救世主は俺たちに笑顔で告げる。

　なんだか少しこそばゆい。ベルフィーはといえば、カプリコの素直な一言が恥ずかしくなったようで「お部屋でごろごろしてるから、あとよろしくねぇ」と、家に戻ってしまった。カプリコが俺に向き直る。

「それじゃあボクも手伝うよ！　仲間も増えたし、負けてらんないや！　今度は慎重に壊さないようにやるから！」

「ええと……うん。夕飯のレシピをベルフィーと一緒に考えておいてくれないか？　それも大事な仕事だと思うんだ」

「あ！　それもそうだよね。それじゃあボクはお料理でがんばるよ！」

　カプリコのやる気を少しはベルフィーに分けてあげられないだろうか。

　ん？　いや、そうなるとベルフィーは大悪魔としてがんばってしまうわけだから、人間と対立していくことになるのかもしれない。もしかしてベルフィーが無気力な方が、この世界って平和なのか？　ともあれ、仲間も大勢増えてこれからが作業本番って感じだ！








○成長




　ドワーフ軍団のおかげで、城の建築予定地の整地もあっという間に完了だ。俺一人でやっていたら、いつまでかかっていたことやら。坑道の掘削も進み石材もたんまり集まった……のはいいのだが、問題はドワーフ軍団の家である。

　あの人数をどうしたものか……と、坑道の様子を見にいくと、その奥でとんでもない光景に出くわした。

「ラッセーラー！　ラッセーラー！」

「こ、これって……いったい」

　坑道の中は隅々まで、松明たいまつでしっかりと照らされていた。一階部分が丸々、体育館のような広い部屋になっている。二段ベッドがずらりと並び、ドワーフたちがおのおの、部屋のあちこちで踊ったりゴロゴロしたり、ベッドに入って眠ったりと自由に過ごしていた。

　啞あ然ぜんとする俺に気付いて、リーダーのレアっ子が「ワッショイ！」と両手を挙げながら、入り口付近までやってくる。

「もしかして……お前の指示か？」

「ワッショイ！」

　うんうんと頷うなずくと、レアっ子は俺に脳天を向ける。

「ん？　どうしたんだ？」

「セイヤ？　セイヤ？　ソイヤ？」

「あ、もしかしてこういうことか？　ええと……大変よく出来ました」

　俺が頭を撫なでると、レアっ子はうんうんと何度も頷いてから「ワッショイ！」と嬉うれしそうに声をあげた。他のドワーフたちは相変わらず自由奔放に過ごしていて、俺に〝何らかの対価〟を要求してくる気配がまるでない。懐いてくるのはこの子だけだった。ともあれレアっ子のおかげで、ドワーフ軍団の住環境について頭を悩まさずに済んだな。

「それじゃあ、また明日な。今夜中にどんな城を作るか考えておくから、建設のお手伝いも頼むよ」

「チョイナチョイナ」

　俺が坑道から出ようとすると、レアっ子は寂しそうにうつむいた。

「どうした？　なにか心配事か？」

　首をくいくいと左右に振ると、レアっ子は「ワッショイ！」と声をあげる。

　そういえばこの子には名前が無い。ドワーフ軍団の窓口になってくれているんだし、レアっ子っていうのも芸が無いよな。

「レアっ子……じゃあ、ちょっと呼びにくいしな。今日からお前は……ドワーフだから、ええと……そうだな……ワッコと名付けよう」

「ワ、ワッコ？」

　レアっ子──ワッコは名前を口にした。我ながら短絡的かつセンス壊滅気味なネーミングだとは思う。名付けるにせよつけないにせよ、やっぱり俺には芸センスが無い。

「そうそう。ワッコだ。いいな？」

「ワッコワッショイ！」

　嬉しそうにワッコは万歳した。どうやら気に入ってくれたみたいだ。

　さて、今度こそ帰ろう。夕日が落ちてから俺が野外にいると、いろいろまずい。

　俺は坑道を出て家に向かった。坑道の入り口付近までワッコが見送りに出ている。

　外は日が傾き始めていた。ワッコに少しだけ後ろ髪を引かれる思いだが、急いで家に戻った。

「クルルルル！」

　家まで戻ると、グリペンが屋根の上に陣取っていた。俺の姿を見てわざわざ降りてくる。

「ただいまグリペン。そうだ……今度厩きゆう舎しやも作らないとな。ずっと野ざらしじゃかわいそうだし」

　瞳ひとみをキランと輝かせるとグリペンは頭を俺の胸の辺りにスリスリさせた。慣れてしまえば大きな猫みたいで可愛かわいいもんだ。何かと世話になってるし、常々お礼がしたいと思っていた。

「これ、ベルフィーには内緒だぞ」

　インベントリから調理していない生肉を出してグリペンに食べさせた。ぺろりと平らげて、グリペンは嬉うれしそうに目を細める。

　ベルフィーは俺がグリペンと親しくするのをなぜか嫌がっていた。理由を聞いても「だめなものはだめなのぉ」の一点張りだ。宝石モンスターには休息さえ与えれば食事は必要ないというのだが、どうにも情が移ってしまった。

「それじゃあ、また明日なグリペン。厩きゆう舎しやは近いうちになんとかするから」

「クルルルルゥ」

　どことなく切なげにグリペンが鳴いた気がした。




　家へ入ると、キッチンでエプロン姿のベルフィーが俺を出迎えた。

「今日は豚肉を使ったとっておきの料理だし」

　この数日でわかったことだが、普段はぐーたらな大悪魔であるベルフィーは、料理の時だけはまるで別人のようにイキイキする。同じくエプロン姿のカプリコが「いったい何を作るんだい？」と、楽しそうにベルフィーに聞いた。

「ふっふっふー。さすがのカプリコでも、この材料から何ができるか、わからないみたいだし」

　豚ロースに小麦粉とタマゴ。それにパン粉にキャベツという組み合わせだ。

「トンカツでも作るのか？」

「えっ……タカハルなにそのトンカツって」

「豚肉に塩コショウをして小麦粉をまぶし、溶き卵にくぐらせてパン粉をつけたものを揚げるんだろ。付け合わせはキャベツの千切りか？」

「……なぜわかったし。この豚肉のパン粉包み揚げのレシピは、あたしのオリジナルなのにぃ。なんでキャベツの千切りまで見抜けたし……」

　言い当てた俺をカプリコがじっと見つめた。

「ボクには全然わからなかったよ。もしかしてタカハルって料理もできるの？」

「故郷に似たような料理があったから気付いただけだよ。自分で作るのはからきしだし。串くし焼やきくらいならマナ能力でなんとかできるけど、ベルフィーみたいにちゃんと調理っていうのは、俺には無理なことだから」

　レシピを言い当てられて落ちこみ気味だったベルフィーが、再び胸を張った。

「当然だし。マナ能力で作る料理なんて、ある意味邪道だからねぇ」

　ドヤ顔で宣言しながらベルフィーは調理に取りかかった。

「カプリコはキャベツの千切りをするし」

「よおおし！　まかせて！　切るのは得意なんだ！」

　腰の剣を抜こうとしたのをみて、ベルフィーがすかさず指示を変える。

「やっぱりそれはあたしがやるから、テーブルセッティングをするし」

「うん！　わかったよ！」

　不平も口にせずカプリコはテキパキと食器類を並べ始めた。

　パキン！　パキン！　パキン！

　カプリコが並べたお皿が一瞬光ったかと思うと、真っ二つに割れてしまう。

「ご、ごめん……ボクって不器用で……時々マナが自然と道具にこもっちゃって……す、すぐ片付けるから！」

　マナに耐えきれず、皿が割れてしまったのだろうか。不器用のレベルを超えている。

「お皿ならいくらでもあるし。タカハルも見てないでテーブルセッティング手伝ってぇ」

　華麗な包丁捌さばきでキャベツを千切りにしながら、こちらに向き直ってベルフィーが言う。彼女は一切手元を見ないで千切りをしていた。あっという間にキャベツが山盛りだ。

　そして、コンロに油の入った深めの鍋なべをかけ、肉に下味をつけてテキパキと調理を進める。普段とは別人……というか別悪魔だ。

「破片で手を切らないように気をつけてな」

　俺は改めて食器棚から皿を取り出し並べた。カプリコは申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げながらも「うん！　二人ともありがと！」と、笑顔を作って割った皿の破片を片付ける。ちょっと痛々しいぞ精神的に。

　ベルフィーの包丁捌きにも驚かされたけど、カプリコの破壊神っぷりにも驚きだ。

　ともあれ皿を何枚割っても「気にしない」という態度のベルフィーに、カプリコは感謝しているようだった。自他共に寛大にして寛容なる大悪魔様々だな。




　ベルフィーとカプリコと一緒に夕飯を食べ終え、食後の紅茶で一息つくと、俺は洗い物にいそしむ。俺が洗ってカプリコが皿を拭ふいた。何枚か犠牲になったが、カプリコも仕事ができてほっとしたようだった。

　家事を済ませて今夜は自室に籠こもりきりだ。先日までは疲れて泥のように眠ってしまったのだが、ドワーフ軍団の加入でずいぶんと楽になった。そこで、物作りというか城作りの前段階として、自室で調べ物をすることにしたのである。

　自作した簡素な椅い子すに掛け、シンプルなテーブルに紙を広げてペンを手にした。

　が、資料がない。素人が一から全部作ろうというだけでも無謀なのに、お手本も無しでやっていけるんだろうか。

　せめてネットの検索エンジンが使えれば……と、思った瞬間──

　俺の手に黒い霧が集まり、スマホが具現化された。

　普段はワークリのアプリが起動しているのだが、ウインドウが切り替わってブラウザアプリ……アークマが立ち上がる。

　表示されたのは検索エンジンのトップページだ。ただ、見たこともない画面だった。

「Deemoon ？　聞いたこと無いぞ。っていうか……どこと繫つながってるんだコレー!?」

　電波が三本立っている。理由はわからないが、ともかく検索してみよう。

「ヨーロッパの世界遺産……っと」

　画面に文字化けした意味不明な表示が羅列された。まったく読める気配がない。ただ、俺が入力した文字はそのままだった。

　文字の他に画像も検索に引っかかっている。そっちは問題無く参照できた。

　おお、これはいいかもしれない。古城だの大聖堂だのが見放題だ。が、表示させる度に脳みそがしびれるような、頭が重たくなる疲労感が生まれた。普段使うクリエイト系のマナ能力よりも、ブラウザアプリはかなり〝重たい〟らしい。

「つうか、マナ能力無しで人間の力だけでこんなの作ってたのかよ……」

　昔は重機だって無かったのに、いったいどうやって建てたんだ？　外装だけじゃない。大聖堂のステンドグラスや天井絵の荘厳さに圧倒されっぱなしだ。

　そんな風に城じよう砦さいや名城の画像を眺めてイメージを膨らませてから、俺は設計図らしきものを自分なりに描いてみることにした……したのだ。するつもりだったが、製図なんてやったことがない。それにブラウザアプリのせいですっかり体力を消耗していた。

「けど、約束したもんな。待ってろワッコ」

　どんな城を作るか決めておくとワッコに明言したんだ。がっかりさせたくない。

　俺は机にかじりついた。ひたすらペンを走らせる。描いて納得がいかずゴミ箱に紙を丸めて捨てて、何度も何度も繰り返した。

　そうしてできあがったのは、図面というにはつたない落書きだ。机にその落書きを広げっぱなしにして、ペンを放ほうり出すと俺はベッドに仰あお向むけになった。ぼんやり考える。

　外装よりも問題は内装だ。

「天井絵どころじゃないよなぁ……そもそもベルフィーの内装のマナ能力じゃ、デカイ城を全部はカバーできないようだし」

　この小屋でも結構ギリギリで、俺の部屋が簡素なのはベルフィーの力の限界なのかもしれない。作れる部分はなるべく自作して、負担を減らしてやらなきゃな。せめて採光用の窓にガラスくらいは入れてやりたい。

　ワークリなら砂を焼くことでガラスを生成できた。ガラスの原材料となる砂の入手先は、海際に広がる白い砂浜だ。この立地を選んだのも単に風ふう光こう明めい媚びだからというわけじゃない。

「ふあぁ……今日はもう無理だな……頭が働かん……マナ能力があっても、考えること多すぎだろ……」

　視界がゆらゆらし始める。俺の意識はそのまま闇やみに落ちていった。意識が完全に途切れる寸前で、かすかに人の気配を感じたが……きっと疲れてる……だけ……だ……。




　翌朝──目覚まし時計のような、いつものカプリコの声が聞こえてきた。

「ほらベルフィーも起きて！　一緒にタカハルを起こさなきゃ」

「ふあああぁ。眠いよぉ。朝弱いのに、カプリコ元気すぎるし」

　ドアをノックもせずに、二人が入ってくる。俺はゆっくりと目を覚まして……ベッドがやけに狭いことに気付いた。そういえば、昨晩はあのまま眠ってしまったんだっけ。

「おっはよータカハル！」

　カプリコが掛け布団を引っぺがした瞬間、俺は自分がおかれている状態を理解した。

　俺の両腕を枕まくらにするようにして、見ず知らずの女の子が二人、ベッドで寝息を立てているのだ。しかも……全裸で。

「う、うわあああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　わけがわからない！　わけがわからない！　というか俺も全裸!?　わけがわからない！　なんだこれ!?

「…………あーあ」

　ベルフィーと目が合った。彼女は落胆したような顔だ。つうかなんで冷静でいられるんだよ！　もう一度左右を確認する。一人は髪の長い美女で、もう一人はベルフィーよりも小さい幼女だ。カプリコが俺の顔を指差して声をあげた。












「た、たた、タカハル見損なったよ！　女の子を部屋に連れ込んで全裸添い寝なんて!?　ショックだよ！　キミは良い人間だって思っていたのに！　添い寝してほしいなら、ぼ、ボクらに先に相談してくれてもいいのに。は、裸はダメだけど……」

「いやちょっと待て！　誤解だ！　話し合おうカプリコ！」

　俺は身体からだを起こして反論しようとしたのだが、謎なぞの美少女二人に腕をぎゅっと摑つかまれて……身動きがとれないッ!?

「いったいどんな誤解があるっていうの？」

　どう見ても俺が二人の美女＆美少女と、一夜を過ごした感が出てしまっている。

「ええと、本当に知らない二人なんだ！　見たこともあったこともないし、だいたいどこから現れたのか見当も付かないっていうか！　それに添い寝以上のことは……」

「異世界の男の子ってそうなの？　大胆なの!?　大胆すぎるのッ!?　もももももしかして添い寝するなら裸じゃなきゃだめ？　ぼ、ボクの裸も気になるの？　女の子として見てくれるの!?」

　途中から追及の趣旨が変わってないかカプリコしっかりしろ!?

「マジで本当に潔白だからッ!!　それにカプリコは最初から女の子だろ!?」

「あ、あわわわわわ！」

　カプリコの顔が真っ赤になった。

　ベルフィーが、眠そうな目をこすりながら「ふあああぁ」と、あくびを一つ。

「やっちゃったねぇ。っていうか、今もやっちゃってる進行形みたいな感じだけど」

「やっちゃった……って、俺はなにもしてないから！」

「タカハルが原因だよぉ。あれだけ特別扱いしちゃだめって言ったのにぃ」

　えっ!?　俺が原因って……なにやらベルフィーには、諸もろ々もろの事情がわかっているようだったが、こっちはさっぱりだ。

「教えてくれベルフィー！　二人はいったい何者で、どこから来たんだ？」

　この騒ぎで美女と美少女は目が覚めたのか、ゆっくりと瞼まぶたを開き……そろって身体を起こして俺の頰ほおに「ちゅっ」と唇で触れた。

　な、ななななななななななななにしてくれやがるんですかーッ!?

　カプリコが声を上げた。

「お、おはようのチュー!?　やっぱりそういう関係なの!?」

　ベルフィーは冷静……というか、面倒臭そうに俺を見つめた。

「ただのマナ摂取だよぉ。これでタカハルのマナを覚えたから、契約完了？　みたいな。……ハァ、こうなっちゃうと宝石モンスターは大変なんだよねぇ」

　宝石モンスター……って、じゃあ、ええと……まさか、いやなんで!?

「おはようですタカハルおにいちゃん」

　幼女チックな美少女がにっこり微笑ほほえんだ。長い髪をクマの装飾がついたリボンで二つに分けるように結んでいる。そのリボン──大きさは違うけど……見覚えありだ。

「……おはようございます」

　切れ長の瞳ひとみの美女が、落ち着いた口振りで俺に告げる。みれば耳のあたりが獣っぽく、亜人のような雰囲気だ。ベッドから出ると二人は俺に向き直った。全裸で。

「もっとおにいちゃんのお役に立ちたいとおもったら、こんな姿になりました」

　ぺこりと少女がお辞儀をする。

「もしかして……ワッコなのか？」

「はいなのです！」

　屈託の無い笑顔で少女は応こたえた。一方、美女の方はというと──

「……貴方あなたの影響で成長した模様です。こうしてお側そばにいられることは至上の喜び。感謝の気持ちを禁じ得ません」

　美女は口振りも淡々としていて、表情もツンと澄ましている。なのに言っている内容はずいぶんと大げさだ。

「ええと……グリペン……なんだよな？」

「……はい。姿が大きく変わり、驚かせてしまったことを謝罪いたします」

　彼女はお辞儀した。顔を上げると、形も良く弾力も素晴らしい二つの大ぶりな果実が、上下にゆっさりぷるんと揺れる。これはまたとんでもない成長っぷりじゃないか……。

　俺は枕まくらで自分の顔を押さえつける。

「ともかく服を着てくれ！　というか、二人に着せてくれベルフィー！」

「もぅ。困るとなんでもすぐあたしを頼るし」

「他に頼れる人がいないだろ！」

　ああ、この枕をとったら全部夢……なんてことにはならないんだろうな……たぶん。




　二人がそれぞれ服を身につけて、やっと一段落ついた。

　衣類を用意したのはベルフィーだ。彼女の持ち物なのかマナ能力なのか……ともあれ、全裸から大いなる進歩を遂げることができた。

　ワッコはメイド風の服装で、グリペンはというと身体からだのラインが強調されるような戦闘服風だ。胸元からおへそまでＶ字に露出していて……ちょっと刺激的すぎやしませんか？

「ワッコはいいとして、グリペンのその服はどうなんだベルフィー？」

「グリペンがカッコイイのが良いって言うからぁ」

　グリペンはコクリと頷うなずいた。当人が気に入っているなら仕方な……いやよくないだろ。

「なあグリペン。もう少しその……露出度をというか身体からだのラインが出にくい服じゃだめなのか？」

「……この服には見た目に反した、高い防御力があります。身体の動きを阻害する要素も少なく、着心地も快適です」

　気に入っている理由を連ねられて、俺は説得を諦あきらめた。しかしまあ──

　住人が三人から五人に増えて、ダイニングキッチンは余計に手狭に感じられた。朝食のテーブルがぎゅうぎゅうだ。

　本日の朝食はトーストに目玉焼きとソーセージ。それに茹ゆでたブロッコリーなのだが……テーブルに皿が載りきらない。身を寄せ合い肩を触れあわせるような格好になった。

「こりゃあ……ダイニングも増築した方が良さそうだな」

　呟つぶやく俺の顔を、ベルフィーがトーストをかじりながらビシッと指差す。

「タカハルは反省するし。宝石モンスターは可愛かわいがると成長しちゃうんだからねぇ」

「そういうことはちゃんと事前に詳しく説明してくれよ」

「タカハルがグリペンにご飯あげちゃうのがいけないんだし。ワッコは成長があっという間すぎて、忠告するヒマもなかったし」

「それはその……ごめんなさい」

　こうなったのも俺が宝石モンスターの信頼を得てしまったため……ということなのだろう。ワッコにはリボンとリーダー職と名前を与えてしまった。もともと俺のために生み出したということもあって、ベルフィーの予想を遙はるかに上回る速度で成長したみたいだ。

　グリペンはといえば打ち解けて以来、徐々にその信頼を得てしまい……ご飯としてあげた生肉が決定打となったらしい。所有権こそベルフィーにあるものの、俺にまで忠誠を誓うようになったというのだ。

　諸もろ々もろの事情を聞いて、やっと落ち着きを取り戻したカプリコがベルフィーに尋ねる。

「ねえねえ？　成長するのっていいことなんじゃないの？」

「いいけど、実はねぇ……」

　ベルフィーは説明を続けた。人化した宝石モンスターは能力アップの代償に、人間と同じく衣食住が必要になるのだ。

「じゃあじゃあ、なんでタカハルの部屋で寝てたのかな？」

「人化させた相手のマナに引かれちゃうんだよねぇ。タカハルに甘えたいみたい」

　カプリコは「それなら仕方ないよね。親に甘えたい子供の気持ちはボクも良くわかるし」と、納得しつつ二人に向き直る。

「変な誤解してごめんね。これからよろしく！　ボクはカプリコ！　救世主だよ」

「ワッコはワッコです。よろしくねカプリコおねえちゃん」

「…………」

　無邪気なワッコと、やや警戒したような視線を向けつつ頷うなずくグリペン。

　グリペンの場合は、これまでカプリコから逃げたりしていたから、こうなるのも無理はないんだろうな。いやこの反応こそむしろ普通か!?　大悪魔のしもべとしては、カプリコは最重要レベルの要注意人物なわけだし。

「……ねぇ、ボクのソーセージとグリペンの茹ゆでブロッコリー交換しない？」

「……!?」

　申し出にグリペンは驚いたような表情を浮かべたが、すぐにお皿をさしだした。

「うはー！　ボク、ブロッコリー好きなんだよね」

「……私はお肉が好きです」

　たった一本のソーセージで和解とはお手軽だが、ちょっとホッとしたな。さすが救世主。




「さてと、それじゃあ今日からこの図面をもとに、城を作っていくぞ」

　俺が引いた図面もどきでワッコに説明し、ワッコからドワーフ軍団に作業工程が言い渡された。鉱山で掘った石材は一度俺がまとめてインベントリに回収し、現場近くに設置したアイテムボックスに収納してある。

　このアイテムボックスだが、どうやらベルフィーにも作ることができないらしい。俺だけのユニークスキルって感じだ。

　大量の物資が、棺かん桶おけを大きくした程度の箱に入ってしまうのだから驚きだ。

「「「「「ワッショイ！」」」」」

　一斉にドワーフ軍団が作業に入る。すぐに石壁が築かれ始めた。

「みんながんばる。ワッコもがんばる」

「よし！　俺もやりますか！」

　ベルフィーは……木に吊つるしたハンモックに揺られ、木陰で休みながらドーナツをぱくついていた。その後ろにはグリペンが立って、大きな羽根の団扇うちわで心地よい風を送っている。

「がんばってねぇ。見てるから」

　そしてカプリコはというと、腕まくりをして俺に告げた。

「ボクはどこから作業をすればいいかな？」

「ええと……そうだなぁ」

　大変言いにくいんだが、ポジションが思いつかない。彼女に悪気は無いのだが、任せた仕事の数々で破壊の限りを尽くしてしまう。そんなカプリコは、ベルフィーと違って勤労意欲に燃えていた。

「夕飯のレシピを考えるのは？」

「それならこの先、一ヶ月分はメニューを考えてあるよ！　楽しくなっちゃってベルフィーとお料理ノートをまとめたんだ。レストランが開けちゃうレパートリーさ！」

「そ、そっかぁ。それはすごいな。うむ、大変だったであろう。しばらく休んでくれてていいぞ？」

　カプリコは俺に迫ると両手で俺の手を包むようにして、首を左右に振る。

「ボクにも手伝わせてよ！　なんでもいいから！」

「ベルフィーだって働いてないんだし、無理にやろうとしなくてもいいんじゃないか？」

「ボクは救世主だから、誰だれかを救いたいんだ」

「そっかぁ……そうだなぁ……」

　早くも城の外壁が、ドワーフ軍団の手によって積み上がり始めていた。そこにカプリコを混ぜるのは危険だろう。

　適材適所とはいうが、彼女が一番輝くのはきっと大悪魔を倒す時だ。それはまずい。

「あっ！　そうだ！　カプリコにお願いがあるんだけど、作業をしていると、壁や柱ってどんどん積み上がって高くなるんだ。ドワーフたちの中には、足を滑らせて落ちるやつも出てくるだろうから、そいつらのフォローをしてくれないか？」

「わかった！　みんなー！　安心して落っこちていいからね！」

「「「「「セイヤ！　セイヤ！　セイヤ！」」」」」

　笑顔で作業場にカプリコは駆けていった……今、出来たばかりの石壁を突き破って。

「うおおおおい！　ダイナミックショートカットは禁止だぞ！」

　彼女の開けた穴を石材で埋めながら、俺も築城作業に加わった。




　それから一時間──

　ドワーフ軍団の築城能力は高く、あっという間に資材を使い切ってしまった。軍団は総員坑道に採掘に行かせることとなった。

　城を囲む外壁ができたのだが、まるで灰色の超巨大豆腐だ。もう少し、城らしく飾り付けないとあまりに素っ気ない。デザインについては俺がもっとしっかりやらなきゃいけなそうだ。

　ここまでやってみてわかった事だが、ドワーフ軍団は作業をバリバリこなしてくれるけど、ちょっと指示をミスすると、同じ作業を繰り返してしまう習性があった。

　具体的にどうかと言えば、うっかりしていると資材が無くなるまで石壁を延々作ってしまったりするのである。どうやらワッコと違って、ドワーフたちには自分で考えて判断する力は無いらしい。そこで俺はワッコにお手本を作って見せることにした。

「いいかワッコ。城の四隅にこういう感じで塔を作るからな」

「ワッコわかりました。おにいちゃんは説明がお上手です」

　小さな模型を作って説明しただけなのに、ワッコが俺を褒ほめてくれた。

「ワッコ……お前……」

　なんだろう……こちらの世界に来てこのかた、精力的にがんばってきたつもりだが、こんなにもきちんと褒ほめてもらったことなんてあっただろうか。

「ありがとうな！　俺の努力を汲くんで、ちゃんとねぎらってくれるのはお前だけだ！」

　膝ひざを地面について彼女の目線に高さを合わせると、俺はそっと肩に手をおいた。

　するとワッコの方から半歩歩み出て、彼女は俺の頭を抱き寄せるなり……ふわりと撫なでる。な、なんだこの安らぐ感じは!?　何かに目覚めてしまいそうだ……！

「おにいちゃんはえらいです。ワッコはとってもそう思います」

　ああ、なんて幸せなんだ……癒いやされまくる。

　と、俺が浸ひたっていると、ハンモックを降りてベルフィーがこちらにやってきた。つられるように扇で扇あおいでいたグリペンもベルフィーについてくる。

　俺とワッコの前に立ってベルフィーが腰に手を当てぐいっと胸を張った。

「タカハルだけずるいし。あたしもちゃんと監督してたからぁ。見守ってあげてるし」

　俺の頭を解放すると、ワッコはベルフィーの頭も抱きしめた。

「ベルフィーさまもえらいです。怠惰な悪魔らしく、いっぱいおさぼりできました。えらいえらい」

「うへへぇ……なんかいーかもぉ」

　怠惰まで褒めるのか!?　ワッコはもしかしたら女神かなにかの化身なのかもしれない。あのベルフィーを籠ろう絡らくするなんて、恐るべき幼女だ。

　ベルフィーの背後に立っていたグリペンが、じっとワッコを見つめていた。

　大悪魔の拘束を解くと、ワッコは両腕を広げてグリペンに微笑ほほえむ。

「…………いいのですか？」

「グリペンもおいでおいでなのです」

　しゃがんで抱きつくグリペンを、ワッコは抱擁し返して、そっと優しく頭を撫でた。

「グリペンもいっぱい扇いで、がんばりました。ワッコはちゃんとみてましたから。えらいえらい」

　ツンとしたグリペンの目付きが、トロンとなった。

「え？　なになに！　あー！　ボクもボクも！」

　作業現場から戻ってきたカプリコも、ワッコは「いっぱいみんなの心配してくれて、ありがとうです。カプリコおねえちゃんもえらいえらい」と頭を撫でる。

「うふふ♪　なんだか嬉うれしいね！　ところでタカハル、このあとは？」

「ドワーフ軍団が石材を集めてくれるまで、俺は砂遊びだな」

　ベルフィーが「砂遊びとか子供のすることだし。タカハルってお子様なのぉ？」と、ジト目で呟つぶやいた。

「まあ、別に手伝ってもらわなくてもいいんで、一人で行ってくるよ。ちょっと海辺で砂を集めるだけだし」












「集めてどうするのぉ？」

「焼いてガラスを作るんだ」

　ベルフィーが腕組みをしてほっぺたをぷくっと膨らませる。

「遊び心がないなぁ。タカハルってば真面目まじめなのぉ？　せっかく海まで遠出して、それで働くだけ働いて……そんなのぜんぜん大悪魔の配下っぽくないし」

　なん……だと？

「いや、俺がしっかりやらなかったら築城できないだろ。あと海まで遠出っていうけど、ここから砂浜までわりとすぐだぞ？」

「あたしには遠いのぉ。けど海かぁ……海水浴かぁ……スイカとか食べたいなぁ」

　どうやらベルフィーは、別の欲求に傾斜しつつあるようだった。




　と、いうわけで俺たちは海辺にやってきた。

　白い砂浜が続く緩やかな海岸線に、どこまでも広がる遠浅の青い海。そして……。

「じゃーん。水着だし」

　ベルフィーはじめ、俺以外全員が水着着用である。ベルフィーのそれは至福の眼福ゴスロリテイストなツーピースだった。ああ、おへそが眩まぶしいです。それになんというか、裸の時よりも薄い布地に隠すことで、逆に刺激的だ。

　グリペンはより露出度の高いビキニ姿である。はみ出しそうな胸元が危険すぎる。目を合わせたらやられる。理性が。

　ワッコはなぜか紺色の地味なワンピースだ。マニアックな魅惑のフラットボディーを遺い憾かんなく見せつける。

　そして、恥ずかしそうに胸元を隠すカプリコは、明るい花柄のパレオ付きビキニだった。実に女の子らしくて愛らしい。見ていて一番ホッとするデザインだ。

「あ、あんまりじっと見ないでタカハル。こういうの初めて着たんだよね」

　カプリコだけが顔を真っ赤にさせていた。水着の提供者であるベルフィーがにんまり顔で、カプリコを見つめた。

「似合ってるじゃん。ぜーんぜん恥ずかしくないし」

「ほ、本当に？　ボクって男の子っぽいから……どうかなタカハル？」

「あ、ああ。とっても似合ってるしすごく女の子らしいよ」

　カプリコは「うわああー！」と声を上げた。ええと、喜んでいるんだよなその悲鳴は。

「ワッコはどうですかおにいちゃん？」

　少し恥ずかしそうに猫背気味になって、ワッコは膝ひざをもじもじとさせる。

「ちょ、ちょっとマニアックだけど、似合ってるんじゃないか」

「マニアック？　ワッコはマニア向けですか？」

「ごめん言い方が悪かった。というか……チョイスをしたベルフィーにも問題ありだぞ」

　俺がツッコミをいれるとベルフィーはぷいっとそっぽを向いた。

「ワッコ、だめ？　だめ子ですか？」

　幼女がじわっと瞳ひとみを潤ませる。

「全然だめじゃない！　どんな水着でもかわいく着こなせるのはワッコだけだから」

　そういうと、ワッコはお日様のような笑顔を取り戻した。

「わぁい！　ワッコはだめじゃなくて安心しました」

　とりあえず機嫌が直ったみたいでほっとした……のもつかの間、大ぶりな果実を上下させてグリペンがぐいっと胸を張った。

「ええと、グリペンもとっても似合ってるよ」

「…………そ、そうですか。光栄です」

　表情こそクールなままだが、声高に返事をするとグリペンは伏し目がちになる。

　喜んで……いるんだろうか？　思い出してみるとグリペンの場合、グリフォンの姿の時の方が感情表現が豊かだったかもしれない。

「タカハル早くビーチパラソルとデッキチェアー出してぇ」

「まったく。海辺でもやることは一緒かよ」

　レジャーシートを広げてパラソルを設置し、デッキチェアーも並べる。それだけで気分はすっかりバカンスだ。

　ベルフィーが定位置デツキチエアーに着こうとしたところで、カプリコがその手をとった。

「せっかく海に来たんだから泳ごうよベルフィー！」

「えええぇ……めんどくさい」

　ワッコも、空いていたもう一方の手を取り、波打ち際にベルフィーを連行する。

「ベルフィーさま、ワッコとお遊びしましょうねー」

「しょうがないなぁ」

「…………参りましょう」

　控えめに呟つぶやきながら、グリペンも三人の後についていった。

「あんまり沖の方まで行くなよー！」

　俺の声にカプリコが「ボクがみてるから安心していいよ！」と返す。

　救世主セイバーというか救命士ライフセイバーみたいだが、俺よりよっぽど頼りになりそうだ。




　キャッキャという黄色い声をあげながら、水の掛け合いをする四人の姿が眩まぶしい。

　濡ぬれた水着の肌に張り付いた密着感に、つい視線が誘ゆう導どうされがちになる。

「タカハルもこっち来るぅ？」

「し、仕事をさせてくれ！」

　あ、悪魔が誘惑してくる……！　というか、なんだかんだ言っても、けっこう楽しんでるじゃないかベルフィーのやつ。

　四人を遠目に見守りつつ、スコップを手に砂浜の砂をかき集めた。インベントリがどんどん砂で埋まって、あっという間に持ちきれなくなった。

「これだけ集まれば十分だな。よし、少し試してみるか」

　俺は砂のブロックを並べて積んで、三メートルほどの高さのミニピラミッドを作る。

「おにいちゃんはなにをしてるんですか？」

　いつの間にか、海から上がってワッコが俺のもとにやってきていた。

「ちょっと実験してたんだ。砂で城は作れるかなって」

「ワッコもお手伝いします」

「いやその、お城は無理っぽいんだ。この通り……」

　重なった砂のブロックの、下の段を崩すと……。

　ザザザザザザアアア！　と、音を立てて上に載っていたブロック状の砂が崩れ落ちた。

「おにいちゃん、お砂は危ないのです。分析したところ、お砂の下にいるときにお砂を崩すと生き埋めです」

「そうみたいだな。さすが鉱山のスペシャリスト。的確な助言だぜ」

「それほどでもないのです」

　むふー！　と、ワッコは誇らしげに鼻息を荒くさせた。

「そうだワッコ。今度、俺に鉱石のことを教えてくれよ」

「はいです！　お任せなのです！」

　ぺったんこな胸を張って、ますます得意げになったかと思うと……ワッコはその場にしゃがみ込んだ。

「お水ぱしゃぱしゃもいいけど、ワッコはやっぱり掘り掘りするのが好きかもです。掘り掘りすると落ち着きます。だからワッコもお砂でお山を作りますね」

　ワッコの手に黒い霧が集まりスコップを形作る。

「ちょっと大きいから、ちいちゃくしましょうねー」

　スコップが見る間に片手で持てるサイズになり、それを使ってワッコが砂の山を作っていく。自分もやっていることだが、それを見るとマナ能力っていうのは不思議なものだと再認識した。

「おにいちゃん、バケツが欲しいです。お砂を水で濡ぬらして固めるのです」

「バケツ？　あっ……そういえば、インベントリに最初から入ってたな。そんなツール」

　スマホを具現化し、インベントリからバケツを見つけて俺は取り出した。なんでこんなものが最初から入っているのだろう、と思っていると、ワッコが掘った砂の中から親指の先くらいの大きさの二枚貝──アサリが顔を出した。

「おにいちゃん、貝ですよ！　貝がいますよ！　砂のお城より貝ですから！」

　今度は砂遊びはそっちのけで、ワッコはアサリをバケツに入れた。興味の対象が次々に変わっていく様は、どことなく子供らしい。

　バケツを手に、ワッコはベルフィーたちのもとに走った。

「ベルフィーさま、カプリコおねえちゃん、グリペン！　貝がとれます！」

　ベルフィーが目を輝かせた。

「白ワイン蒸しにいいかもぉ」

　カプリコが唾つばを吞のむ。

「う、うわあ、自然の恵みだね！　ボンゴレスパゲティーだよ！」

　!?　前にベルフィーが俺の「言葉の壁」を壊したって言ってたけど、この世界にもあるのかよ……ボンゴレスパゲティー。

　お肉好きなグリペンは首を傾かしげているが、アサリの美お味いしさを知る二人はワッコの報告に飛びついた。

「タカハルぅ。アサリ獲とりたいし。水遊びしてる場合じゃないしぃ」

「よおおおおし！　ここはボクに任せて！　かるーく力を入れすぎないように……っと」

　カプリコが拳こぶしを握って振り上げた。

「ちょっと待ったカプリコ！」

　俺が止めるのも聞かず、カプリコが地面を叩たたくと砂地が波打つように揺れた。

　先ほど俺が積んだ小型ピラミッドも衝撃で全壊する。

「きゃああ」

「あわわわわわ」

「……ッ!?」

　ベルフィーたちが、突然襲った揺れにぺたんと尻しり餅もちをついた。俺も震動で砂に足を取られる。それが止やむと──砂の中に埋まっていたアサリが驚いたように地面に顔を出した。

「これで拾い放題だね！」

　カプリコにこんな才能があったなんて驚きだ。

「アサリいっぱいだし。これなら楽ちんだねぇ」

「わーいわーい！　ワッコも拾いますから！」

「…………クルル」

　人間の言葉じゃなくて、グリペンが鳴き声っぽく呟つぶやいた。言葉を一瞬忘れるほどに、カプリコの力に驚いたってことなんだろう。そうして、女子チームはあっという間にバケツをアサリでいっぱいにした。今夜の夕飯は特別メニューになりそうだな。




　夕方になる前に海水浴を切り上げて、俺たちは拠点の家に戻った。

「タカハルお風ふ呂ろどうしようぅ。狭いし」

　たしかに、さすがの女子と言えど全員が一緒に入れるほど、この家の浴室は広くない。

「順番に入ればいいだろ」

　広さ的に二人ずつが限界だ。

「ええぇ……めんどいなぁ……みんなで一緒に入れればいいのにぃ」

「ぼ、ボクはベルフィーと一緒がいいな」

　そんな風呂場前の渋滞に、グリペンが控えめに言う。

「…………私は近くの泉で水浴びをしてまいりましょうか？」

　幼女が腕を万歳させた。

「でしたらば、ワッコはおにいちゃんといっしょですか？」

　それはだめだぞワッコ。何がどうダメかというと……ともかくダメだ。

「いや、ええと、ワッコはグリペンと一緒に入ってくれ。それならこの風呂でいけるだろ」

「はいなのです！」

「……では、ベルフィー様とカプリコはどうぞお先に。屋内に砂を撒まいてしまうわけにはまいりませんので、浴室が空くまで私はワッコと外に出ています」

「出てるねーおにいちゃん！」

　そんなの掃除すれば済む話だが、そう言ってグリペンはそっと一礼し、ワッコは両手を万歳させた。ぱらぱらぱら……と、ワッコの身体からだや髪から砂が落ちる。

「お、おう……じゃあ、ベルフィーとカプリコのシャワーが終わったらすぐに呼ぶから」

　玄関から外に出ていくワッコとグリペンに、ベルフィーがそっと手を振った。

「それじゃあお先にぃ」

「使わせてもらうね二人とも！」

　言うや否や、さっそくベルフィーとカプリコが浴室に入る。俺もあんまりうかつに動けないな。海に入った四人ほどではないにしろ、外で落としきれなかった砂を室内に撒まき散らすわけにもいかない。

　すると不意に、浴室にいる二人の声がダイニングのドア越しに聞こえてきた。

「うわああ！　ベルフィーのお肌って白くてすべすべだね」

「ちょ、変な所さわっちゃだめだし」

「変な所はさわってないよ。ほら、砂が背中とかお尻しりについちゃってるから。軽くはたいて……っと」

「ひゃん……急にやるの禁止だし」

「いいじゃん減るものじゃないんだし」

「そういうことじゃなくてぇ」












　あのベルフィーがたじたじだ。いったい中で何が行われているんだろうか。

　思わず耳を傾けてしまう。直後、シャワーのお湯が浴室の床を叩たたく音が鳴りだした。

「ボクが身体からだを流してあげるよ」

「じ、自分でできるし」

「任せてって！　子供の頃ころは、よく年下の子たちをお風ふ呂ろに入れてあげてたんだ」

「ひゃん。そこはおっぱいだし」

「あー、逃げないでよ！　ちゃんと洗わなきゃだめだよベルフィー」

「もう……おっぱいさわるなんてタカハルみたいだし」

「えっ!?　タカハルにさわられたの？」

「さわるどころか……もみもみって……」

　やばい！　止めないとカプリコが誤解する。いや、揉もんだのは事実だけどあれは事故なんだ。反射的に俺はドアを開けて……すぐに「しまった」と思った。

　なぜか脱衣場の先にある浴室のドアが開かれている。浴室が丸見えだ。

　湯気の向こうには、身を寄せ合ってシャワーを浴びる、ベルフィーとカプリコの一糸纏まとわぬ姿があった。

「キャアアアアアアアアアア！」

「うわぁっ！　ごめん！　って誤解だから！　不可抗力だから！」

　すぐに俺は背を向け、全力で弁明する。

　けど……見えてしまったのは事実だ。申し訳ない気持ちになった。

「タカハルわざとでしょ？　あたしやグリペンやワッコの裸をみたから、カプリコのも気になったとか？」

「違う違う！　違うから！　っていうかなんで浴室のドアまで開いてるんだよ！」

　どうりでダイニングにまで二人の声が響いたはずだ。

「換気っていうかぁ……ちょっと狭いからドア開けて開放感？　みたいな」

「みたいなじゃないっての！　なあカプリコ聞いてくれ。これはその……わ、わざとじゃないんだ」

「う、うん。ボクはタカハルを信じてるから……だから早くドアを閉めてほしいな……」

　震えるような涙声に、俺は申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　そのまま急いで、脱衣場からダイニングに戻る。こんな惨劇が二度と起こらないよう、城には大きな風呂を作った方がいいかもしれない……いや、大きさで防げる惨劇かどうかというと微妙だが。

　……ともかく、広い浴槽と脱衣場を作って、「狭いからドアを開けて開放感」なんていう理由で開けっ放しにさせないようにしなければ。

　でも、大浴場を作るにしても、どうやって水を引っ張ろう？　仮に水を確保できたとして……それをお湯にするなら、ボイラーみたいな仕組みが必要だよな。

　うーん、こんな調子で、本当に「ベルフィーが満足する理想の城」なんて完成させられるんだろうか。

　一抹の不安を覚えながらも、俺はさっきのベルフィーとカプリコの裸体を思い返すのであった。








○天体観測




　快適に城作りを進めるために、俺はひとまず拠点となる仮住まいの増築に着手した。

　グリペンは元のグリフォン姿で眠るのが好きなようで、これまでその姿でずっと外で寝ていた。だが、今朝一番に専用厩きゆう舎しやを建ててやったところ、気に入ったようで、今度はしばらく厩舎でごろごろして出てこなかった。

　ワッコはというと、食事とお風ふ呂ろはベルフィーの家のものを使うのだが、基本的には坑道の大部屋のベッドで寝起きしている。行き来がしやすいように、仕事場である城壁の中と、この家、そして坑道へと続く地下通路を通してあげた。

　影人間対策として、暗い通路には松明たいまつをこまめに設置し、作業現場である城壁の内と外にも、かがり火などの光源を各所に配置済みだ。俺やカプリコが夜間に出歩かなければいいだけの話だが、こうして光源を増やすことで影人間の抑制には余念が無い。

　ダイニングキッチンも二階部分を作って階段でつなぎ、ダイニングとキッチンを切り分けた。

　一方外観については、城ができればそちらに移住するので、豆腐のような見た目は諦あきらめている。増築すると余計に変な外観になっていくが、実用性重視だ。

　そんなこんなで、住環境を改善させつつ築城を進め、数日ほど過ぎた日の朝──

「タカハル！　なんだかすごい数の煙突ができてるんだけど！」

　カプリコが悲鳴を上げて、城壁をぶち壊しながら俺のもとにやってくる。

「だあああ！　急ぎの用事で毎回壁を壊すなって！」

「ごめんごめん。けどびっくりだよ。あれはなんなんだい？」

　カプリコが壁の穴から外を指差す。瓦が礫れきの山となった城壁に頭を抱えながら、カプリコの示す先に視線を向ける。

「あぁ、あれは高炉っていって、石窯よりも高性能な炉なんだ」

　外では、山の裾すそ野のにずらっと高炉が建ち並び、煙突から煙を吐き出し始めていた。掘り出された石炭を燃やして、ワッコたちドワーフ軍団が採掘した鉱物を精製していくという算段だ。できあがったものは順次、俺の作ったアイテムボックスに集められている。

　カプリコにそう説明すると、彼女は「なるほど～」とふんふんうなずいていた。

　すると不意に、作業をしていたドワーフの一人がこちらへやってきて、カプリコが開けた穴をじっと見つめた。

「ソイヤ？　セイヤ？　チョイナ！」

　そして何を思ったのか、ドワーフはピッケルを手にして穴を広げ始める。

「ってうおおおおおおおい！　ちょっと待った！　その穴は広げなくていいから！」

「ワッショイ！」

　俺の言葉に元気よく頷うなずくと、ドワーフは持ち場に戻っていった。

　こういうことが現場では割と頻繁に起こりがちだった。壁を延々高く建ててしまったり、トンネルを掘らせるとどこまでも掘り進んだり。きちんとストップをかけて軌道修正してやらないと、ドワーフ軍団はその仕事に邁まい進しんし続けてしまう。

「大変だねタカハル」

　心配そうにカプリコは言った。それから彼女は、先ほどのドワーフが戻った先を見つめ、腕を組んでうつむくと「うーん」と唸うなる。その表情は、眉まゆ尻じりを下げて困り顔だ。

「どうしたんだ？　何か困ったことがあるなら相談してくれよ」

「うん。実はね……壁や塔みたいな高いところで作業をするドワーフたちなんだけどさ……結構頻繁に資材がなくなるみたいで、行き来が大変そうだなぁって思って。はしごも渋滞してるみたいだし」

　壁の上に移動できるよう設置したはしごをみると、降りたいドワーフと登りたいドワーフとで、はしごの途中でお見合い状態になっていた。

　いくつかはしごを立てかけておいたのだが、そういったお見合いが各所で発生しつつあるようだった。しまった……こうして見ると動線がぐちゃぐちゃだ。作業が進んでいるから気付かなかったけど、このままじゃ作業に支障が出るな。

　とはいえ「このはしごは上り用で、向こうのはしごは下り用」と説明して、ちゃんとわかってくれるだろうか。だが、さらに問題は続くらしく、カプリコは塔を指差した。

「それと、高いところで作業をしてて、うっかり自分で降りられなくなる子もいたりするんだよね」

　彼女の指差す先には、塔の上で右往左往しているドワーフの姿があった。

　すると、「ちょっと行ってくるよ！」とカプリコは助走をつけてから跳躍し、あっという間に城壁の上へ移動してしまった。さらに跳んで塔の見張り台に着地すると、うろうろするドワーフを抱きかかえて地上に飛び降りる。そっとドワーフを地上に降ろすと、ドワーフはちょこんとお辞儀をして、坑道へと続く地下通路に消えていった。

　そうしてカプリコは、あっという間に一仕事を終えて戻ってくる。

「だいたいこんな感じで救ってるんだ」

「そうだったのか。いつもありがとうなカプリコ」

「ボクにはこれくらいしかできないから」

　はにかむようにカプリコは笑う。正直なところ、建築の仕事についてカプリコにはあんまり活躍する機会が無いんじゃないかと思っていたけど、それは俺の見込み違いだった。

　見る目が無いな俺って。心の中で、カプリコにごめんと謝った。

「謙けん遜そんなんてすることないって。俺が気付けなかったことにちゃんと気付いてくれて、本当に感謝してる。はしごの件はこっちでなんとかするよ」

「うん！　残念だけど、ボクじゃそれは解決はできないからね。ドワーフのみんなもタカハルになんとかして欲しいって思ってるんじゃないかな？」

　そんな話をしていると、カプリコの開けた穴を通ってベルフィーが姿を現した。

「タカハルぅお城まだできないし？」

　せっかくのカプリコの活躍に感動していたところが、台無しだった。

「そんなにすぐにはできないって」

　四隅の塔と城壁はできつつあるが、装飾がないためのっぺりした外観だ。加えて壁の中に建設予定の居館は、ほとんど手つかずだった。

「早く早く早くぅ～、早く作ってぇ」

　ベルフィーはその場に仰あお向むけに倒れると、石畳の上をじたばたとし始めた。子供かよ！

　カプリコも「困ったねタカハル」と眉まゆ尻じりを下げる。

　しばらく放置していると、ベルフィーはじたばたするのをやめ、地面に大の字になった。

「早くお城に住みたいなぁ。広々した食堂に、みんなでいっしょに入れるお風ふ呂ろでしょ～、素敵な眺めのお部屋でしょ？　にへへぇ……それから……えーと……それくらい？」

　指折り数えながら、ベルフィーは満面の笑みを浮かべる。

　そんなに完成を楽しみにしてくれているんだな……うん、なんだかやる気が湧わいてきたぞ。たぶん今のペースなら、城は案外早く完成するかもしれないし、もう一踏ん張りだな。

「ベルフィー、そんなに焦らなくても、近いうちに城に住めるかもしれないぞ？」

「本当にぃ？」

「おう！　本当だとも。みんながんばってるし、改善点も色々と見えてきたから、予定よりも早く仕上がりそうだ。そうしたら……」

　最後まで言いかけて、俺は言葉を吞のみ込こんだ。

　完成したら……ベルフィーが満足したら終わり、なんだよな。

「あたしが満足したらタカハル帰っちゃうんだよね……」

　ベルフィーもそれに気づいたのか、寝転んだままじんわり涙ぐむ。

　それにしても、俺が帰るのを寂しいと思ってくれてるのか。ちょっと複雑な心境だ。

　この世界は……この場所は、俺にとってすごく幸せな場所になっている。ちょっと変わった友達もできたし、マナ能力という不思議な力をもらって作りたい物を作れて……ゲームじゃなくて現実でこんなことできるなんて貴重な体験、もう二度と無いと思う。もし許されるなら、俺はもっとこの世界でいろいろ試してみたい、作りたい……作り続けたい。

　マナ能力がどこまで成長して何ができるようになるのか……考えるだけでワクワクしてくる。それに……こうして力を貸してくれるみんながいる。

　いや……いやダメだ。ふと冷静になった。俺はこの世界の住人じゃないんだ。

　俺には家族がいる。元の世界に待っていてくれる人たちも……木きの下したさんがいる。もう何日も経たってしまったから、木下さんとの最初の約束は果たせないけど……元の世界に戻るのが、自然なことなんだ。

　視線を落とすと、寝転ぶベルフィーと目が合った。

「…………タカハル帰りたいの？」

「俺はこの世界の住人じゃないんだし、帰ることが自然なことだろ」

　俺の言葉にしょんぼりするベルフィーのもとへ、石壁に空いた穴からワッコがやってきた。

「ベルフィーさま泣かないで。ワッコにお任せですから」

　スッとベルフィーの耳元に正座をすると、ワッコはぽんぽんと自身の膝ひざを軽く叩たたき、膝枕まくらをしてあげていた。そして「ベルフィーさまは良い子良い子ですからね」と、優しく大悪魔の頭を撫なであげる。

「ふやあああぁ。癒いやされるなぁ」

　あっという間に機嫌を取り戻したベルフィーと、それを成し遂げたワッコの謎なぞの包容力。

　外見年齢的には一番幼いのに、恐るべし。再び大悪魔の視線が俺を見つめた。

「むうううぅ～」

「なあ、ベルフィー。お前は怠惰で欲深い大悪魔なんだろ？　それならそう簡単に満足しないんじゃないか？」

「あっ……そういえばそうかも」

「だったら心配しなくてもいいと思うぜ」

　──ベルフィーが満足しない限り、俺は元の世界に帰れない。

　そういう約束だから、お前がずっと満足しなければ俺もこの世界に残れる……って、何を考えてるんだ俺は。帰るために始めたことなのに……。

　するとベルフィーは、膝ひざ枕まくらから立ち上がって、俺の顔をびしっと指差した。

「それじゃあタカハルは今後もあたしのためにがんばるし。ふふん。わがままで怠惰なあたしを、はたして満足させられるかなぁ？」

　口調とは裏腹に彼女の瞳ひとみの光は、まだ心細そうに揺れていた。俺も努めて明るく返す。

「おっ！　言ってくれるじゃないか。よーし見てろよベルフィー！　実はやってみたいクリエイトのアイディアがあるんだ。今から俺の力を見せつけてやる！」

　そしてそのまま俺は、城の庭園建設予定地に、石材を敷き詰めて土台を作っていく。

　カプリコが興味深そうに聞いてきた。

「なになに？　円形の噴水でも作るのかい？」

「庭園に噴水っていうのも定番で良いと思うけど……もっとキラキラしたものだ」

　ワッコも不思議そうに首を傾かしげた。が、何か思いついたようで両腕を万歳させる。

「キラキラでわかりました！　ここにも坑道を掘るんですねおにいちゃん？　鉱石キラキラですから！」

「ちょっと違うな。まあ坑道と作業現場が近いっていうのは良いアイディアだけど」

「あうぅ……じゃあわからないですから」

　しょんぼりするワッコの頭を、グリペンがそっと撫なで撫なでして励ました。

「……何をお作りになられるのですか？」

「そいつはできてからのお楽しみだ！　最近俺は、現場監督がメインで自分の手で作るのがおろそかになってたし、城の本体を作るにあたって建材の使い方に慣れておくためにも、このクリエイトはちょうどいい」

　城の外壁や四方に配置した塔作りは、ワッコとドワーフ軍団に半ばお任せしてしまったので、最近はあまり自分で作れていなかった。

「というわけで、ワッコは俺に代わって現場作業の監督を頼む。もし何かあったらすぐに連絡してくれ。カプリコは引き続き、ドワーフたちの保安をよろしくな！　ベルフィーは……ゴロゴロしてるんだろ？　いつも通り自由行動だ」

「はいなのです！」

「わかったよタカハル！　できあがるの楽しみにしてるね！」

　ワッコとカプリコは元気よく返事をして、それぞれ持ち場に向かっていった。

「暇だなぁ」

　取り残されたベルフィーはというと、あくびを一つ。

「そういえば姿が見えないけど、グリペンはどうしたんだ？」

「お肉を獲とりにいくってぇ」

「そりゃあ助かるな。よし、俺もがんばろう」

　土台ができたところで、俺は周囲を囲むように木材で足場を組んでいった。それほど背の高い建物を作るわけではないが、足場がある方がなにかと捗はかどる。

「タカハルう遊ぼうよぉ」

「お前、本当に暇をもてあましてるんだな。手伝ってくれてもいいんだぞ？」

　ベルフィーはアメジストのような瞳ひとみをまん丸くさせた。

「ええぇ……働いたら怠惰な大悪魔っぽくないし」

「まったく……じゃあ、ベルフィーは俺のクリエイト能力を見ながら休憩しててくれ」

　俺は足場から降りてスマホを具現化した。インベントリを開くと、ビーチパラソルを建てて、日陰にデッキチェアーも設置する。ここで休んでていいぞ……と言う前に、ベルフィーはデッキチェアーにのそりと寝転がった。

「タカハルはあたしがいないと、ぜんぜんだめなんだからぁ。ここで見ててあげるからね。これは労働じゃなくて、えーと……観賞だから問題ないのだぁ」

　そう言うベルフィーは、まるで猫みたいに目を細め、尻尾しつぽをゆらゆらさせながらご満悦だ。彼女に見守られながら、俺は建物作りを再開した。

　さほど大きなものでもないし、カギとなるアレも着々と増産中だ。夕方までにはなんとか形になるだろう。




　日が落ちる前になんとか、城壁の内側──敷地内の一角に石造りの建物ができあがった。

　内装に手をつけていないため、中身は空っぽなのだが……この部屋、なんと天井を総ガラス張りにしたのだ。量産したアレとはガラスのことで、半球系にガラスを敷き詰めて作ったドームが、天井に覆おおい被かぶさっている。透き通るようなガラスのおかげで、室内にいながら、夜空が綺き麗れいに見えた。

　ガラス材を加工しまくって気づいたけど、やっぱりドワーフ軍団任せにしてばっかりじゃ俺自身が成長しないなと実感した。

　それじゃあ……できあがったばかりの小さなドームにベルフィーたちをご招待だ。

　さっそくみんなを呼び、入口で靴を脱いでもらう。建物の床は木材を敷き詰め、ごろ寝ができるようにした。照明は必要最低限に留とどめ、中はぼんやり薄暗くした。

　ベルフィーが天井を見上げて声をあげる。

「おおぉ……お空が屋根になってるし」

「どうだ？　なかなかの景観だろ？　なんと、家の中に居ながら夜空を眺められるんだぜ。引ひき籠こもりなのにアウトドア気分を満喫できるって寸法だ」

　夜空に銀河が広がっている。この世界にやってきた日の夜に、山頂で見上げた夜空が忘れられなくて……そういう意味では、俺が自分のために作った建物と言えるかもしれない。もちろん屋内にいながら夜空が見られるというのは、怠惰な大悪魔にもぴったりだろう。

「ちょ、ちょっとだけ……いいかも。タカハルやるじゃん」

　するとカプリコが、いち早く床に寝そべって仰あお向むけになった。

「ねえねえ！　こうしたら首を上に向けなくてもいいよね」

「本当にキラキラなのです！　ワッコもごろんします」

「ああぁ。あたしより先に怠惰っぷりを発揮するなんて、二人ともずるいしぃ」

　三人が床に寝転んで並ぶ。そんな中、グリペンは立ったまま空を見上げていた。

「どうしたグリペン？　何か気になることでもあるのか？」

「……星は外で見るものとばかり……到底思いつかないことです。心より賞賛します」

　真面目まじめな口振りで彼女は言う。

「部屋でごろごろするのが好きなベルフィーにはぴったりだろ？」

　そう言うと、床でごろんとしながらベルフィーがほっぺたを膨らませた。

「ぶーぶー。最近は外にも出るし。ハンモックとかデッキチェアがあれば外でもダラダラできるしね。別に働きたくないだけで、タカハルが言うほど引き籠もりじゃないし」

　不満を体現するように床をゴロゴロ転がると、釣られてワッコとカプリコもゴロゴロと川の字のまま転がりだした。

「こらこら転がりすぎだぞ。でも……みんな楽しんでくれて何よりだ。よかったら、今夜は星を見ながらゆっくり過ごすってのはどうだ？」

　カプリコがぴたっと止まって上半身をすっくと起こした。

「なんだか……ロマンチックだね、タカハル。ボクの乙女心がキュンとしたよ」

　頰ほおをうっすら赤らめながら、カプリコは微笑ほほえんだ。爽さわやかな美少年っぽいカプリコだけど、髪飾り一つとっても、身につけている小物は女の子らしい可愛かわいらしさがあった。存外、この中で一番心が乙女なのは彼女かもしれない。

「ワッコはおにいちゃんと一緒のお部屋でゴロゴロできて嬉うれしいのです」

　俺の足下に転がってきて幼女が無邪気に笑う。俺もその場に寝転がった。

「グリペンも立ってないでリラックスしてくれ」

「……失礼します」

　言うや否や、彼女は元のグリフォンの姿に戻ると寝そべった。床面積のおよそ三分の一が埋まる。

　その横で、夜空を眺めていたベルフィーがブルッと身震いした。するとそのままゴロゴロとグリペンの方に転がっていき、身を寄せた。

　そういえば……なんか寒いなこの部屋。石の床よりはマシだろうけど、木材を敷いたくらいじゃ夜は冷える。作ってみないとこういうことってわからないもんだな。

　なので自然と、女子たちはふかふかなグリペンの方へと吸い寄せられていった。

「はぁぁ……グリペンって温かいね！」

「ワッコもぬくぬくしたいのです」

「なんかぁ……こういうのいいかも。みんなで一緒にって……寂しくないし」

　ベルフィーの口を衝ついて出た言葉に、俺はハッとなる。

　ベルフィーは、ずっと寂しかったんだろうな。この島でほとんど独りで過ごしてきたようなものだし、一緒にいたグリペンも人化してしまわないよう距離を取っていただろうから、余計に孤独を感じていたのかもしれない。でも、今はもうそんな遠慮も距離感も、ベルフィーには必要無かった。

　ベルフィーを筆頭に、グリペンにくっついて女子たちが身を寄せ合っている。

　そんな中、カプリコが笑顔で言う。

「ねえベルフィー！　こういうのって……友達っぽいよね？　ワッコもグリペンもタカハルも、みんな一緒に星を見るなんて、すごくボクは嬉うれしいよ！」

「え、えっと……友達っぽくなくもない……かも」

　二重否定しながらベルフィーは頷うなずいた。友達ができてよかったな。相手が救世主だからとか、遠慮しなくてもいいと思うぞ。

　そうやって温かい目で見守っていると、グリペンが俺の方を向いて「クル？」と鳴いた。一緒に身を寄せ合わないのか、ということだろう。

「いや、でも俺は……男子だし」

　大悪魔と救世主が歴史的和解をしているところに、俺が混ざるのは野や暮ぼな気がする。

「クルル！」

　グリペンの方が俺にすり寄ってくる。そしてベルフィーたちはそのまま親ガモに追従する小ガモのように、グリペンに向かってゴロゴロ転がった。翼に包まれると……確かに温かい。

　見上げた空に星が瞬く。俺の隣に転がってきたベルフィーが身を寄せ、笑った。

「グリペンがいれば温かいねぇ」

　彼女の笑顔を見て、自分のマナ能力の練習とはいえ、この部屋を作ってよかったと思う。

　自分が作ったものを喜んでもらったり、感動してもらうのって嬉しいな。やばい……やっぱり楽しい……作るのって。















○自動褒ほめ機




　城の建設予定地を囲むように積み上げられた城壁の四隅に、支柱となるように建てた四つの塔。それらの塔から中庭に向けて、俺はスロープを設置した。いわゆる滑り台だ。これが、上下移動の渋滞に対して効果絶大だった。

「「「「「ワッショイワッショイ」」」」」

　資材を使い切ったドワーフたちが、補給のためスロープで地上まで滑り降りてくる。その手軽さと早さ、そして何より楽しさで、スロープを滑って降りるのが大人気で、はしごは自然と上りの一方通行になった。

　それにしてもこのスロープ……城ができたら壊すつもりでいたけど、残しておくのも良さそうだ。いや、むしろもっとうねらせるようにして、水も流せばウォータースライダーになるかもしれない。楽しそうだし、アリだよな。

　だが、そうして城の未来に想おもいを馳はせていると……スロープで効率が上がったおかげか、外壁の作業が一段落した途端に、一番多く必要な石材のストックがまたも底をつきかけてしまった。そこで、居館築城の準備のため、ドワーフたちには全員石材採掘と高炉による精製をお願いし、ワッコにはこれを機にいろいろ鉱石について教えてもらうことにした。

　普段の賑にぎわいが噓うそのように静かになった城の中庭に、様々な石材が並ぶ。まるで見本市のようだった。

　そうして、その一番端でぴょこんと立つワッコに、鉱石について色々と説明をしてもらっていたのだが……俺の隣でベルフィーが口を尖とがらせる。

「ずーっと石の話ばっかりだし。つまんなぁい」

「その割には、大人しくワッコの授業を聞いてたじゃないか」

「それはワッコがなんか……聞いて欲しいみたいな顔してたからぁ」

　ワッコが俺とベルフィーを指差す。

「私語はだめですから！　びしびし指導です！」

「タカハルのせいで先生に怒られたし」

「俺のせいかよ！」

　ワッコは「おさらいしますね」と、並べた石材について順番に解説を始めた。

「これは、普通の石。ピッケルでカチカチするとポーンってとれます」

「城の基本的な素材だな」

「えー。なんか地味だし」

「地味とか言うなよ。ワッコたちが、がんばって掘り進めてくれた苦労の賜たま物ものだぞ」

　続いてワッコが指差したのは、石材を高炉で焼いて作った硬石材。違いといえば強度と見た目で、通常の石材がボコボコしているのに対して、表面がなめらかな感じだ。

　普通の世界なら、ただ石を焼いてもこうはならないのだが、これもマナ能力のなせる業か。そのままワッコは次の石の前に立った。

「それからこれが鉄鉱石。カチカチカチカチいっぱいすると、ポーンってとれます。熱々にすると鉄になりますから。今、いーっぱい作ってます。ええと……えっと……これで授業はおしまいです。質問はありますか？」

　ぺこりとお辞儀をするワッコに、ベルフィーがあくび混じりで聞く。

「ねぇねぇ宝石とかないのぉ？」

「うーん、ここにはありません。がんばって探すのです。けど、宝石は珍しいので、全然見つかりません」

「へー。探せるんだぁ。すごいんだねワッコって」

　そのすごいワッコの産みの親である、モンスター大事典の持ち主が感心の表情を浮かべた。一方、褒ほめられたワッコはほっぺたを赤くさせる。

「ドワーフは鉱物資源の専門家だって、ベルフィーの大事典にも書いてあったぞ」

「そっかぁ。ちっちゃくて、かわいいだけだと思ってたし」

　ワッコが両腕をあげた。

「ちっちゃくないですよ！」

「えー？　ちっちゃいじゃん」

「ワッコの心は、あのお山のように大きいのです」

　スッとワッコは城の後ろにそびえる山を指差した。度量のサイズを表すのに、ずいぶんと大きく出たな。

「じゃあじゃあ、あたしのこと、もっともーっと甘やかせられる？」

「できますとも」

　ワッコはベルフィーのもとに駆け寄ると胸を張った。そこにベルフィーの顔を埋めさせ、ワッコはぎゅーっと抱きしめる。

「あはぁ……この安らぐ感じ。たまらないし」

「いいこいいこ。ベルフィーさまはワッコがいっぱい甘々に育てますから」

　育てるのかよ!?　頭を撫なでられてベルフィーはひなたぼっこをする猫のように目を細めた。そんなワッコと目が合う。

「おにいちゃんもおいでなのです。ワッコがわふわふしてあげますから」

「い、行かないから！　こらベルフィー。いつまでそうしてるんだ？」

「ふやあああ。この子にはあたしのお母さんになってもらうんだぁ～」

「お前の方が生みの親だろしっかりしろ！」

　俺はベルフィーをワッコから引きはがすと、ベルフィーはしぶしぶワッコから離れた。離れ際に少し寂しげな顔になったワッコだったが、ニコリと微笑ほほえむ。

「ワッコ、みんなのお母さんになりますから！　甘やかすのは任せてください！」

「ならんでいいから！　というか、むしろワッコの方こそ、たまには俺やベルフィーに甘えてくれ」

　いつもドワーフ軍団をまとめ上げてがんばってくれてるし、俺もなにか感謝の気持ちを表したい……少し気恥ずかしかったが、俺は膝ひざを折ってしゃがむと、ワッコをそっと抱きしめて、頭を撫でた。

「わあああ。タカハルお母さんだ！　ワッコ幸せなのです」

「タカハルお母さんだってぇ……ぷぷぷ」

「そこはせめてお父さんで頼む！」

　そのまましばらくワッコを撫で、解放したところで──

　バッサバッサと翼をはためかせて、グリペンがカプリコを背に乗せて降りてきた。

「ただいま！　あれ？　なにしてるの？」

　着陸前にグリペンから飛び降りて、颯さつ爽そうと俺たちのもとにやってくる救世主。

　その手にはノートがあった。まあ、ノートといても紙束を紐ひもでしばった簡素なものだ。

　日中の、影人間の脅威が無いうちにカプリコにはグリペンと組んでもらって、城の周辺の調査をお願いしていた。グリペンも着地と同時に美女の姿になると「…………帰還しました。特に報告すべき問題はありません」と、俺とベルフィーに報告を済ませる。

「二人ともお帰り。お疲れ様」

　カプリコが俺にノートを差し出した。

「はいこれ。島の北側には雪原地帯があったよ。その隣に砂漠が広がってたね。本当に不思議な島だなぁ」

　ベルフィーの話によると、それもこれも人間の侵入を阻むためということだった。難儀な環境だとは思うけど、いろんなものを作りたい俺としては、その環境がすぐ近くにあるというのは、実にわくわくする状態だと最近になって気がついた。多様な自然環境が混在しているということは、それだけ様々な素材が手に入れやすいということでもあるし。

　受け取ったノートをぱらぱらめくる。

　ぶきっちょなカプリコのことだから、かなりざっくりな内容かと思いきや、手書きの地図をベースに、近隣の情報が綺き麗れいにまとめられていた。

「これ、カプリコが書いたのか？」

「うん！　どこかわからないところある？」

「すごいな……いや、十分だよ」

　というか十分すぎる。こんな言い方は失礼かもしれないが……ちょっと意外だった。

「ねえねえ、みんな揃そろったし、タカハル何か楽しいもの作ってよぉ。まだ石集まらないから、作業始まらないでしょぉ？」

　と、ぼんやり思っていたところで、突然ベルフィーから気まぐれなリクエストがきた。

「何かって……また適当だなおい。せめてお題くらいあればいいんだけど」

「それもタカハルが考えてぇ」

「まったく……しょうがないな」

　まあ、ちょっと作ってみたいものもあったし、ワッコ先生の授業も一区切りついたところだから、試しにクリエイトしてみますか。

　俺はスマホを具現化して、インベントリから鉄と角材を取り出す。それぞれ細長い状態で組み合わせてできたのは……レールだった。試しに一つ、地面に設置してみた。

「タカハルなにこれぇ？」

　不思議そうに足下を見つめるベルフィーに、俺は小さくせき払いしてから返す。

「オホン。これはレールだ。この上に車両を載せて、走らせることができるんだ」

「それでぇ？」

「それだけだ」

「えー、なにそれぇつまんなぁーい」

　たしかにレールを一つ敷いただけじゃ、おもしろくなりようもない。

「とりあえず、ぐるりと一周できるように設置してみるか」

　最初に置いた一つを起点に、円周十六メートルほどの楕だ円えん状にレールを設置する。遊園地のちびっ子コーナーにあるミニ列車コーナーみたいになった。さらに木材と鉄を組み合わせて、小さなトロッコも作成する。それをレールの上に置けば……完成だ！

「クリエイトレール＆トロッコ！」

　すかさずカプリコがトロッコに飛び乗った。

「これって、どう見ても思わず乗りたくなるよね！」

　すると、トロッコが一人でに動き始めた。グリペンが肩をビクッとさせて、後ずさる。

「どうしたんだグリペン？」

「……動いています。驚異の技術です」

「そりゃあ、レールの上を走るのがトロッコだからな」

「……すごいものなのですね」

「もしかして見たことがないのか？」

　グリペンはコクコクと頷うなずくと、感心したように動くトロッコを視線で追いかける。

「うわあああい！　これ！　たのしー！」

　レールの上をぐるぐる回るカプリコを、ベルフィーとワッコが見つめていた。

「ううぅ……なんか乗ってないのに目がまわりそうだし」

　どうやらベルフィーはあまりお気に召さないようだが、ワッコが瞳ひとみを輝かせている。

「おにいちゃん！　これがあれば坑道の奥まであっという間です！　鉱石も運べるかもしれません！　すごくワッショイです！」

「おっ！　そういえばそうだな」

　炭鉱の街にトロッコはつきものだ。

　坑内に設置すれば、採掘好きなドワーフ軍団が活用してくれるかもしれない。

「ワッコも乗りたい！　乗りたいですから！」

　カプリコはトロッコを急停止させて、縁に手をかけ颯さつ爽そうと飛び降りた。自分で作っておいて言うのもなんだが、いったいどうやって走ったり止まったりしてるんだろう。

「それじゃあ交替だね！」

「おにいちゃん、抱っこお願いします」

　小柄なワッコにはカプリコのようなダイナミック乗降車は無理そうだった。俺はワッコを抱き上げてトロッコに乗せてあげた。

「わぁい！　ありがとうですおにいちゃん！　しゅっぱつしんこー」

　ワッコが楽しそうにトロッコを動かしているのを眺めつつ、ベルフィーが溜ため息いきを吐つく。

「これだとワッコが楽しいだけだし」

　一番にトロッコを楽しんだカプリコが、ベルフィーに笑顔で言う。

「結構スピードが出るね！　ベルフィーも乗ってみたらどうかな？」

「ええぇ……ぐるぐるしてたら目がまわるしぃ」

「グリペンは大丈夫なのに？」

「グリペンは優しく飛んでくれるからねぇ」

「あっ！　そういえばそうかも！　グリペンってすごく丁寧に飛ぶよね？」

　突然褒ほめられまくったグリペンが、ほんのりほっぺたを赤らめた。

「……とんでもないです」

　その間、ワッコが「きゃーきゃー！　ワッショイソイヤソイヤ！」と、楽しげにトロッコで爆走する。ちょっと危なっかしいなと心配になったものの、かなりのスピードでもカーブで脱線や横転する気配がまるで無かった。

　しかし、確かにこのままだとワッコが楽しいだけだな。もっとみんなで楽しむ方法は無いだろうか……。ワッコ……ワッコか。

「そうだ！　いいことを思いついたぞ。三人ともちょっといいか？」

　手持ちぶさたなベルフィーたちを俺は呼ぶ、レールの周囲にベルフィー、カプリコ、グリペンをそれぞれ立たせた。空いている場所に俺自身も立って準備完了だ。

「ワッコ！　俺をいいこいいこしてくれ」

「はあい！　ワッショイワッショイ！」

　トロッコでぐるりと回ってワッコが俺の頭を撫なでる。それが終わると、そのままトロッコはベルフィーのもとに向かった。

「ベルフィーさま、いいこいいこ」

「ふやぁ……いいかも」

　続いてカプリコのもとにワッコを乗せたトロッコが行く。

「カプリコも、いいこいいこ」

「ふええ……」

　最後にグリペンのところにもトロッコが滑るように移動した。

「グリペンも、いいこいいこ」

「……こ、これは……素晴らしい」

　俺は胸を張って宣言した。

「どうだ！　全自動ワッコなでなで共有マシン！」

　この発明に、賞賛の拍手がわき起こったのだが、すぐに致命的な欠陥が発見された。

「ううう……乗りすぎると目がまわりますからぁ」

　あまりにぐるぐる回りすぎて、ワッコがトロッコの中でひっくり返ってしまった。楽しいからとワッコも飛ばしすぎたみたいだ。

　ワッコにはちょっと悪い事をしちゃったな。彼女が目を覚ましたら、坑道に行ってレールとトロッコを配置してあげよう。これでさらに採掘が捗はかどれば文句なしだ。








○遭難




　居館の建築に必要な資材も順調に集まり始めた。坑道に設置したトロッコは、さっそくドワーフ軍団が活用し始めていた。より深い所にも掘り進められるようになったらしく、ワッコの指示の下、地下トロッコ路線は順調に拡張されつつあった。

　もはや俺自身、坑道がどの程度広がったのか把握できていない。もしかしたら、一度足を踏み入れれば二度と戻れない地下迷宮のようになっている……かもしれない。

　一方、そんな迷宮ほどではないのだが、ベルフィーの部屋も惨さん憺たんたるありさまだった。

「なんなんだ……この部屋は？」

　ひどい散らかりようだ。この仮住まいに住み始めてからたった数日でこのぐちゃぐちゃぶりは、ある意味才能と言えるかもしれない。足の踏み場を探すのが困難な中、ベッドの上でごろごろしながらベルフィーが俺に言う。

「お部屋が賑にぎやかで超落ち着くしぃ」

「これは賑やかなんじゃなくて、散らかってるんだ。そんな中で落ち着くんじゃない」

「いいじゃん別にぃ。誰だれも迷惑してないよ？」

　まったく……ああ言えばこう言う困った大悪魔様だ。

「どうしてこんなに散らかるんだ？」

「うーん。わかんない。気付けばだいたい、いっつもこうだし。きっと、これがあたしにとっての住みやすい快適な環境なんだよぉ。モノに囲まれるって安心しない？」

「いくらなんでも限度ってものがあるだろ。あんまりひどいようなら全部捨てるぞ？」

　俺が足下に積まれた本を手に取ると、ベルフィーがゴロゴロとベッドを転がった。

「やだやだやだよぅ。捨てないでぇ」

　捨てないでと言うだけで、片付けようとはしないベルフィーに、俺は頭を抱えた。

「それじゃあせめて少しでいいから、整理整頓してくれ」

「無理だよぉ。あたしには、お部屋のお片付けなんて難しくてできないって」

「できるできる大丈夫。俺も手伝うし、秘密アイテムも作ってやるから」

　俺はスマホを具現化し、インベントリから材料を選ぶと、パパッと箱──アイテムボックスを作って部屋の隅に配置した。

「ほらベルフィー。迷ったら、全部この中に入れればいいんだ」

「秘密アイテムって……ただのアイテムボックスだし。タカハルやってよぉ」

「ダメだ。お前は大悪魔だろ？　この島の支配者にして、この部屋の最高責任者だ」

「なにそれぇ」

　だるそうに布団にくるまり、簀す巻まき状態で顔だけ出してベルフィーはブーたれる。

　みのむしベルフィーだ。ちょっと可愛かわいい。が、ここは心を鬼にしよう。

「ともかく、支配者ならきちんと統治しなきゃならん。見ろ、この部屋のすさみっぷりを。部屋の一つも掌握できなくて、世界征服はできないぞ」

「そもそもそんなことする気ないしぃ」

　そういえばそうだった。覇気ゼロやる気ゼロの、怠惰の大悪魔──それがベルフィーだ。

「わかったわかった。それじゃあ俺が片付けるから、ベルフィーはそこで見てろよ」

　床に散らばる本から取りかかった。巻数ごとにまとめてアイテムボックスに収納する。

「ああぁ……その本、あとで読もうと思ってたのにぃ」

「読みたくなったらアイテムボックスから一冊ずつ取り出して、読んだらしまってくれ」

　ぬいぐるみやランプや食べかけのドーナツも、お皿ごとアイテムボックスに放ほうり込む。

　しかし、いくらアイテムボックスに入れても作業が一向に終わらない。なんて量だ……と思いつつ仕し舞まい続けていると……あれ？　さっきベッドの回りは片付けたはずだよな。

　ふとベッドの上を見ると、本が……増えていた。俺が片付けてスペースが空いたそばから、ベルフィーが黒い霧を発生させて本を配置している。

「よいしょ……うんしょ……そーれ……ふぅ」

　ベルフィーは腕で汗をぬぐうようにして「一段落した」みたいなドヤ顔をしてみせる。

「うおおい！　片付けたそばから散らかすんじゃねぇよ！」

「ええぇ？　なんかぁ……寂しくて」

「そんな寂しさは耐えてくれ！　まったく……もう本は出すなよ。それからお菓子もダメだからな。ぬいぐるみは出してもいいけど、ちゃんと並べてあげるように。床に放置しないこと。いいな？　床に転がされてたら、ぬいぐるみたちもかわいそうだろ？」

「しょうがないなぁ。タカハルはわがままなんだだから」

　俺のわがままじゃないだろこれは。手当たり次第にアイテムボックスに散らかった……というか、意図的に散らかされたベルフィーの私物を放り込んで、部屋を元のすっきり片付いた状態に戻した。

「なんか、また寂しい感じになっちゃったなぁ」

　のそりと立ち上がると、ベルフィーは突然黒い霧を手に纏まとわせた。

「なんだそれは？」

「魔法の壺つぼだよぉ。あとお砂糖と棒。これでタカハルに大悪魔のすごさをみせるし」

　それは銀色の一輪挿しのような、口の小さな壺だった。そこに砂糖を入れた。

　箸くらいの長さの木のスティックを手にして、ベルフィーは壺の周りにスティックを沿わせた。ブイイイイイイイイイイイイイン！　と、銀の壺が振動を始める。

「これ、どこから動力を得てるんだ？」

「もちろんマナだよぅ。そおれっと」

　甘い匂においとともに、白い雲のようなものが壺つぼの周囲に吹き出した。それを器用にスティックに巻き付ける。クルクルクルっと、なかなかこなれた手つきだ。

　って綿菓子じゃねーか！　この世界にもあるのかよ！

「できたぁ。じゃじゃーん。食べられる雲だよぉ。これはお菓子じゃないからねぇ」

　やはりどう見ても綿菓子だった。ベルフィーは幸せそうに綿菓子を食べる。

「んおいしぃ。タカハルも食べたい？」

「……じゃあ一口だけ」

　そう言って彼女の差し出した綿菓子を受け取ると、俺は自分のインベントリにしまった。

　さらに綿菓子を発生させる銀の壺もインベントリへ。

「ああぁこらぁ……甘いのぉ……返してよぉ。お菓子じゃないよ雲だよぉ」

「お前というやつは。ハァ……これもあっちのアイテムボックス送りだな」

　インベントリにしまった銀の壺と綿菓子も、俺はアイテムボックスに移送した。

　それを見るなり、ベルフィーはのそのそとアイテムボックスに向かうと、蓋ふたを開ける。

　そして手を突っ込めばいいだけなのに、上半身ごと箱の中に入った。

「ミミックに食べられた人の真ま似ねぇ」

「似てるかどうか判別つかないから！」

「結構いけてると思うんだけ……あっ」

　体重を前にかけ過ぎたのか、ベルフィーの身体からだがアイテムボックスにつるんと滑り落ちるように吞のみ込こまれた。

「あっ！　ベルフィー！」

　すかさず腕を伸ばして彼女の足首を摑つかんだのだが──

「うおわあああ！」

　一緒に引き込まれると、その拍子にバタンと何かが重苦しく閉まるような音がした。




「うぅ……ここどこぉ」

　暗中に少女の声が響く。俺はスマホを出そうとしたが……インベントリが開けない。

「怖いよぉ……タカハルぅ」

「悪魔が暗くら闇やみを怖がるなよ。まったく」

「あっ。よかったぁ。タカハルいたし」

「いや、良くないだろ。なあベルフィー。何か明かりになるものは無いか？」

「ちょっと待っててぇ……んん？　あれ？　あれぇ？　何も出せないし」

　どうやら彼女のインベントリも使えなくなってしまったらしい。

「うーん、アイテムボックスの中に閉じ込められたようだな……俺たち」

「ええええぇ。どうしようタカハル」

　イマイチ緊張感の無い口振りでベルフィーは言う。そしてそのまま俺の身体からだを抱き寄せてきた。

「なんだか寒いし」

「うわっと……何も見えないんだから、急に抱きつくなよ。ビックリするだろ？」

　だがしばらく経たっても、闇やみに目が慣れるということはなかった。

　ただただ静かで、彼女の息づかいだけしか感じられない。

「ねぇ、これってタカハルのマナ能力だよねぇ？　なんとかできるんでしょ？」

「それが俺も何も出せなくて……お手上げだ」

「噓うそぉ。いいんだよそういうドッキリみたいなのはぁ」

「本当にどうしたらいいのかわからないんだ」

　正直に話すと急にベルフィーが涙声になった。

「ど、どうしようぅ。もう外に出られないのぉ？」

「ははっ、自称引ひき籠こもりでも、外に出たくなるんだな」

「あたしは自由に外に出る権利を持ったうえで、あえて自分の部屋にいるのが好きなだけで、閉じ込められるのは嫌なのぉ」

　さいですか。わがままだなぁ。

「っていうかぁ、タカハルなんで落ち着いてるのぉ？」

「いや、俺だってピンチだと思うけどさ、そもそもこの世界に来た時点で、俺としては帰れない状態になっちゃったわけだし……こっちに来てしばらく、焦ってじたばたしてもしょうが無いってのは学んだからな」

　ベルフィーは「そっかぁ成長したねぇ」と力無く呟つぶやいた。相当弱ってるっぽいな。

「大丈夫だって。まずは明かりを探そう」

　俺はしゃがんで手を触角代わりに床をさらう。

「きゃっ……タカハルそれ、あたしの足首だし」

「ごめんごめん」

「上向いたらパンツみえちゃうねぇ」

「真っ暗で何も見えないから」

「見たらだめだよぉ」

　この前裸をさんざん披露しておいて、そんなことを言われても困るっての。

　続けて探索を進めると、本やぬいぐるみとは違うひんやり硬質な何かが指先に触れた。

　形からしてランプのようだ。ベルフィーに手渡すと彼女はマナを込めた。

　ぼうっと、俺たちを包むようにランプの明かりが照らす。

「よかったぁ。タカハルいたぁ」

「最初からずっと一緒にいたって」

　お互いの顔と無事を確認して一段落だ。ベルフィーが空に向けてランプを掲げる。

「うへぇ。天井が見えないし」

「マナ能力が使えれば、素材を出して加工して、ハシゴを上まで伸ばすんだけどな」

　まさかベルフィーの部屋の中で遭難するとは思わなかった。

「二人きりだねぇ。タカハルが来た日みたいだし」

「あの時だってグリペンはいただろ？」

「いたけど、あんまり仲良くしてなかったから、ずっと独りみたいなものだったし」

　ベルフィーはランプを床に置くと、その場に座り込んだ。

「ねえタカハル。もし誰だれも気付かなかったら……あたしたちどうなっちゃうんだろ」

「アイテムボックスの中に入れたものって劣化しないからな。食べ物でもなんでもさ。だからきっと死なないって」

「それって死ねないってこと？」

　うっ……言われてみればその通りだ。

「じゃあずっとずーっとタカハルと一緒だねぇ」

「さすがにそれはまずいよな」

「独りだったら寂しいけど、タカハルがいてくれるならいいかなって思うし」

「今の俺はなにも作れないぞ？」

「別にいいよぉ。そばにいてくれるだけで十分だから」

　まあ、独り闇やみの中に孤立するよりは、話し相手がいるだけマシか。

「なんだか眠くなってきちゃったし」

「せっかくだし、寝るか？」

　ベルフィーの睡魔が伝染したのか、俺も眠くなってきた。

「ちょこっと寒いから抱っこさせてね」

　横になった俺にベルフィーが抱きついてくる。なんだか甘いような良い匂においがした。

　お互いの体温を共有しながら意識が闇へと落ちて……い、いけない。この感覚は危険だ。眠ったら二度と目覚めないかもしれない。理由なんて無かった。ただ、本能が眠ることに警鐘を鳴らしていた。

　眠っちゃだめだ。そうしたら二度と意識が戻らないかも……しれ……な……。




「二人とも大丈夫？」

　はつらつとした声に意識を引き戻されて、俺はぎょっとした。

　あたりを見回してみる。ここは……ベルフィーの部屋だ。片付けたはずの部屋なのに、足下に本やらぬいぐるみやら、食べかけのドーナツが散らかっている。

　その中には、煌こう々こうと灯ともったランプと銀の壺つぼ。それに綿菓子もあった。

　ベルフィーはベッドの上で「すやぁ」と心地よさそうに寝息を立てていた。

「立てるかいタカハル？」

　差し伸べられた手をとって立ち上がる。

　どうやら俺たちを助けてくれたのは……救世主カプリコみたいだ。

　でもどうやって？　俺たちがアイテムボックスに落っこちたと気付いたのか？

「何が起こったんだ？　カプリコが俺たちを助けてくれたのか？」

　カプリコは俺から視線をそらした。

「え、ええと、救世主だからね。べ、別に部屋の中で転んだりとかしてないし、何も壊してないから。あははは！　二人の姿が見えないから探していたらその……ええと……ともかく無事でよかったよ！」

　……どうやら、彼女の破壊神的な側面によって、俺とベルフィーは偶然助けられたらしい。部屋の中のごちゃつきっぷりからして、どうやらカプリコがうっかりアイテムボックスを破壊したようだ。

　アイテムボックスが壊されると、中身がちらばってしまう。そこらへんはワークリと同じなんだな。まあそりゃそうか。

「ともかくありがとう。助かったよ」

「お役に立ててなによりさ」

　どことなくカプリコは寂しそうに呟つぶやいた。

「カプリコ？　別にアイテムボックスを壊したからってそんなに怒ってないぞ。おかげで助かったんだし、ボックスだってまた作ればいいんだから」

　すると、焦ったようにカプリコは声を裏返す。

「べ、べべべ別に何もないよ！　元気だから！　それじゃあね！」

　そしてそのままカプリコは、部屋を出ていってしまった。取り残された俺は散らかった部屋の中心で袖そでまくりをする。

「さてと、今度こそ大掃除だな」

　ベルフィーの部屋の整理整頓をしながら、安らかな寝顔を浮かべる彼女の幸せについて、いつの間にか考えていた。

　ベルフィーには、独り寂しくないように、カプリコやみんなに囲まれて……ずっと楽しく怠惰に暮らし続けて欲しい。

　たとえ、俺がいなくなったとしても……っと、まだ城ができてもいないのに、なんだか湿っぽくなっちまったな。








○完成




　それからまた数日──

　城の居館が完成した。大きなトラブルもなく、終わってみれば順調に作業が進んで……意外なほどあっさりとできあがってしまったのだ。

　ドワーフ軍団との連携も、ワッコのおかげでより効率があがり、俺が気付かないところでカプリコがフォローをしてくれた。

　相変わらずベルフィーはハンモックやデッキチェアーでダラダラしたり、グリペンに扇あおがせたりと働きはしなかったものの、どことなく楽しげに俺たちが作るのを見ているようだった。大悪魔曰いわく「あたしが総監督で一番偉いし」とかなんとか。

　時折、カプリコが壁や塔や居館の部屋をうっかり粉砕することはあったものの、その時はすぐに俺が補修フオローする。慣れたというと言い方は悪いけど、しでかす前の予兆が最近ではわかるようになってきた。

　ともあれ、これにて俺の仕事はいったん終わり……だ。言い切ることに躊ちゆう躇ちよしてしまったけど、こうして城が形になったのだし〝外側〟はそれなりに出来た思う。

　四つの塔を外壁で結んだ中庭には、自慢の天体観測館があった。そしてその隣には城の居館がそびえ建つ。灰色の石造りの堅けん牢ろうな城じよう塞さいは、重厚感も迫力もかなりのものだ。

　窓にはきっちりとガラスをはめ込み、扉も各所に取り付けた。松明たいまつによる影人間対策もぬかりない。

　城壁の上の塔から中庭に滑り降りるスロープは撤去して、代わりに居館の屋上から中庭に向けて下りられるよう、新規に配置した。城の周囲をぐるりと一周するように設置したスロープを滑り降りれば、城の全ぜん貌ぼうを見ながら中庭に下りることができる。スロープの曲線の美しさにはこだわりぬいた。かなりの自信作だ。

　部屋の数も大小様々だけど、宣言通り百は超えた。とはいえ……俺たちだけで使うには城はあまりに広すぎる。そこでドワーフたちに引っ越しを勧めたのだが、坑道の部屋を気に入ってしまったらしい。ここは職場で坑道が我が家……ってことなのかもしれない。

　結局ドワーフたちの中から、ワッコだけが城に引っ越してきた形だ。

　利用者のいる部屋にはベルフィーの持ち物を配したが、それ以外の部屋は空っぽのままである。使われないのはもったいないが、この島で利用者を募ってもせんなきことだ。




　居館の一番見晴らしの良い部屋はベルフィーの部屋とした。この部屋から、海を一望することができた。

　テラスに立って外を眺めるベルフィーの隣で、俺は聞く。

「どうだベルフィー？　なかなかの眺望だろ？」

「この前、あの海岸で、みんなで貝を獲とったよねぇ。楽しかったなぁ」

「そうだな」

「お城に滑り台があるのって、おもしろいかも」

「気に入ってくれてなによりだ」

「お部屋、ちゃんと百個作ってくれたね」

「ああ。約束したもんな」

　約束……俺が元の世界に帰るための条件は、これで整ったんだろうか。

「お城は大きいし、ここからの見晴らしはいいけどぉ……」

　いまいちベルフィーの表情はパッとしない。

「いいけどなんだ？　不満なところがあるなら直すぞ？」

「えーっと……静かすぎるし。前のおうちみたいにぎゅーぎゅーもよかったかも……あっ……けど、このお城すごいと思うし。タカハルたちががんばって作ってくれたんだもんね。見晴らしもいいし、風も気持ちいいし」

　この部屋は、城の一番上だった。俺はその隣の部屋で、カプリコ、ワッコとグリペンの部屋は、一つ下の階になる。たしかに広々しすぎて閑散としてしまった感はあるよな。

「それでも……なんか……違うの」

「なんかって……何が違うんだよ？　言ってくれないと直せないぞ？　俺を帰すのが嫌だからとか言われたら、どうしようもないんだが……」

「ち、違うし。約束はちゃんと守るから。けど、うんとね……お城だけあっても……」

　つい、強く言いすぎてしまったかもしれない。ベルフィーは大悪魔なのに、大悪魔のくせに……涙目だ。小さく肩を震えさせていた。

「ごめん。言い過ぎたよ」

「タカハルは悪くないし。自分でもわかんなくなっちゃって……」

　外側だけは立派な城だけど〝中身〟がほとんど空っぽだ。

「けどけど、広くて使いやすいキッチンとお風ふ呂ろもお気に入りだし。お風呂は使えるのがシャワーだけだけど……」

「あ、ああ。キッチンの方はベルフィーの力でなんとかなったけど、お風呂は開店休業状態だもんな」

　ベルフィーがまかなえる〝快適な空間〟は、彼女一人が暮らせる程度のものだ。

　なので、お風呂に関してはシャワーが使えるだけだった。ベルフィーは「これでいいよぉ」と言ってくれたのだが、せっかく作った広い浴槽を、まだ一度もお湯で満たせていない。バケツで水を張ることはできるけど、お湯を沸かす仕組みはまだ手つかず……というか、アイディアが湧わかずにお手上げだ。

　こんなに広い城なのに使えるトイレも一つしかない。

「食堂も広いけど、なんかあたしたちしかいないと寂しいっていうか……」

「そうだな。うーん、どうしたものか」

　海の匂においを風が運んでくる。広すぎる城の隙すき間まをどう埋めたらいいんだろう。ベルフィーが目を見開いた。

「そーだ。ワッコの妹たちをこっちに住まわせれば？」

「あー、それは俺も考えたんだけどさ、ドワーフ軍団は坑道内が落ち着くみたいなんだ」

「そっかぁ」

　残念そうに大悪魔は呟つぶやく。

「まあ、しばらく城に住んでみて改善点をまとめよう」

「うん……せっかく作ったんだし、使わないともったいないし」

　いっそ「気に入らないから全部ダメ！　やり直し！」とでも言われる方が気持ちが楽かもしれない。

　前々から思っていたけど、怠惰な悪魔というわりに良い子なんだよなベルフィーって。

「ううぅ……部屋が広すぎてそわそわするぅ」

「あっ！　実は正直に話すと俺もそうなんだ」

「タカハル自分で作ったのに、それ言っちゃうわけ？」

　ベルフィーは眉まゆ尻じりを下げて困り顔のまま微笑ほほえんだ。

　こんな表情をさせたまま、放ほうって帰るなんて……そんなのは俺も嫌だった。




　城での夜が更けていく。俺の部屋からも高い城壁の外を眺めることができた。

　海側から吹き抜ける夜風は適度に湿り気を帯びていて、冷たい。昼間は心地よかったのに、夜は体温が蒸発するように奪われて行く気がした。

「うっ……夜は結構寒いな」

　ブルッと震えが走った。戸締まりをしてベッドに戻り、横になっていると……コンコンとノックの音が響く。

　こんな時間に誰だれだろう？　ドアを開けると廊下に寝間着姿のベルフィーが、枕まくらをぎゅっと抱いて立っていた。

「どうしたんだベルフィー？」

「タカハル……お……」

「お……なんだ？　まさか寂しいから添い寝してほしいとか言わないだろうな？」

「違うし。お……おし……おしっこ」

「はあ？」

「トイレが遠すぎて一人で行くのが大変だし。べ、別に怖いとかじゃないけどぉ……」

　たしかにトイレを設置したのは一階だった。最上階のここからは最も遠い。

「だからトイレはこのフロアにしろって言ったのに」

「そしたら他の場所にいた時に、いちいちここまで上がるのめんどくさいしぃ」

「いったん屋上まであがって、スロープで下りたらどうだ？」

「外は寒いからブルッてなるし。だから……は、早くぅ」

　俺の袖そでをぎゅっと摑つかんで引っ張るベルフィー。その表情の切迫したところから、最後の最後まで悩んだ末の結論らしい。羞しゆう恥ち心しんより心細さが勝ったようだ。

　トイレを頼むのは恥ずかしいのに、裸は見られても気にしないというのは……まあ、悪魔の考えることなんだし、人間の俺に想像がつかないのも仕方ない。

「わかった。一緒に行ってやるからそんな顔するな」

　俺は残り時間が少なく切迫したベルフィーに手を引かれ、城の廊下に出る。

「うう、怖いぃ」

　俺の手をギュッと握ってベルフィーはプルプルっと身震いした。

「何が怖いんだよ」

「だってあの角から、幽霊が出てきそうだし」

「悪魔が幽霊を怖がるのか？」

「に、人間だって死んだ人間が化けて出たら怖いでしょ？　悪魔だって死んだ悪魔が化けて出たら怖いのぉ」

　言い得て妙だな。握った小さな手が震えている。廊下を抜けて階段を降りると──

　カツーン……カツーン……。

　どこからか、奇妙な音が聞こえてきた。足音ではない。

　カツーン……カツーン……。

　一定のリズムを刻むその音に、ベルフィーがブルッと身震いした。

「た、たたたタカハルぅ」

「そ、そそそそんなに怖がることないぞ。城のあちこちに配置したかがり火の効果で、影人間はシャットアウトしてるんだし」

　カツーン……カツーン……ガギンッ！

　ひときわ大きな音が響いて、俺とベルフィーは同時にビクリとする。

「……階段の下の方から聞こえたな。行ってみようベルフィー」

「やだぁ……」

「どのみち、一階まで降りないとトイレにはいけないだろ？」

「ううぅ」

　俺が先に進んで、音のする下へと降りていく。だんだんと音が大きくなっていった。

　一階のフロアに到着すると広間の真ん中に……ぽっかり大きな穴が空いていた。

「なんだ……こりゃ」

　音は穴の中から響いているようだった。

「おしっこぉ」

「ベルフィー。一階についたんだから、もう一人でトイレまで行けるよな」

「無理だよぉ。怖いよぉ」

　どちらも放置できないが、ここは仕方ない。俺はインベントリから石材を取り出すと、空いた穴を埋めた。響いていた音が小さくなる。ひとまずはこれで良しと。

「これで封印完了……っと。それじゃあトイレに行こうか」

「わぁい。タカハル頭いいね」

　ベルフィーを連れてトイレまで移動し、彼女を無事、安全地帯に送り届けた。

「なんとか間に合ったな」

　安あん堵どしたのもつかの間。

　カツーン……カツーン……。

　埋めたはずなのに、音が再び城内の隅々に行き渡るように響き始めた。

「──ッ!?」

　俺はスマホを具現化すると、インベントリから剣を取り出し身構える。

　ゆっくりと広間に戻ると、埋めたはずの床に……穴が空いていた。

　完全にホラーだ。鳴なり止やまない音の正体を探るべく、俺はインベントリから松明たいまつを取り出す。穴を照らしてみると、中は階段状になっていた。意を決して地下へと降りる。

　音のする方へと下っていく。だんだんと音源が近づいた。念のため、適度な間隔で松明を配置して影人間が生まれないよう抑制しながら進むと……背後から突然何者かに腰の辺りをギューっと摑つかまれた！

「うわあっ!?」

「ばぁ、タカハルびっくりしたぁ？」

　首だけ振り返って安堵の息が漏れる。すっきりとした顔の大悪魔が悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「なんだ……ベルフィーか」

「なんだじゃないし。急にいなくなるなんてひどいなぁ。待っててくれてもよかったし」

「いや、これには理由があって……」

　カツーン……カツーン……。

「っていうか、なんでさっき埋めたのに、掘り起こしてまで見に行くのぉ？」

「いや俺は埋めたっきりで掘り起こしてないって。ホールに戻ってきたら……また穴が空いてたんだよ」

「そ、そうやってあたしのこと驚かそうとしてるんでしょぉ？　もー。タカハルったら、大悪魔を騙だますなんて良くないんだよぉ」

「噓うそじゃないって」

　一定のリズムを刻んでいた音が止やんだ。俺とベルフィーは黙り込んでお互いの顔を見合わせる。

「やっぱり何かがいる……？　やばい、俺たちに気付いたのか」

「タカハルの声が大きいのが悪いし」

　すると、タッタッタ……と、細かく刻むような足音がこちらに近づいてくる。

「に、逃げるしタカハル」

「おおおおおうよ！」

　俺とベルフィーが階段状の道を急いで引き返すと、聞こえてくる足音もペースを上げて追って来た。確実にこちらを捕ほ捉そくしている。声にならない悲鳴をあげてベルフィーと共にロビーに駆け上がると、すぐさま穴を石材で埋めて蓋ふたをした。

　カツーン……カツーン……。

　再び足下から音が響いた。その音に怯おびえるのもつかの間、石床に尖とがった牙きばのようなものが突き出て、ボロボロと床が崩れ……ゴボッと音を立てて崩落すると、人の腕が這はい出でた。

「「いやああああああああああああああああああ!?」」

　地面から飛び出た腕は、死者の国からこちらの世界にやってきたかのような、異様さを醸し出していた。子供のように小さなそれが手招きする。

「オニイチャン……オニイチャン……」

　すすり泣く声とともに、地面をぼこっと割ってそこから姿を現したのは……。

「ひどいですから。閉じ込めて逃げるなんて」

「「は？」」

　俺とベルフィーの目が揃そろって点になる。姿を現したのは、メイド服姿の幼女だった。

「お、お前……こんな時間に何してるんだ……ワッコ!?」

「落ち着かなくて、掘り掘りしてました。こうしてると、とっても落ち着くのです」

　ワッコの場合、採掘が不安の解消法なのか。だからってこんな時間に、よりにもよって城の床を掘ることはないだろまったく……脱力気味にベルフィーが肩を落とす。

「人騒がせすぎるし」

　城が広すぎてなじめないのは、どうやら俺やベルフィーだけじゃなかったみたいだ。

　緊張の糸が緩んだ広間に、遅れて二人の少女もやってくる。

「大丈夫!?　今、悲鳴が聞こえたんだけど」

「……ご無事ですか？」

　カプリコとグリペンに事情を説明しつつ、俺は思った。やっぱりまだ帰れそうにないな……こりゃ。








○満足度




　広い食堂の片隅で、一同集まって食後の紅茶を飲みながらほっと一息ついているところで、俺は話を切り出した。

「ところでベルフィーさんや」

「なにその呼び方ぁ？　他人行儀だなぁ」

「いやまあ、別に意味は無いんだけどさ」

　ワッコとグリペンは不思議そうに首を傾かしげていた。カプリコはというと、少し元気が無い。食事もいつもは大盛りやお替わりしまくりなのに……ちょっと心配だ。

　ひとまず今はベルフィーだ。城が完成しても、まだ満足はしていないようだった。単刀直入に聞いてみよう。わからないというなら、それでも構わない。

「なぁベルフィー、お前がやりたいこと……つまり何をしたら満足するんだ？」

「ええぇとぉ……なんだろうなぁ」

「何かないか？　本当に、どんな些さ細さいなことでもいいからさ」

　広いお風ふ呂ろが使えるようになれば満足かも？　とも思ったが、それだけじゃ彼女の希望を満たすことはできないような気がした。考えてもわからないなら、聞いてみようというわけだ。ベルフィーは眉まゆ尻じりを下げた。

「うーん。そんなこと急に言われてもぉ」

「俺もベルフィーに、もっともっと喜んでもらえるものを作りたい。だからそのヒントをくれないか？」

「ええとぉ……うんとねぇ……何を言っても怒らない？　大悪魔がそんなことできるわけないとか言わない？」

「怒るわけないだろ。思いついたことがあるなら、それが実現できるかどうかはひとまずおいておいて、話してみてほしいんだ」

　広い食堂を見渡してから、大悪魔は笑顔で語る。

「じゃあじゃあ……レストランやってみたい……かも。お料理だけは得意だから……それに、街のレストランの賑にぎやかな感じとかも、楽しくて好きだし」

　ワッコが両手を万歳させた。

「ワッコもがんばりますから！　いっぱい掘って繁盛店にしますから！」

　掘ると繁盛店になるのは謎なぞ理論だが、ともかくワッコもやる気十分である。

　しかしベルフィーのやりたいことがレストランだったとはな。

　たしかに怠惰な大悪魔らしくもないが、とはいえ料理に関することなら興味を示してもおかしくない。彼女が毎日作る料理はどれも美お味いしかった。レパートリーも多彩だ。

　けれど、レストランは料理を作るばかりが仕事じゃないし忙しそうだ。大丈夫なんだろうか。うつむいたベルフィーが俺の顔をチラチラ見る。当人も不安が隠せないらしい。

　できるかどうかはともかくと、言ったのはこの俺だ。弱気をみせるわけにはいかない。

「よし！　任せておけ！」

　不安な点も多いけど俺は胸を張って断言した。カプリコに視線を向ける。

「というわけだから、カプリコも手伝ってくれよ？」

「え？　ええと……なにかな？　ごめんちょっと考え事をしてて」

「ベルフィーが今度はレストランをやりたいんだってさ」

「あ、ああうん。いいと思うよ」

　カプリコの奴やつ、話半分って感じだな。本当に大丈夫か……？

「どんなお店にしようかなぁ。カプリコはどんなのがいいぃ？」

　次の目標が決まってベルフィーは楽しそうに笑う。

「え、ええとぉ……そうだね。カフェみたいなお店はどうかな？」

「うんうん。カプリコが相談にのってくれると、なんかできそうな気がしてきたし」

「そ、そうかな。ボクなんて……」

　いつものカプリコらしくない。普段ならベルフィーのこの提案に、ノリノリで付き合いそうなのに。そんな中、沈黙を続けてきたグリペンがティーカップをソーサーの上にそっと置いて口を開いた。

「……レストランには賛成ですが、お客さんがいません」

　眉まゆを八の字にさせてグリペンは助けを求めるように俺を見つめた。

　普段あまり感情を表に出さない彼女が、ここまで悲しげな顔をするくらい、その問題は深刻だ。ベルフィーが凍り付く。

「あっ……そっかぁ。えっとぉ……影人間呼ぶ？」

「いやダメだろそれは。あいつらは人間を見つけるとおっかけてきて爆発するし、そもそも楽しくお食事って連中じゃないんだから」

　ワッコが背伸びをするようにピンと手を上げた。

「はいはいはーい！　ワッコの妹は99人いますから！　ぱわーあっぷですから！」

　ベルフィーが首を左右に振った。

「これ以上ワッコが増えたら、誰だれが誰だかわからなくなるからだめぇ」

　料理を作って食べさせて、信頼度が上がりきってしまうと大変なことになりそうだ。

「残念ですから！　けど、妹たちもよろしくなのです」

　もし、ドワーフ軍団を俺が可愛かわいがりまくって、みんなワッコみたいになったら、この城も賑にぎやかになるだろうけど……養いきれないぞ。

「結局、レストランしたくてもお客さんいなきゃ無理っぽいねぇ。おもしろそうだなぁって思ったけど、しょうがないかぁ」

「すぐには無理かもしれないけど、ベルフィーのやりたいことはわかったぞ。俺も何か良い方法がないか考えてみるよ」

「ほ、ほんとに？」

　瞳ひとみをキラキラさせるベルフィーに、俺は深くゆっくり頷うなずいて返した。




　夜──俺はカプリコの部屋を訪ねた。ノックをすると彼女がドアをそっと開く。ドア越しにこちらをのぞき見るようにしながら、らしくもなくカプリコはビクビクしていた。

「や、やあタカハル！　こんな時間にどうしたんだい？」

　無理に声を張っているような印象だ。

「ちょっといいか？　ええと……二人だけで話したいことがあるんだ」

　途端に、カプリコは顔を耳の先まで真っ赤にさせた。

「ぼ、ぼぼボクと二人って？　ええと、ど、どうしよう。男の子にそんなこと言われたことないから、すっごくドキドキしちゃうよ」

　俺は廊下をキョロキョロ見渡す。まず大丈夫だとは思うんだが、つい誰だれかが来るんじゃないかと不安になった。

「都合が悪いなら明日にするけど」

「い、いいよ！　入って！」

　カプリコに半ば引っ張り込まれるように、俺は彼女の部屋にお邪魔する。

　部屋の内装はかなり豪華だ。ベルフィーの用意した天てん蓋がい付きのベッドを始めとした、格調高いゴージャス感のある家具が並んでいる。もしかしたら、これがベルフィーなりの友情の示し方なのかもしれない。まあ、俺は相変わらず前の部屋で用意してもらったシングルベッド暮らしだけど……別にうらやましくなんてないぞ。

「こうしてベルフィーの持ち物を設置すると、部屋がホテルみたいに見違えるよな」

　ベッドの縁に座ると、カプリコは俺をじっと見つめた。

「それで、どうしてタカハルはボクと二人きりになりたいんだい？　救世主の力が必要っていうのなら、なんでも頼ってほしいけど……」

「お願いがあって来たわけじゃないんだ。最近ちょっと元気が無いように思えてさ」

　俺もベッドの縁に並ぶように腰掛けた。

「えっ……そう見える？」

「ご飯も半分くらいしか食べないし……話しかけてもボーッとしてるだろ？　何か悩みがあるんじゃないかと思って」

　カプリコはうつむくと、小さく息を吐いた。

「そっか。隠し事はできないね。ボクってだめだな」

「自分のことをだめだなんていうなよ。カプリコはがんばってるって。けど……黙ってたってことは、ベルフィーたちには言いにくいことなんだよな。俺になら言えることもあるかもって思ってさ」

　人間の俺になら相談してくれるかもしれない。ゆっくり頷うなずいてから彼女は顔を上げる。

「実は……王様から戻ってくるよう招請状が届いたんだ」

「招請状？　手紙のやりとりなんてできるのか？」

「ペガサスがこっそり届けてくれたのさ。それで……困った事になっちゃってね」

「その招請状にはなんて書かれてるんだ？」

「内容を話す前に、どうしてボクがここに来て居着いたのか話していいかい？」

「ああ。聞かせてくれ」

　カプリコはホッとしたような顔で続けた。

「本当はね、家出してきたんだよ。救世主の職務を全部放ほうり出してね」

「全部放り出してって……どうしてそんなことをしたんだ？」

　カプリコは眉まゆ尻じりを下げた。憂えるような顔で続ける。

「前にも少しだけ話したけど、ボクには両親も家族といえる人もいない。お城の人たちはボクの力を怖がってる」

「本当にそうなのか？　誰だれもカプリコを心配したりしてくれないのか？」












「怯おびえているのは目をみればわかるよ。だけどタカハルは違った。それにベルフィーもワッコもね。グリペンだけはボクのことを警戒してたけど、途中でボクに敵意がないとわかったら優しくしてくれて……すごく嬉うれしかった。受け入れてもらえたって思えたんだ」

　そうだったのか。思えばカプリコのドジッ子破壊王っぷりは、この島でも発揮されていた。おかげで俺とベルフィーは、閉じ込められていたアイテムボックスから救ってもらえたわけだけど……強すぎる力を持つ者は、たとえ仲間からでも恐れられるってことか。

「そっか……けど、なんでわざわざ家出先をベルフィーのところに決めたんだ？」

「みんなは大悪魔を悪いっていうけど、ボクはそうは思わなかったんだ。街でよく会ってたしね……だからこそ、きちんと自分の目で確かめたかった。そして、一緒に生活してみて思ったよ。とっても楽しいし……ベルフィーはわがままでぐーたらさんだけど、やっぱり悪い子じゃないと思うんだよね。食べ物の好みだって一緒だしさ。ベルフィーがボクらを欺いているようには思えないんだ」

「救世主なら大悪魔を倒したいとは思わないのか？」

「人を救うのが救世主なら……それって必ずしも大悪魔と決着をつける必要は無いって思うんだ。大悪魔と仲良くなることで、人類に平和をもたらすことだってできるはず。あえて言うなら……これが〝ボクが家出をした理由〟かな」

「ベルフィーみたいなやる気の無い大悪魔なら、倒さず仲良くすればいいってことか」

　カプリコは頷うなずいた。

「だけどこの世界の人間は、やっぱり大悪魔が怖いんだ。ベルフィーの先代は本当にひどかったらしいから……百年前に大悪魔によって、たくさんの人が死んだのは事実なんだよ。ボクの先代の救世主が、命を賭としてその大悪魔を倒し平和が訪れたんだ」

　カプリコは深刻な顔つきで俺をじっと見つめる。何についてかはわからないけど、覚悟を問われているような気がした。

「この城の内装をみて思ったんだけど、百年前に滅ぼされた国のものっぽいんだよね」

　ベッドの天てん蓋がいに描かれた獅し子しの紋章を指差して、カプリコは続けた。

「きっと先代から受け継いだ財貨なんだと思う。もちろんベルフィーはそんなこと知らないで使ってるし……それを言って責めるのも違うと思うんだ」

　ベルフィーが世界中の人間たちから怖がられているなんて、俺には想像もつかない。

　みんな投影されて大きくなった大悪魔の影に怯えてるんだと思う。

「カプリコは……やっぱり招請に従って王城都に帰るのか？」

「ここから先の事はベルフィーには黙ってて欲しいんだけど、ボクが帰らないと……王国は派兵に乗り出すかもしれないみたいでさ」

「派兵って……まさかこの島に軍隊を送り込むっていうのか!?」

　カプリコは頷いた。島は影人間で守られているけど、それでも攻め込まれたら、もしかすれば何もかも無む茶ちや苦く茶ちやにされてしまうかもしれない。この城だってどうなるか……。

「島の場所は知られてるのか？」

「おおよその見当はついてるみたいだから、いずれは探し当てられてしまうと思うんだ。今までは王様が派兵に積極的じゃなかったから、調査も進んでなかったけど……」

「その王様がなんで心変わりしたんだよ？　止やめるように説得できないのか？」

「王様は良くも悪くも国民の声に耳を傾ける人だから……大臣が働きかけたんだと思うんだ。今は平和だけど、大悪魔を滅ぼすまでは仮初めの平和でしかない……とか。扇動された人々の声が、王様に届いちゃったんだと思う」

「そうなのか。なんていうか……頼りない王様だな」

「だから本当はボクがそばにいて、国の平和を守る象徴として振る舞わなきゃいけなかったんだ。それなのに、ボクが行方不明になったから、みんな不安になって……」

　悲しげな顔でカプリコは続けた。聞いてるだけで、いたたまれない気持ちでいっぱいだ。

「おそらく最初にこの島に送り込まれる兵士は、正規の兵隊じゃない。大臣が集めた捨すて駒ごまなんだ。きっと影人間に襲われて全滅させられてしまうよ」

「そうなのか!?　なんで全滅するってわかってて、そんな派兵なんてするんだよ？」

「それが大臣の狙ねらいだからさ。憎しみを育てたいんだと思う……つまりね」

　カプリコ曰いわく、大悪魔への恐怖を煽あおるためにわざと犠牲を出す。そうやって生いけ贄にえの羊を送り込むことが、大臣の卑劣な算段なのだという。どっちが本当の悪魔だって話だ。

　俺はただお気楽に城作りをしていただけの、この世界からすれば異世界人だ。だから言えた義理なんてないかもしれない。だがしかし……。

　この世界の人の大悪魔への潜在的な不安と、それを抑制するための道具にされている救世主。このままじゃベルフィーもカプリコも全然幸せじゃないじゃないか。

　俺を励ますようにカプリコは笑顔をみせた。

「けど、もう大丈夫だから。本当に心配はいらないよ。招請状には書いていないけど、王様がボクを城に呼んだのは、大臣を止めるためにボクの力が必要になったからなんだ。王様も、ボクがそばにいれば、国民に『救世主がいるから安心だ』って言えるしね」

　声に悲壮感があった。無理をしているのは見え見えだ。

「じゃあ、その説得が終わったら……島に戻ってきてくれるんだな？」

　カプリコは首を左右に振った。

「ボクの存在が大臣やその一派の牽けん制せいになる。不在はその逆だって今回の一件でよくわかったよ。だから……」

「やっぱりお前は悪くないだろ！」

　悪いのは大臣で、カプリコが責任を感じることじゃないだろ！

　だが、カプリコはそっと首を左右に振る。

「明日、ボクはベルフィーと大おお喧げん嘩かをするから……その時は黙って見ててほしいんだ。嫌われた方がいなくなっても……もう二度と会えなくても、つらくないから」

　少女の瞳ひとみが不安で揺らぐ。

「他に方法はないのか？　なにか……なんでもいい！　俺に手伝えることは!?」

「気持ちだけで十分さ。タカハル……ベルフィーのことを頼むね」

　カプリコの決意は固い。今の俺にできることもなければ、なにをしたって余計なお世話でしかないのかもしれない。

　この方法が最善だと言われて、実際そうなのだろうけど、なにもできないことが……悔しかった。








○ケンカ




「べ、ベルフィーのダメ悪魔！」

「わぁ。いきなりどうしたのカプリコ？」

「ぼ、ボクは救世主だから、ベルフィーのこと……本当は嫌いなんだよ！」

　朝食を食べ終えると同時に、突然カプリコが宣戦布告した。残念すぎるタイミング＆話の持って行き方だ。あまりに不自然なのだが……それでもワッコはおたおたしだし、グリペンはといえば警戒の眼まな差ざしでカプリコを睨にらみつけた。

　で、俺はというと、昨晩のこともあって状況を静観するしかなかった。

「そっかぁ。そうだよねぇ。カプリコはミルクティーとレモンティーどっちがいい？」

　食後のお茶の準備をしようとするベルフィーに、カプリコは「レモ……て、敵に出された飲み物を飲むほど、ボクはうかつじゃないよ！」と声を上げる。

　今、朝食を食べたばかりで言うことか！　噓うそまで不器用かよ!?

　こんな調子でカプリコは目もく論ろ見み通りに、ベルフィーとケンカができるんだろうか。

「まあ、大悪魔と救世主が仲良くしているのはちょっと変かもしれないよな」

　俺の言葉にワッコが席を立って隣にやってくると「おにいちゃんどういうことです？　そんなこと言ったら、ベルフィーさまとカプリコおねえちゃんがケンカになっちゃうから！」と、俺を叱しかるように言う。なんだろう、この「めっ！」ってされた感じ。

　悪くない……って、思ってる場合か。ベルフィーがぷくーっとほっぺたを膨らませた。

「そんなのより、今日のカプリコの方がなんか変だし」

「ボクは本来の役割を思い出しただけさ。ともかく、こんな悪魔とかドワーフとかグリフォンとか異世界人と一緒になんて……一緒になんて……ううっ……いられるか！　バカー！　バカー！　ピーマン！　みんなパスタの具にでもなっちゃえばいいんだー！」

　うおおい！　なんだよその捨すて台詞ぜりふ！

　カプリコは目に涙をため込み、畳みかけるように叫ぶと、食堂を出ていった。彼女を追うと、カプリコは外ではなく城内の階段を上がっていった。

　予定通りカプリコが王城都に戻らなければ、大臣の卑劣な計略が実行に移されてしまいかねない……けど、ここに来てカプリコの決意は鈍ったのかもしれない。

　俺を追うようにベルフィーたちも食堂室の入り口までやってきた。

「いきなり嫌われちゃったし。なんでだろう……カプリコは友達になってくれたんじゃなかったのかな」

　しょんぼりするベルフィーのそばに立ってグリペンが聞く。

「……大丈夫ですか？　あの……私が何か言い返してきましょうか？」

　ベルフィーはうつむいたまま首を左右に振った。ワッコが心配そうに俺を見上げる。

「タカハルおにいちゃん！　カプリコおねえちゃんを説得してほしいのです！　ワッコもグリペンもモンスターだし、ベルフィーさまは悪魔だから……」

「放ほうっておけ。出て行きたいっていうなら行かせてやれよ」

　ベルフィーが俺の顔を見上げるように見つめる。

「タカハル……そんな言い方しなくてもいいし」

「じゃあ出て行かないでって説得でもするのか？　お前にできるのかそんなこと？」

「ううぅ……タカハルやってよぉ……なんか気まずいよぉ」

　じっと俺を見つめて大悪魔は瞳ひとみを潤ませた。こんな顔をされたら……俺だって弱い。

「ああもう……じゃあ、今からカプリコの部屋に行ってみよう」

　俺たちはカプリコの部屋があるフロアまで階段を上った。

　部屋に続く廊下でベルフィーが俺に聞く。

「なんでカプリコ、急にあんなこと言ったのかなぁ」

「さあな。人間、急に気が変わることもあれば、ふらっといなくなることだってあるさ」

「そうやってタカハルも……急にいなくなっちゃうの？」

　俺はずっとこの世界にはいられない。帰らなきゃいけない場所がある。

　そう思う反面、心細そうなベルフィーに見つめられると……迷う気持ちが大きくなった。元居た世界に戻ることは重要だ。ただ、それ以上に後悔を残してこの世界から退場したくないという気持ちが今は……こんな状況の今だからこそ強かった。

「俺はお前が満足するまでどこにも行けないだろ」

「じゃあじゃあ……やっぱりいつかいなくなっちゃうんだ」

「そ、それはお前の心次第だろ」

「わかってるけどぉ……」

「ともかく、カプリコに直接聞いてみればいいんじゃないか」

　すまないカプリコ。何もしないって約束だったけど……守れなかった。

　俺はノックをするとカプリコの部屋の扉を開いた。内側から鍵かぎは掛けられておらず、中に入ると……開け放たれた窓から風が吹き込んで、白いカーテンをゆらゆらとおどらせていた。テラスの手て摺すりのあたりに靴の足跡が残っている。遙はるか上空……太陽の中に翼を広げたペガサスのシルエットが映り込んだ。カプリコはここから跳んで愛馬に跨またがり飛び去ったところだったようだ。一足違いだ。

　雲一つ無い空をぼんやり見上げたまま、ベルフィーが力無く呟つぶやく。

「何がだめだったのかな。カプリコはあたしのこと、どうして嫌いになっちゃったんだろ？　ちゃんとお部屋をお片付けできないからかな……お料理、ちょっぴり辛くしちゃったからかな……お城作るとき、見てるばっかりで手伝わなかったからかな……海にいったときに、水をばしゃばしゃかけたの本当は怒ってたのかな……あたしはとっても楽しかったけど……いっしょにいるの……嫌なのかな……うう……うえええええっ……」

　ベルフィーが泣き出しそうになると、ワッコがそっとよりそって抱きしめる。

「ベルフィーさま泣かないで。ワッコがいますから」

　グリペンがじっと俺を見据える。

「…………何か隠していませんか？」

　野生の勘か獲物を狙ねらう猛もう禽きん類るいの観察力か。俺の挙動不審を見透かすような視線に、つい俺は顔を背けてしまった。

「…………確保します」

　グリペンは飛びかかってくるや否や、後ろに回り込むと俺を羽交い締めにした。そのまま背中側からぎゅっと押さえつけてくる。というか押しつけられている。溢あふれんばかりの果実の弾力感が俺の背中にぷにぷにとッ！

「……正直に話してください」

「わ、わかった。言うから放してくれ」

「……話すのが先です」

　ベルフィーがそこまでショックを受けるだなんて……思ってもいなかった俺の目は節穴だ。怠惰な悪魔のことだから「去る者は追わず」かと思っていた。それなら誰だれも傷つかないと、心のどこかで俺は願っていた。












　けど、現実にはベルフィーもカプリコも傷ついてしまった。

　このまま傷口を広げ続けるわけにはいかない。カプリコには悪いが、彼女の考えをきちんと伝えよう。

「なあベルフィー……最近、カプリコの様子がちょっとおかしかったの覚えてるか？」

　ベルフィーは首を傾かしげた。

「話しかけてもボーッとしてたり、ご飯だってあんまり食べてなかっただろ？」

「あっ……そうだったかも」

「だから昨日、カプリコに話を聞きにいったんだ」

　俺はカプリコが語った大臣や、軍隊のことをできるだけわかりやすいように、ベルフィーたちにかみ砕いて説明した。ベルフィーが悲しそうな顔をする。

「どうして……相談してくれないかなぁ」

「カプリコもお前に心配をかけたくなかったみたいなんだ。だからわざと嫌われるようなことを言って、ケンカ別れするつもりでいたんだよ」

　うつむいてベルフィーは肩を細かく震えさせる。

「カプリコも別れるのをつらそうにしていた……だけど彼女が戻らないと、この島に人間の軍隊が来るんだ。仕方ないんだベルフィー」

「それをやっつけちゃうと……だめなんだよね？」

「ああ。だからそうならないように……カプリコはこの島を守るために戻ったんだ」

　落ち込み気味だったベルフィーが、急に笑顔になった。

「なら、カプリコは時々王城都に帰ればいいし。週六日はこっちにいればいいし」

　いいアイディアとばかりに嬉うれしそうに語るベルフィーに、俺は真剣な眼まな差ざしで訴える。

「それができるなら、カプリコもそうすると思うんだ。けど、無理なんだよきっと」

「あうぅ……良い案だと思ったんだけどなぁ」

　落ちこむベルフィーにワッコが熱い眼差しを向けた。

「カプリコおねえちゃんは、すぐに壁を突き抜けて壊すから、ワッコたちがいないと心配です。別に好きとかそういうのじゃなくて、ついててあげなきゃって思うんです」

　ツンデレか？　保護者的視点のツンデレなのか!?　グリペンも溜ため息いきを吐つく。

「……私は別に。ただ、ベルフィー様には幸せであってほしいだけです。あくまで余談ですが、カプリコの騎乗技術は決して悪いものではありませんでした」

　ほめ方が遠回りで素直じゃないなグリペンも。大悪魔が瞳ひとみを潤ませる。

「や、やっぱり今すぐカプリコを追いかけるし！」

　普段から声を張るようなことがほとんど無かったベルフィーが、初めて自分の意志で声を上げた。

「それはダメだ。カプリコを連れ戻してたら、ベルフィーはいずれ人間と戦うことになる。カプリコも……それに俺だってそんなこと望んじゃいない！　俺だって寂しいよ……だけど、仕方ないんだ」

　しゅんと湿った空気は重たくて、窓から吹き込む潮風でも消し去ることはできなかった。ワッコもグリペンもベルフィーを心細そうに見つめた。ベルフィーは俺の言葉に深く頷うなずく。

「わかったし。けど、いつか……何年先になるかわかんないけど、落ち着いたらカプリコ……もどって来てくれるよね？」

　大臣の力が弱まれば、カプリコも戻ってこられるかもしれない。

「ああ。きっと戻ってくるさ」

「じゃあ、良い子にして待ってるぅ」

　涙で顔をくしゅくしゅにして、ベルフィーは俺にギューっと抱きついた。そっと優しく頭を撫なでると、大悪魔は涙混じりに笑顔を見せる。過去にどれだけ悲惨なことがあったのか、知らない俺だから言えるってのは重々承知で、それでもあえて断言しよう。世界が恐れる大悪魔なんて称号は、ベルフィーには似合わない。もしも世界を変えられたら……俺に世界が変えられたなら、ベルフィーへの誤解なんて俺がぶちこわしてやる。なのに、城を作るくらいしか俺にはできないんだ。無力だな……俺は。








○温泉




　カプリコがいなくなっただけで、広い城が余計に広くなってしまった気がする。

　あれから数日、俺が何を作ってもベルフィーは喜んでくれなかった。すごいねとか、いいねとは言ってくれるのだが、どことなく寂しそうだ。次第に俺の創作意欲も泡のように消えていった。俺はベルフィーが喜ぶ顔を見たくてがんばっていたんだな……と、改めて気付かされた。

　笑顔の無くなったベルフィーはといえば……朝昼晩、料理を作りすぎてしまいがちだ。それだけならまだしも……なんと自分で食べた食器を洗ったり、誰だれに言われるでもなく部屋の掃除をしたりと、怠惰の悪魔らしからぬ奇行に走りだしていた。心配だ。

　グリペンも野菜ばかり食べるようになり、ワッコはといえば城の一階ホールの地下を黙々と掘り進めていた。ドワーフ軍団たちには休暇を出したのだが、そもそも掘るのが大好きなので自由行動をさせても掘削してしまう。おかげで資材や素材がどんどん積み上げられて、保管のための専用巨大倉庫を作るくらいだ。

　せっかく資材が潤沢にあるのに、俺も「作りたい！」という気持ちになれず、懸案だったお風ふ呂ろ問題も棚上げされたままだ。

　みんなどことなくそわそわしながらも、元気が無い。そんなある日の朝──

「タカハル大変だよぉ」

　緊迫感の無いのっそりとした声をあげ、ノックもせずに俺の部屋に入ってくると、ベルフィーはパジャマ姿の俺の手をとった。彼女もＴシャツ一枚というラフな格好だ。

「おいおいどうしたんだよ？　こんな朝っぱらから」

「こっちこっち。早くぅ」

　珍しく少しだけ焦っているベルフィーに連れられ、城の階段を降りる。

　下の階に行くほど、もわっと湿り気を帯びた空気を感じた。

「な、なな、なんじゃこりゃあ！」

　一階の大広間が浸水していたのだ。水源はワッコが掘り続けていた穴だった。穴の辺りから噴水のように、ボコボコと水が湧わき出ていた。そして、ぷかーっとワッコがうつぶせになって浮かんでいるのである。シュールすぎる光景……っていうか溺おぼれてるっ!?

「ワッコ！　大丈夫か!?」

　俺は濡ぬれるのも構わず水の中に入る。腰の辺りまで浸つかって動きが止まった。

　温かい。温かいぞこれ！　流木のように流れてきたワッコが顔を上げた。

「ぷはー！　水死体ごっこですから！」

　してやったりという顔のワッコに、思わず溜ため息いきが出た。

「なんだよ驚かせるなって……というかコレはいったいなんなんだ？」

　ワッコを摑つかまえて階段の踊り場に戻る。ベルフィーが入れ替わりに階段を降りて、足で水面をぴしゃぴしゃ蹴けった。

「おおぉ……本当に温かいし。なにこれ。タカハルのマナ能力？」

「いや、たぶんこれは……温泉だ」

「「温泉？」」

　ベルフィーとワッコが一緒に首を傾かしげた。仲の良い姉妹みたいだ。

「火山が多いところで地下に掘っていくと、稀まれにお湯が出る時があるんだ。そこは温泉場として賑にぎわうんだよ。大地の恵みってやつだな。このお湯をお風ふ呂ろにしたら……」

　ベルフィーが久しぶりに。アメジスト色の瞳ひとみをキラリと輝かせた。

「お。おぉ……すごくいいし」

　俺はワッコに向き直る。

「なあワッコ。どうやって掘り当てたんだ？」

「えっと、不思議な良い匂においがする方をカチカチしてたら、ぶしゃーってなりました。びっくりしました」

　不思議な匂いって、温泉独特の硫い黄おう臭しゆうとかかな。ともあれ、湧わき出た温泉をこのままにはしておけないし、利用しない手もない。

「ワッコ。チームの力が必要になりそうだ」

「ワッショイです！」

　びしっと敬礼するワッコに、俺は城の改造プランの概要を説明した。




　形だけ作った大浴場に温泉を引き込む。源泉掛け流しの贅ぜい沢たくな風呂の完成だ。

「湯加減はどうだー？」

　湯気の向こうでベルフィーが「ぬるめでちょうどいいかもぉ」と上機嫌だ。

　やっといつもの怠惰で楽天的で、緩くて温ぬくくて可愛かわいい彼女が戻ってきた。温泉様々だ。

　湯量が多く源泉の温度も高めだったので、水で温度調整できるように大浴場に工夫をしたのだ。この水の調整は、俺のマナ能力によって汲くまれたバケツの水を利用した。

　温泉の利用は大きな湯船だけにはとどまらない。浴場の一角に綺き麗れいに焼き固めた石材を敷いて、その下に温泉を流して作った岩盤浴コーナーも増設した。

　現在ベルフィーたちにお試し入浴してもらっているところだ。

「タカハルも一緒に入るぅ？」

「そ、それはまずいだろ。俺は男なんだし」

　湯気の向こうで人影が万歳した。

「ワッコはおにいちゃん歓迎ですから！　すごいです！　こんなお風呂を作っちゃうなんて、おにいちゃんは神様ですか？」

　恥ずかしくなるようなことを恥ずかしげもなく言うワッコだが、今回の功績はそんなワッコのものだ。

「俺はちょっと使いやすいようにしただけで、ワッコが温泉を掘り当ててくれなかったらこうはならなかったろ？」

「そのちょっとがすごいんですから！　ワッコたちだけだったら、お湯が出ても水死体ごっこしか思いつかないのです」

　それを思いつく方もどうかと思うけどな。

　ともあれ、カプリコが去ってからしばらく続いた、暗い雰囲気が晴れた気がする。温泉様々だ。岩盤の上には、うっすらとくびれのある女性的なシルエットが横おう臥がしていた。

「…………タカハル様の優しさに包み込まれたような幸福です。素晴らしいです」

　普段よりも角が丸まった優しげな声色で、湯気越しにグリペンが言う。

「岩盤浴も気に入ってくれたみたいだな」

「…………私はベルフィー様とタカハル様にお仕えできて、とても幸せに思います」

　ざぱっと水音がして、湯気の向こうから影が近づいて来た。

「やっぱりタカハルも一緒に入るし」

　俺は慌てて上を向く。

「いや、ちょっと待ってくれ！　俺はあとでいいから！」

　とてとてと、ワッコまでやってくる。

「おにいちゃんもお風ふ呂ろですよ。ワッコが頭をごしごししてあげますからね」

「あたしは背中を流してあげるし。普段は働きたくないけど、今日は特別だからねぇ」

　いつの間にか俺の後ろに回り込んで、グリペンが逃げ場を塞ふさいだ。

「……お覚悟ください」

　ワッコが俺の上着に手をかける。

「ぬんぎぬんぎしましょうね、おにいちゃん！」

「ズボンはあたしが脱がせるし」

　二人がかりで組み付かれ、俺は観念した。

「うわあああ！　わかったから！　自分で脱ぐ！　脱ぎます！　脱がせてくださいっ！」

　交渉の結果、タオル一枚はなんとか死守することができた。

　三人は「べつにいいじゃん隠さなくても」と言うのだが、そこはそれ、俺には俺のモラルと正義と志というものがある。ほとんど上を向くか目を閉じるかして見ないように緊張しながら入った温泉は……それでも心がほぐれるような気持ちよさだった。

　三人に弄もてあそばれ……もとい、ねぎらわれるように身体からだを流してもらい、洗髪までしてもらった。もちろん目は閉じたままだ。おかげで感覚が余計に鋭敏になってくすぐったくなり、心頭を滅却し邪念を捨てて気持ちを落ち着かせたつもりだが……

「おにいちゃんのタオルがお山なのです。ワッコはお山を見ると掘りたくなりますから」

「うわああああ！」

　ピュアすぎて一周回って危険発言だぞワッコ！　俺は立ち上がった。

「あ……タカハルどこいくのぉ？」

「先に上がって牛乳用意しておくから！」

　裸のまま大浴場を飛び出すとキッチンに向かう。やっぱり俺一人じゃ、あの三人の相手は無理かもしれない。カプリコがいてくれたら……。

　廊下で裸のまま立ち止まると、俺はふと思った。カプリコが王城都に戻ってから数日、この島に軍隊が上陸した気配はない。救世主が俺たちを救うために、がんばってくれているんだ。本当にこのままでいいんだろうか。俺にできることは……。

「ヘックション！」

　くしゃみ一発。湯冷めしそうな廊下の寒さに気がついた。

　いっそ城全体の床に温泉を通して、床暖房みたいにしちまえばいいかもしれない。

　そうなると城全体を作り替えるくらいの大工事だな。それならむしろ新しく作った方が早いかもしれない……って、ん？　待てよ。何かが頭の中で弾はじけるような感覚が生まれた。

　閃ひらめきというか天啓というか、生まれてこの方、こんなことは一度も無かった。

　ここのところ、ずっとどうしていいのか悩んでいたのも、なにをしていいのか思いつかなかったからだ。そんな俺にクリエイトの神様が降りてきた。

「けど、できるのか本当に……そんなこと？　俺に……いや……やるんだ！　やってやる。やってやるぞおおおおお！」

　全裸で廊下で絶叫すると、俺はいてもたってもいられず大浴場に引き返した。

「みんな聞いてくれ！　カプリコを取り戻すぞ！」

　脱衣場には、入浴を終えて身体からだをタオルで拭ふいていた三人の姿があった。

「あ、いやその……」

　ベルフィーがはらりとタオルを脱ぎ捨ててつぶやく。

「きゃああああ。この変態いいいい。タカハルってばぁーもー」

　わざとらしい棒読みだ。もったりした悲鳴をあげつつ、タオルを自分から剝はいで！

　見たら負けだと思って顔を背けた先で、ワッコがタオルを手放して万歳する。

「カプリコおねえちゃん帰ってくるのです？　ワッショイ！　ワッショイ！」

　すかさず反対の方を向くと、おおぶりな水すい蜜みつ桃とうが俺の目前に迫っていた。

「…………私にできることがあれば、なんなりと申しつけてください」

「お、おおう！」

　天井を見上げる俺にベルフィーが「タカハルのえっち」と、わざとらしく言う。

「お前にも手伝ってもらうんだからな、ベルフィー！」

「ええぇ。働きたくないなぁ」

「カプリコを取り戻すためだって言ったろ？」

「べ、別にカプリコのことなんて……ま、まあ大悪魔軍団から破門にしたわけじゃないから、帰ってくるならそれでもいいけどぉ」

　やっぱりカプリコに戻ってきて欲しいんじゃないか。

「というわけで、みんな食堂に集合だ！」

　冷たい瓶牛乳で乾杯しつつ、作戦会議で今夜は眠れなさそうだ。

　俺一人じゃ無理だけど、仲間の力を借りることが出来ればきっとうまくいくはずだ。

　待ってろよカプリコ！　ここがお前の居場所だって証明してやる！








○大作戦




「お花畑きれいです～♪　お花で作った髪飾り～♪　お花の輪っかも作りましょ～♪」

　カプリコが以前調べてくれた地図をもとに、大悪魔城から一番近くにある花畑に、ドワーフ軍団をつれて俺はやってきた。歌いながらワッコが器用に、花を集めて編んでいく。赤や白だけでなく、オレンジやピンクといった明るめな色の花を集めた首飾りや、ブーケが次々と作られていった。ベルフィーが不満そうにほっぺたを膨らませる。

「遊んでる場合じゃないし」

「おっ！　怠惰な大悪魔が人を急せかすなんて珍しいな」

「そ、そういうんじゃなくてぇ……早くカプリコに会いたいだけなの」

　ちょっと意地悪を言ってしまったかもしれない。

「ごめんごめん。だけど、花摘みや首飾り作りだって遊びじゃないんだ」

「そーなの？　じゃあ……あたしも作るねぇ」

　ワッコに教えられてベルフィーも首飾りを作り出した。怠惰の悪魔が率先して働くなんて……救世主カプリコの影響は絶大だ。

　すると俺の背後で、護衛のように控えていたグリペンが聞いてくる。

「……どのようなお考えでこのようなことを？　まだ作業は残っていますが……」

「たまには息抜きも必要だろ。ずっと働きっぱなしだったし。それに今回の〝作戦〟にまるっきり無関係ってわけでもないんだ。良ければグリペンも作ってきていいんだぞ？」

「……わ、私には……難しいと思います。不器用ですから」

　俺はベルフィーとワッコに手を振った。

「おーい！　グリペンも混ざりたいってさ！」

　二人が手招きするのをみて、グリペンは「……では、僭せん越えつながら……」と、ベルフィーたちの輪の中に加わった。

　あれから三週間ほど経たち……その間に、俺たちはできることを着々とこなしてきたのだ。あと少しで俺の……この世界での最後の作品が完成する。これですべてがうまくいけば、きっと思い残すこともないだろう。

　帰ったら……両親には死ぬほど怒られるだろうな。妹はどう思うかな。あいつに限って泣いたりはしないだろうけど、心配かけたことを謝罪させられそうな気がする。

　木きの下したさんには、ただただ平謝りだ。けど、おもしろい話をいっぱい聞かせてあげられるはずだ。必ず……ハッピーエンドにしてみせる。俺のマナ能力のすべてを捧ささげて。




　──そして、作業開始から一ヶ月。ついに作戦決行の時を迎えた。

　俺はグリペンに乗って王城都の上空を旋回する。普段の作業着ではなく、黒衣の魔導士風な服装だ。大悪魔軍団の参謀というのがしっくりくるだろう。グリペンが上空をかすめるだけで、街の住人たちは大騒ぎだ。あれが大悪魔の生み出したモンスターだと知れば、騒ぎはもっともっと大きくなるだろう。

　だが、火消しのように、すぐにペガサスが飛んできた。それに騎乗するのは救世主カプリコである。警備兵の通報から、ものの数分とかからずやってきたのだ。実に、この街の……いや、この世界の守護者にして救世主らしい。

「久しぶりだなカプリコ」

「タカハル……どういうことなの!?　こんなことしたら街のみんなが不安がるよ！　そうなれば大臣をボク独りじゃ抑えられなくなる！」

　涙目になって睨にらみつけてくるカプリコに俺は告げる。

「ならそうさせればいい。忘れ物だ。こいつは返すから、とっとと兵隊をかき集めてかかってこい！」

　以前にカプリコに書いてもらった、悪魔島の地図が書かれたノートを俺は彼女に投げて与えた。受け取ると救世主は表情を引き締める。

「まさかベルフィーが悪魔として自覚をもって、世界を滅ぼそうとしてるのかい？　だからボクを頼りに……」

「フハハハ！　ベルフィーだけと思ったか？　この俺も目覚めたのだ。大悪魔軍団の参謀としてな。止めたければ止めてみろ救世主。これは宣戦布告だ！」

　俺はグリペンを駆って街の上空を威圧するようにぐるりと旋回してから、島の方角に向けて飛ぶ。グリペンの襲来はきっと街で噂うわさになるだろう。

　大臣が人々の噂や不安を利用して派兵をゴリ押しするかどうか。勝負の分かれ目だ。




　三日後──

　島の沖合に三隻の軍船が停泊した。そこから小型船が蟻ありの列のように一列になって海を渡り、沿岸部の砂浜に上陸する。人数は一小隊、五十人ってところ。これなら許容範囲だった。年齢はバラバラで装備も最低限の、軽けい鎧がいに剣と盾持ちの兵隊たちだった。屈強な街の警備兵と比べても見劣りする。訓練などろくにしていない、いかにも寄せ集められた感がひしひしとにじみ出ていた。よって当然の如ごとく士気も低い。

「なあ、俺たちどうなるんだ？」

「三日間の調査が終われば無事帰れるって話だよな」

「バカ言うな大悪魔だぞ。絶対に無事じゃすまねぇ」

「ああ、船が行っちまうだよ」

　調査隊が上陸を終えたところで、沖合に停泊していた軍船が動き出した。

　彼らをおいて本土へと帰投するのだ。

「おいが死なねば母ちゃんの薬代が稼げん……これしかないんだ」

「息子に会いてぇ。もう一度だけでいいから会いてぇなぁ」

「国のために死ぬんじゃねぇ。家族のためだ」

　ふっふっふ。こいつら……死ぬことは半ば了承済みか。

　軍船が水平線の向こうに消えたところで、タイミングを見計らって俺は砂浜に姿を現した。じつは砂浜の地下に小部屋を作って、ずっと連中の様子をうかがっていたのだ。

「な、なにもんだ！　つうか、いったいどこから!?」

「ひえええ！　出たあああ！」

「お助けくだせぇ！」

　黒衣の大悪魔軍団参謀、ここに推参。

「って、人間じゃねぇか？」

「変な格好だなおい」

「ガキがなんの用だ！」

　兵たちが次々に声をあげる。その顔は飢えた瘦やせ犬いぬのように生気が無い。眼まな差ざしから強烈な負の感情をぶつけられて、たじろぎそうになった。

　こらえろ俺。退ひくな俺！　今日、この日のために一ヶ月、持てる技術のすべてを注ぎ込み、新たな道具の使い道を開発して、作りに作り続けてきたんだ。彼らのような死兵迎撃の要よう塞さいを。せき払いを挟んでから、俺は胸を張り一同に告げる。

「君たちを歓迎しよう！　私はこの島の総支配人──悪魔参謀タカハルだ」

「どう歓迎しようっていうんだ！　釜かまゆでか！　それとも魔物のエサにしようってのか！」

「お、おお、俺らが死んでも次々と軍隊が送り込まれっぞ！」

「大悪魔なんか怖くねぇ！」

　敵意混じりの合唱を、俺は一喝した。

「では望み通り！　大悪魔ベルフィー様の名の下に、貴様らを天国につれていってやろう！　さあ来るが良い。死を覚悟してこの地に足を踏み入れたならば、今さらなにを怖がることがある？」

　足下から砂が吹き上がり、俺は再び地面の下のスペースに隠れた。

「き、消えた！　悪魔の手先じゃ」

「ど、どどどどうする？」

「俺らが来たことはもうバレてるんだな」

「もう嫌だあああ！　やっぱり死にたぐねぇ」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの砂浜の上空に影が走る。

「とうっ！」

　かけ声とともに空から舞い降りたのは──

「みんな大丈夫かい？」

　救世主カプリコだった。

「おおお！　救世主様！　カプリコ様ぁ！」

　湧わき上がる歓声と、生まれたかすかな希望に兵たちの表情に生気が戻る。

「ボクが先導するから、みんなついてきて。一緒に悪魔城に乗り込もう！」

「「「おおおおおおっ！」」」

　一気に士気が高まり、カプリコを先頭に調査隊の兵たちは海岸から森へと向かった。

　その森を抜けた先には、巨大な壁のように山がそびえていた。

　その山の頂上から噴煙が絶え間なく上っている。

　切り立った崖がけの壁面に、ぽっかりトンネルが口を開いて一行を待ち受けていた。

　地獄へと続く入り口ってところだ。

「ボクに任せて！」

　カプリコが手に光を集めて聖なる光球を生み出す。小隊を引きつれて、カプリコは先陣を切ってトンネルの奥へと進んでいった。ちなみに、俺は海岸から続く地下通路を移動しながら、隠し窓から彼らの動きを逐一観察している。通路に引いたレールとトロッコによって高速移動が可能なため、いくらでも先回りできるのだ。




　くねくねと入り組んだ長い長いトンネルを抜けると……視界がいっきにひらける。

　青空の下、目の前に大悪魔城へと続く石橋がかけられていた。

　橋の左右にメイド服姿のドワーフたちが並んで、お客様に一礼する。

「「「「「ワッショイワッショイ!!　チョイナチョイナ!!」」」」」

　調査隊は啞あ然ぜんとしている様子だ。

　石橋を渡った先に、コック服姿のベルフィーが腕組みしている。彼女を挟むように、メイド服のワッコとグリペンが控えていた。俺はトロッコで橋の下の通路を進み、物陰につくっておいた隠し扉から出て、姿を現すなり三人より一歩前に立つ。先ほど砂浜で消えた俺が、こうしてどこからか姿を現して、調査隊の一行がますます動揺した。

「こちらが大悪魔城の厨ちゆう房ぼうの支配者にして、オーナーでもある大悪魔ベルフィー様だ」

「いらっしゃいませぇ。口べたで接客苦手だから、こういうのめんどいんだけどぉ、タカハルが挨あい拶さつはした方がいいっていうからぁ」

　だるだるな口振りのベルフィーに兵士たちの目が点になる。

「か、カプリコ様！　あ、ああ、あれが大悪魔なんですか!?」

「う、うん……ああ……よかった」

　カプリコが石橋を走る。そのままベルフィーに向かって一直線だ。

　本能的に危険を察知してベルフィーを庇かばおうとしたグリペンを、俺はそっと制止する。

「救世主様に続けえええ！」

「大悪魔を倒せえええっ！」

「死なばもろともおおお！」

　兵士たちも石橋に殺到した。

　その先頭を行くカプリコがベルフィーを……ぎゅうっと抱きしめる。

「ベルフィーが悪い大悪魔になっちゃったのかもって、心配したよ！」

「べ、別にいつも通りっていうか、ちょっと……普段よりもがんばっちゃったけどぉ」

　剣を手に、声を上げていた兵たちの動きが止まる。橋の上で一直線になったところで、俺は指示を出した。

「全員かかれ！」

「みんなお仕事ですから！」

　俺の指示を復唱するように、ワッコがドワーフ軍団に指示を飛ばす。

　ドワーフ軍団は橋のふちに上って手に花の首飾りを取り出すと、兵士たちの首にそっとかけた。事前に作っておいたものだ。アイテムボックスに収納しておいたそれは、摘みたての花の優しく甘い香をふりまいた。

「な、ななな、なんだ……こりゃあ」

「セイヤ！　セイヤ！　セイヤ！」

　俺は緊張していた。ここさえ乗り越えれば自信はある。それだけのものを作ったと自負している。この最悪なまでの信頼度マイナスな状況を乗り越えさえすれば……。

「ふざけるなモンスターがああ！」

　若い男が剣を振り上げた。ドワーフたちがつぶらな瞳ひとみでそれを見つめる。

「うっ……俺は騙だまされねぇ！　これは幻覚かなにかだ！　カプリコ様も悪魔に幻覚を見せられておかしくなっちまったんだ！」

「待って！　みんな……聞いてほしいんだ！」

　ベルフィーを腕の中から解放すると振り返り、カプリコが一同に告げる。

「ベルフィーは悪い悪魔じゃないんだ。そうだよね……タカハル？」

　俺も前に歩み出て、兵たちに宣言する。

「いくら口で説明してもわかってもらえないと思ったからな」

　城の正門を開く。そこにはソファーやテーブルに高級な調度品がずらりと並んでいる。

　中央ホールだ。その奥には大悪魔と救世主が手を取り合う姿を描いた、巨大なステンドグラスがはめ込まれていた。俺が作った最高傑作マスターピースだ。

　男たちから口々に「す、すげぇ」だの「王宮なんて行ったことねぇけど、これがそうなのか？　いや、もしかしたらそれ以上か!?」と、感嘆の声が漏れ聞こえた。

「今日から三日間、この城で貴方あなたがたを監禁させてもらう。三日後、迎えの船が来たら解放すると約束しよう。もちろんカプリコも城に逗とう留りゆうするので安心してもらいたい」

　兵の一人が声をあげる。

「な、なな、何が目的だ！　オラたちを騙だますつもりか!?」

「とんでもない。大悪魔ベルフィーの理解を深めてもらうためだ。お前たちが死兵だってことは知っている。大臣の目的は、その犠牲を喧けん伝でんして世論を大悪魔討伐に誘ゆう導どうすることだ！　そうなれば人間にも悪魔にも犠牲が出るだろう。大悪魔軍団は怠惰へいわを愛し、暴力も殺さつ戮りくも好まず快こう楽ふくを大切にする。ゆえに我らは諸君を歓待するのだ！　無事に生きて帰って大切な人のもとに戻るがいい。そして今生の大悪魔が痛みを嫌い、人の悲しみを理解できると伝えてくれ！」

　理想を凝縮して描いたステンドグラスを背に演説すると、男たちが剣を鞘さやに収めた。

「俺らは命を売ったんだ……このさい、どうなろうと構わない」

「もともと殺されにきたようなもんだしな。どうせ死ぬなら苦しくねぇ方がいい」

　やはり彼らは大臣に「死ね」と命じられて、この島にやってきたんだ。

　男たちが戦う意志を捨てていくなか、剣を振り上げた最後の一人が力無く笑った。

「救世主様……あんた本気で大悪魔を信じようってのか？」

　カプリコは真剣な眼まな差ざしで返した。

「実はボクも今日、こうしてベルフィーに会うまでは、彼女が変わっちゃったんじゃないか心配だったんだ。けど、そんなのは杞き憂ゆうだった。みんなの死を利用して国を動かそうとする大臣の方が悪魔みたいなものじゃないか」

　最後の一人が剣を投げ捨てた。それを確認して、俺は口元を緩ませる。

「決まりだな。では調査隊五十名様ご案内だ！」

　ドワーフ軍団に手を引かれて、五十人の来客が入場した。カプリコが大きく息を吐く。

「それにしても驚いたよ。まさかこんな城を作ったなんて」

「迎えにいくのが遅れて済まなかったな」

　ベルフィーとワッコとグリペンの三人も、カプリコを一緒に囲んだ。

「あたしだってタカハルほどじゃないけど働いて……メニュー作りとか、がんばったし」

「ワッコはみんなとワッショイいっぱいしましたから！」

「……微力ながら私もお手伝いさせていただきました」

　さっそく来客たちにウエルカムドリンクと、館内設備の案内をしないとな。それに部屋着にも着替えてもらわなくちゃならない。大浴場に屋外に作った露天風ふ呂ろも準備万端だ。夜は宴会。明日になったら朝はブッフェ。昼はガーデンテラスでバーベキュー。

「さあ！　仕事は山ほどあるぞ。ここからが本当の戦いだ！」

　ベルフィーがカプリコにニッコリ微笑ほほえんだ。

「それじゃぁ……はいこれぇ」

　黒い霧を手に生み出すと、それはメイド服の形になる。

「あ、あれ？　もしかして……ボクも働くの!?」

「働かざる者食うべからずだよぉ。副料理長もしてもらうし」

　驚いた表情からすぐに笑顔になって「任せてよ！」とカプリコは言うと、メイド服を受け取りぎゅっと抱きしめた。その笑顔に俺は……救われた気がした。




　接客は素人の俺と、働きたくない大悪魔。不器用救世主とちびっ子と肉食獣なメイド兼接客係が、五十人もの人間を歓迎した。レストランの料理は見た目も華やかで味の方も大成功。大浴場もすこぶる評判だ。誰だれもが口々に、料理や設備を褒ほめ称たたえる。石畳の廊下なのに足下が寒くないって？　ふはははは！　床下に温泉を引いて館内の主要な通路は床暖房だどうだまいったか。夜は花火大会も開催した。発射装置は俺とワッコの共同開発だ。

　そうして、おもてなしと宴の日々は過ぎ……約束の三日があっという間に過ぎていった。

　死にかけていたような調査隊の面々の顔には、生気と明日への希望が溢あふれている。

「「「大変お世話になりました！　この世の極楽を堪能させていただきました！」」」

　たぶん、これが普通の兵士たちだったら帰りたくないと言って、居座る連中もいたかもしれない。だが、彼らは違うのだ。帰る場所があり、待つ人がいる。

　俺と同じように。ああ、もうすぐ俺も……帰るんだな。

「いやぁこんなすごい所があるなんてなぁ」

「料理も最高にうまいし、風ふ呂ろも最高で、まるで夢の中にいたみたいだわぁ」

「あの石橋からまっすぐ城に続く道がすごくなかったか？　わしは石工してたんだが、重厚な造りがたまらんよ」

「王宮にも負けてねぇべきっと！　いや、こっちの方がすごい建物だってばよ！」

「そうそう！　本当に立派な城だべ。中央ホールのステンドグラスも綺き麗れいだったなぁ」

「綺麗って言えば寝転がって夜空が観みれる館もよかったでよ。床が温かいんだわぁ」

「この城を作ったのは神様かもしれんね」

　彼らの漏らす感想の一つ一つに、思わず小躍りしたくなった。

　物陰からこっそり彼らの帰還を見送る。故郷に帰る男たちの背中を、自然と自分に重ね合わせていた。迎えの小舟が沖の軍船に引き上げられるのを見届けてから、城に戻る。

　こうして〝ホテル大悪魔城〟はその役目を終えたのだ。

「もう一生働きたくないぃ」

　城の正門前で、ベルフィーがぐったりした顔で俺に言う。

「けど、レストランのお客さんがいっぱいで良かったろ？」

「それはそうだけどぉ……やっぱりレストランは食べに行く方がいいかも。ああ、でも料理を喜んでもらえたのはなんか嬉うれしいし。働きたくないけど王城都にお店出したいなぁ」

「いつかみんなにベルフィーが良い悪魔だってわかってもらえたら、出店できるかもな」

「そだねー。もしかしたら、案外早くお店が出せちゃったりして」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむベルフィーに、俺も笑顔で返した。

「じゃあ撤収準備といきますか」

　ワッコを中心にドワーフ軍団フル稼働で、城の中の家具調度品の類たぐいが運び出される。

　あっという間に城の中身は空っぽになった。城門前でカプリコが俺に聞く。

「一ヶ月かけて作ったのに、本当にいいの？　あのステンドグラスだけでも……」

「いいんだ。やってくれカプリコ」

　救世主は両手に光を集約した。

「それじゃあ……いっくよおおお！　聖せい剣けん斬ざん！」

　剣を抜き構えると、カプリコはマナを込めて一気に振り下ろす。救世主が放った光の波が押し寄せる。光が石橋を吞のみ込こみ城の外壁を崩壊させ、ステンドグラスも光の粒子に還元される。もろとも吹き飛ばし消し去るまでものの十秒とかからなかった。これが救世主が持つ本来の戦闘力じつりよくか。力作だったけど、ここに証拠が残るのはまずいからな。

「それじゃあ帰るか……大悪魔島へ」

「やっとおうちに戻れるし」

「ワッコはみんなと一緒にお船で帰りますから！」

　荷造りをしてドワーフ軍団がアイテムボックスを四人で一つずつ持ち上げながら「ワッショイ！　ワッショイ！」と、城の裏手の海岸に向けて運んでいく。

「それじゃあボクは一いつ旦たん王城都に戻って、王様を説得するね」

　カプリコとも、ここで一時のお別れだ。

「ああ、悪いんだけどそっちのことは頼む。一段落ついたらまた遊びに来てくれよ！　ベルフィーが寂しがるからな。なんせ週六日は大悪魔島に居て欲しいっていうくらいだし」

「べ、別にぃ。週三日くらいでもいいけど」

　ぷくっとほっぺたを膨らませるベルフィーに、カプリコは手を差し伸べた。

「大臣を倒してすぐに行くよ」

「ゆ、ゆっくりでいいからね」

　カプリコの手を握り返してベルフィーは呟つぶやく。手を離すとペガサスを呼んで、カプリコが青空を駆けていった。空の向こうに消えたのを見送って、俺はベルフィーに告げる。

「じゃあ、そろそろ俺たちも行こうか」

「ふああ……これでやっとダラダラできるし。グリペンお願いねぇ」

「……承知しました」

　みるまに美女の姿が、猛もう禽きん類るいの翼をもった肉食獣のそれへと変わる。俺とベルフィーを乗せたグリペンは島を離れると南下していった。目指すは本物の大悪魔島だ。

「ねえねえタカハル。どうして他の島にお城作ったし？」

「影人間対策ってのが一番だな。それにこの島を大悪魔島だって思わせておけばいいかなって思ってさ」

「そっかぁ。じゃあお城を壊しちゃったのはなんでなんで？」

「そのままにしておいたら、城を見つけられた時にもぬけの殻ってバレるからな。調査隊の報告で、この島が大悪魔島ってことになるはずだ。もし大臣が進軍を強行しても、この島で何日かキャンプして終わりって寸法だよ。俺たちの手がかりは島のどこにもないし、影人間も出てこないから、王国の兵士たちも死なない」

「おおぉ……なんかわかんないけど策士だねタカハル」

「クルルル！」

　空を飛びながらグリペンも嬉うれしそうに鳴き声をあげた。褒ほめられた気がして、なんだかとってもすがすがしい気分だ。








○それからのこと




　帰還した調査隊には、きちんと命の代償たる給金が国庫から支払われた。そして、もどった五十人はその家族や友人たちに何が起こったのかを口伝えしていき、人々の間で大悪魔について様々な憶測が飛び交ったらしい。それに加えて、カプリコの働きかけもあって、大臣の計画は頓とん挫ざした。

「というわけで、毎日は無理だけど週三日くらいはこっちで過ごせそうだよ」

　大悪魔城の広い食堂の片隅で、食後の紅茶を口にしながらカプリコが笑う。

「そっか。けど、大臣は更迭されたりしてないんだよな」

　今後の事も考えると、大臣の陰謀の芽を摘んでおきたかったんだが力及ばずだ。

　カプリコは溜ため息いき混じりに返した。

「もし今の大臣がいなくなっても、人間の怯おびえる気持ちや恐怖心はなくならないからね。誰だれかがまた、大悪魔の討伐を言い出すかもしれない」

　カプリコの言葉にベルフィーが肩を落とす。

「うええぇ。なんかめんどいし。もう……討伐されちゃおっかなぁ」

「おいおい、何を言ってるんだお前は！　めんどくさくなって死を選ぶなよ」

　ワッコが席を立つとベルフィーの横に立って頭をそっと抱きしめた。

「ベルフィーさまは大丈夫ですから。ワッコがなでなでしてあげるので、もうちょっとだけがんばりましょうね」

「うん……もうちょっとだけねぇ」

　甘やかされすぎだぞまったく。俺は紅茶で一息ついてから、カプリコに確認した。

「予断を許さぬ状況には変わりないってことだな」

「たしかにそうだね。けど、以前より状況はずっと良くなったと思うよ。ボクも迷いはなくなって、守るべきものがなにかきちんとわかったから。タカハルのおかげさ」

「別に俺なんて……作りたい物を作ってやりたいことをしただけだよ」

　前向きなカプリコとは反対に、グリペンがうつむき気味に呟つぶやいた。

「…………それでも、平和が約束されたとは言えないのですね」

　不安げな眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

「どうしたんだグリペン？」

「…………いえ……なんでもありません。ただ……タカハル様がいなければ、今いま頃ごろどうなっていたかと思いまして」

「俺の力なんてたいしたことないって」

「……謙けん遜そんなさらないでください。タカハル様の様々なアイディアがあればこそ、誰も傷つかずに済んだのですから」

「褒ほめすぎだよ。幸運も味方してくれて、色々と出来すぎだった」

　ふと、ワッコに頭を抱っこされたままのベルフィーと目が合った。

「どうしたんだベルフィー？」

「ええと……こんなの認めたくないけどぉ……うう……食堂でレストランの料理長したり、友達できたり、広いお風ふ呂ろ入ったり、海に行ったり貝をとったり、一緒にお出かけしてお買い物して……ちょっとだけ……ほんのちょっぴりだけどぉ……」

　じわっとベルフィーの目に涙が浮かんだ。

「満足……しちゃったし」

　ああ、そうだ。そういう契約だったもんな。俺はカップをソーサーの上に置いた。

　ゆっくり席を立つ。

「満足したってことは、俺を元の世界に帰してくれるのか？」

「い、嫌だけど……そんなの絶対嫌だけどぉ……」

　ベルフィーは笑顔を作る。なのに涙が今にもこぼれ落ちそうだ。

「ベルフィーは満足したかもしれないけど、俺の方はさ……」

　ずっと心のどこかで悩んでいたんだ。本当は、素直に帰るべきなんだと思う。

　だけど……正直に言うと……俺の方がまだ満足してないんだ。

「俺はこの世界で、もうちょっと自分のマナ能力を試してみたいんだ」

「ふえぇ？」

　俺が作ったもので、他人が喜んでくれるという喜びを知っちゃったからな。できるなら、もっともっといろいろ作ってみたい。

「もしベルフィーがこの城に俺を置いてくれるなら、もうしばらく厄介になりたいんだけどいいかな？」

「ほ、本当に？」

　今までにないくらい、ベルフィーは瞳ひとみをまん丸くさせた。

「噓うそついてどうするんだよ。せっかくマナ能力も少しは使いこなせるようになってきたんだ。それに、この大悪魔島の外でも、マナ能力で色々作れるってわかったしな」

　ベルフィーは目を細めると、涙の粒が頰ほおに伝った。ワッコが万歳して笑う。

「タカハルおにいちゃんと、もっといっぱいたくさん作れますか？」

「おう！　いっぱいいっぱい、色んなものを作ろうな」

　グリペンが珍しく微笑ほほえんだ。

「…………命じてください。どこへなりともお連れいたします。まだ見ぬ素材を手に入れましょう」

「頼りにしてるぜグリペン！」

　カプリコが手を差し伸べた。

「これからもよろしくねタカハル」

「そうそう、剣を教えてくれる約束はまだ有効だろカプリコ？」

　救世主の少女は「うん！　もちろんさ！」とあっけらかんと笑ってみせた。

　もじもじとうつむいたかと思うと、ベルフィーがとびきりの笑顔をみせる。

「じゃあじゃあ……これから、もーっと満足させてよね」

「ああ！　任せておけ！」

　もう少しだけ、元の世界に帰るのが遅くなりそうだ。

　さて……今日は何を作ろうか。





〈おわり〉

















あとがき




　初めましての方は初めまして！　お久しぶりの方はお久しぶりです！

　すぎやまリュウと申します。

　新作、またまたお届けすることができました。

　最近、とあるゲームで遊んでいたところ、だんだんと著者近影のような感じの顔つきになり、世界が四角く見えてくるようになりました。病気かな？

　というわけで本作は可愛かわいい女の子たちに囲まれて、色々と作ってみたりするお話なのですが、今回はいくつかある裏話の中から、登場するヒロインたちの名前の由来について書いてみたいと思います。

　トップバッターは、ばぶみ系幼女のワッコちゃん。こちらはドワーフ少女ということで、ドワーフ子ちゃん……ワーフ子ちゃん……ワッコちゃん！　と、すんなり決まりました。

　一方グリペンですが、グリフォンが元ネタです。スウェーデンの戦闘機の愛称からいただきました。ちなみに、ワッコと同じ付け方をするとグリ子ちゃん。こちらも可愛いのですが、なんだかお菓子が食べたくなる名前になっちゃいますね。

　カプリコは山や羊ぎ座ざのカプリコーンからとったのですが、よく見ると彼女が腰に提げたポーチにアイスクリームみたいなマスコットがついているんです！　実はこれ、アイスに見えてジャイアントなチョコのお菓子がモチーフ!?　このあとがきを読まずに気付いた人がいたらスゴイですぞ！　ちなみに私は、あのお菓子はいちご味が好きです。

　そして、とりを飾るはベルフィーちゃん。こちらは七つの大罪の「怠惰」の悪魔から拝借いたしました。実は「色欲」も司つかさどるらしいので、ベルフィーちゃんが奔放なのも、そんなところに由来があったりなかったり。

　そんなヒロインたちのイラストを手がけていただいた、るび様に心より感謝申し上げます。超絶美麗なイラストに、心がときめく日々でした。

　みんなみんな可愛いのですが、やっぱり一番のお気に入りはベルフィーちゃん！　表情や仕草にほんのりと感じられる、ぐーたらなラブリーさに溢あふれております！

　というわけで「異世界の悪魔がぐーたらすぎるので俺がお城を作ります。」ちょっとタイトルが長くて覚えづらいかもしれませんが、もし、本屋さんでこのあとがきを読んで、気になった方は、ぜひぜひそのままレジまでお持ちいただければ恐悦至極にして有頂天外にございます。

　それでは、皆様も良いクリエイト生活を！
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　　装丁／木緒なち（KOMEWORKS）











異世界の悪魔がぐーたらすぎるので俺がお城を作ります。








すぎやまリュウ





[image: ]





2016年7月25日　発行





(C)Ryu Sugiyama 2016





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『異世界の悪魔がぐーたらすぎるので俺がお城を作ります。』

2016年7月31日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く　平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg
‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ ALY X
| o Ly Yui

o‘.. )

Vs
N 4A0 Y

—rn AT E
_u._..u,.u_: N el

e RWHEN e
SJ<
SN EEwi1Di1 DD NS EHbto L. 88|





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
._/wﬁ.au...ula....ri....w,n...."w:_ =M ..w_u.g_),.r._.gl‘u.‘.mw.ﬁﬂls
v

i Sl
MO IEME | BN x|





item/image/kuchie-001.jpg
w
T%’Pi'}:’?X%UH%

\th Ryu Sugi

Elﬂﬁ@%ﬁ&ﬁ(—r ba‘*zxwz
b Bk = EDE D,





item/image/cover.jpg
5 ) P
'3'5”(9“35 _
~ 1520 DU
3 r

fie
SRYs
G Y ‘
/ / f
\ ~
! X \ \ /./,
\ \!

JELy)






item/image/p259.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/toc-001.jpg
W

E N T S

1

=
o
(S

S

o

A

L\
A‘.

i cocerercececercicntiicacanes P11
WEBLEDHRA -ooeeeeee P13
BB coreecercnccacnrcanens P16
EBIRDEIR cccoereerccnncns P27
BUOH U ereercercesassoncas P45
BROEGSLerererorerene P65
BEM covceercnrcnriniiniinns P100
RO =@ ececerecerees P11
[7'7 - R ETLTITTTTTTPTPPIPPIP P117
FABFRF coececercocecennns P155
BETEDM cooceeeececenes P171
b1 RTITTITTITTTTIPRIPPIPN P182
SERl ceeceecenrententiniins P194
FEBIE everercncerenennns ’ P206
U8 NI IIT I I P219
SEER cececcncentintiniininns P228
FCAERE oveececececrcnanns P237
ENHBDOTE smveeeee P254





item/image/p224.jpg





item/image/p262.jpg





item/image/p063.jpg





item/image/p140.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序



		いざ創造の世界へ



		出会い



		屋根の修理



		買い出し



		憧れの島ぐらし



		整地



		ドワーフ軍団



		成長



		天体観測



		自動褒め機



		遭難



		完成



		満足度



		ケンカ



		温泉



		大作戦



		それからのこと



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p151.jpg





item/image/p170.jpg





item/image/p127.jpg
&

Sy
S






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-0001.png





item/image/gaiji-0002.png





